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概  況 

2019年度の我が国経済について、政府は海外経済の減速等を背景に外需が弱

いものの、雇用・所得環境の改善等により、内需を中心に緩やかに回復している

としていたが、2020年に入ってからの新型コロナウィルス感染症の影響で経済

が大幅に下押しされる事態となり、2020年3月の月例経済報告において景気の基

調判断から「回復」を削除し、「厳しい状況にある」と下方修正した。 

建設市場についても新型コロナウィルス感染症の影響が懸念されたが、2019

年度については、政府建設投資、民間住宅・非住宅建設投資ともに堅調に推移し

た。 

こうした中、日建連は週休二日の実現と建設キャリアアップシステムの普及・

推進という２大事業に加え、建設技能者の処遇改善、生産性の向上、公共事業予

算の安定的・持続的確保に向けた活動などに取り組んだ。 

週休二日の実現については、2019年度上半期フォローアップ調査において4週

6閉所以上を達成した現場が約69％となり、会員企業の活動が確実に進展してい

ることが伺えたものの、2021年度末までに会員企業の全事業所で4週8閉所達成

との目標には一層の取組みが必要であることが明らかになった。 

建設キャリアアップシステムについては、2019年9月に日建連ロードマップの

前期が終了したが、多くの項目で目標を達成することができなかった。このため

日建連は、直轄工事での技能者登録義務化を要望するとともに、国土交通省と連

携してモデル現場を設置してCCUSの効果検証・課題抽出を行った。この結果も踏

まえ、国土交通省は2023年度からのあらゆる工事でのCCUS完全実施に向けた官

民政策パッケージを2020年3月に策定した。 

上記活動のほか、日建連では2019年度事業計画に基づき、会員企業を中心と

した業界内のニーズや行政・社会の動きに対応し、 

以下の活動に取り組んだところである。 



〈１〉総会・理事会等 

１. 総 会

定時総会 

2019年4月26日 

ホテルニューオ

ータニ 

芙蓉の間 

1．議案審議

第1号議案 2018年度決算の承認

第2号議案 理事・監事の選任

2. 報告

(1) 2018年度事業報告

(2) 2019年度事業計画

(3) 2019年度予算

3. その他報告

(1) 建設分野における特定技能外国人受入れのための新法人

（建設技能人材機構）設立に当たっての費用負担

(2) 法人会員の会費ランク定期改定結果

２. 理事会

第1回 

2019年4月18日 

日建連 

特別会議室 

1．審議事項

(1) 2018年度決算の件

(2) 2018年度事業報告の件

(3) 理事・監事候補者等の件

(4)「特定技能外国人安全安心受入宣言」の策定の件

(5) 支部長の選任の件

(6) 鍜治田工務店、川田工業の入会申込の件

2．報告事項 

(1) 建設キャリアアップシステムの推進強化について

(2) 東京2020オリンピック・パラリンピック大会期間中の「都

庁2020アクションプラン」について

(3) 2018年度会員会社訪問概要について

(4) 春の叙勲・褒章祝賀会について

第2回 

2019年4月26日 

ホテルニューオ

ータニ 

芙蓉の間 

1．審議事項

(1) 役員等の選定および指名の件

第3回 

2019年6月19日 

1．報告

(1) 6月18日発生の山形県沖を震源とする地震について



日建連 

特別会議室 

2．審議事項 

(1) 常務執行役の任命の件 

3．報告事項 

(1) 建設技能人材機構への資金拠出報告について 

(2) 週休二日実現行動計画2018年度下半期フォローアップ報告

について 

(3) 建設キャリアアップシステムについて 

(4) 2019年度公共工事の諸課題に関する意見交換会報告につい

て 

(5) 新・担い手3法の成立について 

(6) 委員長の指名について 

(7) 2019年度けんせつ小町活躍現場見学会の開催について 

(8) トンネル建設工事におけるじん肺対策協議会の活動につい

て 

(9) 警備業者と建設業者との契約適正化について 

(10) 参議院議員選挙への取組み状況について 

第4回 

2019年7月22日 

日建連 

特別会議室 

1．審議事項 

(1) 第60回BCS賞の選考の件 

2．報告事項 

(1) 足場からの墜落・転落防止対策の充実強化に関する要望に

ついて 

(2) 下請取引適正化と適正な受注活動の徹底に向けた自主行動

計画に関するフォローアップアンケート調査結果について 

(3) 建設キャリアアップシステムの状況について 

(4) 新表彰制度の検討状況について 

(5) 2020年オリパラに向けた東京都および国土交通省の今夏の

取組みについて 

(6) 法人会員決算状況調査結果について 

(7) 2020年定例会議等予定について 

第5回 

2019年9月25日 

日建連 

特別会議室 

1．審議事項 

(1) 専務理事の辞任に伴う選定および常務執行役の任命の件 

(2) 新表彰制度の件 

(3) 2020年度税制改正要望の件 

2. 報告事項 

(1) 2019年度第1回職務執行状況報告 

(2) 国土交通省と建設業団体との意見交換会について 

(3）建設キャリアアップシステムについて 



(4）適正工期の確保に関する会長通知について

(5) 品確議連総会および品確法の運用指針改正骨子案に関する

日建連の意見について

(6) 台風15号に係る災害応急対策への対応について

(7）足場からの墜落・転落防止対策の充実強化に関する要望状

況について

(8）意見交換会フォローアップ会議2019年度実施方針について

(9) コンプライアンスの推進について

第6回 

2019年10月23日 

日建連 

特別会議室 

1．講演

演題 国土交通行政に関する最近の話題 

講師 国土交通審議官 由木 文彦 氏 

2. 審議事項

(1) 台風19号の被害への対応の件

3. 報告事項

(1) 女性活躍推進に関する5年間の取組みについて

(2) 公共事業費の安定的・持続的な確保に関する要望について

(3) 建設キャリアアップシステムについて

(4) 過労死等防止対策白書を受けた会長名通知について

(5) 足場からの墜落・転落防止対策の充実強化に関する要望状

況について

第7回 

2019年11月21日 

日建連 

特別会議室 

1．審議事項

(1) 日建連CCUS推進モデル事業の展開の件

2．報告事項 

(1) 日建連表彰の募集要項について

(2) 生産性向上推進要綱に関するフォローアップ報告について

(3) 2018年度労働時間調査の集計結果について

(4) けんせつ小町活躍推進計画の策定について

(5) 2020年度公共事業予算要望の状況について

(6) 手すり先行工法等の義務化の動きに関する日建連の対応に

ついて

(7) 建退共制度における掛金日額の改定について

(8) 支部長会議等の開催について

第8回 

2019年12月19日 

ホテルニューオ

ータニ 

芙蓉の間 

1．報告事項

(1) 建設キャリアアップシステムについて

(2) 令和2年度公共事業予算、税制に関する要望結果について

(3) 手すり先行工法等の義務化の動きに関する対応等について

(4) 台風19号被災地支援のための義援金の拠出について



(5) 中央建設業審議会総会について 

第9回 

2020年2月20日 

日建連 

特別会議室 

1．報告事項 

(1) 2019年度第2回職務執行状況報告 

(2) 建設キャリアアップシステムの状況について 

(3) 2020年度事業計画案および予算案について 

(4) 日建連10周年記念誌等の制作について 

(5) 自民党「住宅土地・都市政策調査会中古住宅市場活性化委

員会」への対応について 

(6) 品確法運用指針の改正について 

(7) 公共工事の円滑な施工確保について 

(8) 公共工事設計労務単価の改定について 

(9) 2020東京オリンピック・パラリンピック競技大会開催時に

おける直轄工事等の調整に関する取組方針等について 

(10) 2025年日本国際博覧会協会財務委員会総会について 

第10回 

2020年3月23日 

【開催中止の為、書面にて決議】 

(1) 2020年度事業計画の件 

(2) 2020年度予算の件 

(3) 2020年度定時総会の開催の件 

(4) 常務執行役の任命の件 

 

３. 支部長会議 

2019年12月19日 

ホテルニューオ

ータニ 

芙蓉の間 

1. 建設キャリアアップシステムに関する本部および支部の対 

  応 

2. 本部報告 

(1) 週休二日実現行動計画2019年度上半期フォローアップ報告 

(2）生産性向上推進要綱2018年度フォローアップ報告 

(3）日建連表彰制度について 

(4）けんせつ小町活躍推進計画の策定について 

(5）手すり先行工法等の義務化の動きに関する対応について 

(6）土木本部活動報告 

(7）建築本部活動報告 

3. 支部報告 

4. 質疑応答および意見交換 

 

  



４. 土木本部会議 

第1回 

2020年3月2日 

【開催中止の為、書面にて決議】 

(1) 2020年度公共工事の諸課題に関する意見交換会について 

 

５. 土木本部懇談会  

第1回 

2019年12月23日 

ホテルイースト

21 永代の間 

(1) 2020年度意見交換会について 

(2) 品確法の運用指針改正案に関する日建連の意見について 

(3) 建設現場で働く人々の誇り・魅力・やりがい検討委員会につ

いて 

(4) 道路における建設資材調達に関するあり方検討委員会につ

いて 

(5)「社会資本整備が果たす役割」講演会の開催について 

(6) 水管理・国土保全局の勉強会について 

(7) 令和２年度公共事業予算について 

(8) 2019年度鉄道交通講演会の開催について 

 

６. 土木運営会議 

第1回 

2019年4月8日 

日建連 

特別会議室 

(1) 意見交換会フォローアップ会議について 

(2) 2019年度意見交換会について 

(3) 新表彰制度の検討状況について 

(4) 国土交通省低入札調査基準の改定について 

(5) わかりやすい土木施工入門(仮称)について 

(6) 国土交通省コンクリート生産性向上協議会について 

(7)「建設職人基本法フォローアップ会議」について 

(8) 高力ボルトの供給安定化について 

第2回 

2019年6月17日 

日建連 

特別会議室 

 

 

 

 

(1) 2019年度公共工事の諸課題に関する意見交換会の報告につ

いて 

(2) 新表彰制度について 

(3) 新・担い手3法の成立について 

(4) i-Constructionシステム学寄付講座説明会の開催について 

(5) トンネル建設工事におけるじん肺対策協議会の検討状況に

ついて 

(6) 手すり先行足場からの墜落・転落防止対策の充実強化に関

する要望について 

(7) 高力ボルトの需給安定化に向けた国土交通省の対策につい



て 

(8) 東京オリンピック・パラリンピック大会期間中の工事の調

整について 

第3回 

2019年7月9日 

日建連 

特別会議室 

(1) 2019年度公共工事の諸課題に関する意見交換会について 

(2) 委員会活動について 

(3) i-Constructioinシステム学寄付講座説明会について 

(4) 週休二日実現行動計画2018年度下半期フォローアップにつ

いて 

(5) 経済財政運営と改革の基本方針2019(骨太の方針)について 

(6) 東京オリンピック・パラリンピック 交通マネジメント推

進に向けた2019年夏の試行内容(案)について 

(7) 鉄道建設工事講習会(2019年度)について 

(8) 2019年度けんせつ小町活躍現場見学会、発注者と連携した

現場見学会の開催について 

第4回 

2019年9月9日 

日建連 

特別会議室 

(1) 2019年度意見交換会フォローアップ会議について 

(2) 公共工事品質確保に関する議員連盟総会について(品確法

運用指針の改定について) 

(3) 新表彰制度について 

(4) PRISMによる成果(2018年度)報告会について 

(5) i-Constructionシステム学寄付講座企画部会報告 

(6) 2019年度高速道路会社との意見交換会の実施について 

(7) 未来の土木コンテスト2021について 

(8) 国土交通大臣との懇談会について 

(9) 今年度の意見交換会の実施予定について 

(10) 令和２年度国土交通省予算概算要求について 

第5回 

2019年10月8日 

日建連 

大会議室 

(1) 講演：国土交通省に関する最近の話題 

講師 国土交通省技監 山田 邦博 氏 

(2) 新表彰制度について 

(3) 品確法の運用指針改正骨子案に関する日建連の意見につい

て 

(4) i-Constructionシステム学寄付講座成果報告会について 

(5) 赤羽国土交通大臣への要望活動について 

(6) 公共事業予算の安定的・継続的な確保に関する要望につい

て 

(7) 台風15号に係る災害応急対策への対応について 

(8) PRISMによる成果報告会について 

第6回 (1) 台風19号に係る災害応急対策への対応について  



2019年11月11日 

日建連 

特別会議室 

(2) 国土交通省建設生産・管理システム部会について 

(3) 2019年度円滑な施工の確保に関するアンケート調査の実施

について 

(4) 手すり先行足場に関する日建連としての対応について 

(5) 「わかりやすい土木施工入門（仮称）」について 

(6) JRTTとの意見交換会について 

(7) 公共事業予算の安定的・継続的な確保に関する要望につい

て 

(8) i-Constructionシステム学寄付講座について 

(9) 新表彰制度について 

(10) CCUSモデル工事（国土交通省）について 

(11) 国土交通省水管理・国土保全局との勉強会について 

第7回 

2020年1月20日 

日建連 

特別会議室 

(1) 「海外インフラ展開人材養成プログラム」に関する説明 

国土交通省海外プロジェクト審議官 平井 秀輝 氏 

国土交通省総合政策局海外プロジェクト推進課 

国際建設管理官 川村 謙一 氏 

(2) 2020年度意見交換会について 

①対応方針、テーマ案（たたき台）説明 

②意見交換 

第8回 

2020年2月3日 

日建連 

特別会議室 

(1) 講演：i-Constructionについて 

講師：国土技術政策総合研究所長 伊藤 正秀 氏 

(2) 意見交換会フォローアップ会議について 

(3) 品確法運用指針の改正について 

(4) 国土交通省道路局との意見交換会について 

(5)「社会資本整備が果たす役割」講演会について 

(6) 海洋開発技術講演会「海洋立国を支える建設技術」につい

て 

(7) 建設職人基本法超党派国会議員フォローアップ推進会議か

ら国土交通省への申し入れについて 

第9回 

2020年2月28日 

日建連 

特別会議室 

(1) 2020年度意見交換会提案テーマについて 

(2) 国土交通省建設生産・システム部会について 

(3) 公共工事設計労務単価、国土交通省積算基準の改定につい

て  

(4) 建設キャリアアップシステムに関する要望について 

(5) 東京2020大会開催時における直轄工事等の調整に関する取

組み方針について 

(6) 新型コロナウイルス感染症対策について 



(7) 2019年度発注者と連携した現場見学会について 

 

７. 国土交通省地方整備局・公共工事の発注機関との意見交換会(全国9地区) 

2020年5月 9日 

関東(大宮) 

2020年5月14日 

関西(大阪) 

2020年5月16日 

中部(名古屋) 

2020年5月20日 

九州(福岡) 

2020年5月29日 

四国(高松) 

2020年5月30日 

中国(広島) 

2020年6月 4日 

東北(仙台) 

2020年6月 6日 

北海道(札幌) 

2020年6月10日 

北陸(新潟) 

(1) 働き方改革・担い手確保への取組み 

①週休二日の実現に向けた環境整備 

②適切な工期設定と工程管理 

③人材育成 

(2) 建設産業の生産性向上（i-Constructionの推進） 

①ICT、CIMの全面的な活用 

②コンクリート工の生産性向上 

③新技術の導入環境の整備 

④業務の効率化推進 

(3) 品確法の適切な運用等 

①運用指針に基づく様々な取組みの浸透・徹底 

②多様な入札契約方式の導入 

③公共建築工事における適正な予定価格の設定 

 

８. 建築本部会議 

2020年3月2日 

 

【開催中止の為、下記資料を送付】 

(1) 2019年度事業報告・2020年度事業計画案における重点課題

に関する建築本部の取組みについて 

(2)「既存地下工作物の取扱いに関するガイドライン」の発行

について 

 

９. 建築運営会議 

第1回 

2019年4月4日 

日建連 

特別会議室 

1．定時総会・理事会等について 

(1) 建設キャリアアップシステムの本運用開始について 

(2) 国土交通大臣と建設業団体との意見交換会について  

2．建築運営会議報告事項 

(1) 建築産業にとってのSDGs－導入のためのガイドライン－に



ついて 

(2) 新表彰制度の検討について 

(3) 建設業における研究開発に関するアンケート調査結果につ

いて 

(4) 建設業法および公共工事の入札および契約の適正化の促進

に関する法律の一部を改正する法律案の閣議決定について 

(5) セミナー・見学会等の開催報告について 

第2回 

2019年6月7日 

日建連 

特別会議室 

1．定時総会・理事会等について 

(1) 建設キャリアアップシステムの状況について 

2．建築運営会議報告事項 

(1) 新表彰制度の検討について 

(2) 建築設計部門年次アンケート2018の結果概要報告について 

(3) 「2018省エネルギー計画書およびCASBEE対応状況調査報告

書」の発行について 

(4) サステナブル建築事例集の更新について 

(5) ホテルまたは旅館における高齢者、障害者等の円滑な移動

等に配慮した建築設計標準の改正について 

第3回 

2019年7月12日 

日建連 

特別会議室 

1．審議事項 

(1) 第60回BCS賞の選考経過および選考結果について 

2．定時総会・理事会等について 

(1) 新・担い手3法の成立について 

(2) 建設キャリアアップシステムについて 

(3) 週休二日実現行動計画2018年度下半期フォローアップ報告

について 

3．建築運営会議報告事項 

(1) 新表彰制度の検討について 

(2) セミナー・見学会等の開催報告について 

第4回 

2019年9月6日 

日建連 

特別会議室 

1．定時総会・理事会等について 

(1) 新表彰制度の検討について 

2．建築運営会議報告事項 

(1)「フロントローディングの手引き2019」の発行について 

(2) 学生向けパンフレット「KIZUKU」の発行について 

(3)「適正工期算定プログラム・バージョン4」の公開について 

(4) 技術提案制度に関する国土交通省官庁営繕部との意見交換

会の報告について 

(5) 日建連建築セミナーの開催予定について 

(6)「外構工事見積の解説」の発行について 



第5回 

2019年10月8日 

日建連 

特別会議室 

1．定時総会・理事会等について 

(1) 新表彰制度について 

(2) 2020年度税制改正要望について 

(3) 国土交通省と建設業団体との意見交換会について 

(4) 建設キャリアアップシステムについて 

(5) 適正工期の確保に関する会長通知について 

2．建築運営会議報告事項 

(1) 第60回BCS賞表彰式の開催について 

(2) 総合評価方式に関する防衛省東北防衛局との意見交換会の

報告について 

第6回 

2019年11月8日 

日建連 

特別会議室 

1．定時総会・理事会等について 

(1) 日建連表彰・BCS賞について 

(2) 女性活躍推進に関する5年間の取組みについて 

(3) 建設キャリアアップシステムについて 

2．建築運営会議報告事項 

(1) 作業所長のマネジメント力向上への取組みについて 

(2) スケッチコミュニケーション活動の展開について 

(3) 公共建築工事数量公開状況調査概況報告について 

(4) セミナー・見学会等の開催報告について 

第7回 

2019年12月4日 

日建連 

特別会議室 

1．審議事項 

(1) 民間連合協定工事請負契約約款の改正案への対応について 

2．定時総会・理事会等について 

(1) 日建連CCUS推進モデル事業の展開の件について 

(2) 生産性向上推進要綱に関するフォローアップ報告について 

(3) けんせつ小町活躍推進計画の策定について 

3．建築運営会議報告事項 

(1) セミナー・見学会等の開催報告について 

第8回 

2020年2月5日 

日建連 

特別会議室 

1．建築運営会議報告事項 

(1) 民間連合協定工事請負契約約款の改正の概要について 

(2) 第61回BCS賞の応募状況について 

(3) 自民党中古住宅市場活性化委員会への対応について 

(4) 情報セキュリティ教育・啓発資料の公開について 

(5) 技術提案制度等に関する防衛省整備計画局との意見交換会

の開催について 

(6) セミナー・見学会等の開催報告について 

第9回 

2020年3月5日 

【開催中止の為、下記資料を送付】 

(1) 建設キャリアアップシステムの状況について 



(2) 令和2年3月から適用する公共工事設計労務単価について 

(3) セミナー・見学会等の開催報告について 

 

１０. 安全対策本部・建設三団体安全対策協議会合同会議 

第1回 

2020年3月17日 

【開催中止の為、書面にて決議】 

1. 議題 

(1) 2019年度の対策本部・協議会の事業実施結果および2020年

度の事業計画（案）について 

(2) 2019年度の支部・地方協議会活動結果について 

(3) 2020年度の協議会分担金（案）について 

 

  



〈２〉委員会等の活動 

 

各委員会の活動は、前年度事業計画との関係を明らかにするとともに、活動

を継続的に改善していくことを目的として2018年度からPDCAサイクルによる

記載としている。 

今年度からは活動実績および活動目的に照らした評価を記載している。 
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（４
）
 

積
算
の
適
正
化
と
資
材
対
策
の
推
進

公
共
積
算
委
員
会

1
3

1
3

0
0

1
3

0
0

0

（
５
）
 

大
更
新
時
代
に
向
け
た
対
応
策
の
強
化

イ
ン
フ
ラ
再
生
委
員
会

7
7

0
0

7
0

0
0

（６
）
 

土
木
技
術
に
関
す
る
課
題
へ
の
対
応

土
木
工
事
技
術
委
員
会

1
3

1
3

0
0

1
1

2
0

0

（
７
）
 

電
力
施
設
建
設
の
推
進
等

電
力
・エ
ネ
ル
ギ
ー
工
事
委
員
会

7
7

0
0

7
0

0
0

（
８
）
 

鉄
道
建
設
事
業
の
推
進

鉄
道
工
事
委
員
会

1
0

9
1

0
9

1
0

0

（９
）
 

海
洋
開
発
建
設
事
業
の
推
進

海
洋
開
発
委
員
会

1
0

9
1

0
7

1
0

2

３
. 
　

建
築

分
野

の
課

題

（１
）
 

建
築
設
計
に
関
す
る
課
題
へ
の
対
応

建
築
設
計
委
員
会

1
4

1
4

0
0

1
4

0
0

0

（
２
）
 

建
築
生
産
に
関
す
る
課
題
へ
の
対
応

建
築
生
産
委
員
会

3
2

3
0

1
1

2
9

1
0

2

（
３
）
 

建
築
に
お
け
る
制
度
に
関
す
る
課
題
へ
の
対
応

建
築
制
度
委
員
会

1
2

1
2

0
0

1
0

0
0

2

（
４
）
 

建
築
に
お
け
る
技
術
研
究
・開
発
に
関
す
る
課
題
へ
の
対
応

建
築
技
術
開
発
委
員
会

1
9

1
6

2
1

1
4

2
1

2

（
５
）
 

住
宅
に
関
す
る
課
題
へ
の
対
応

住
宅
委
員
会

3
2

0
1

2
1

0
0

（６
）
 

優
秀
建
築
表
彰
事
業
の
実
施

優
秀
建
築
表
彰
委
員
会

4
4

0
0

0
0

0
4

実
施
状
況

判
定

項
目
数

Ａ
：目
的
・目
標
の
実
現
に
資
す
る
成
果
が
得
ら
れ
た
　
Ｂ
：一
部
で
成
果
が
得
ら
れ
た
も
の
の
不
十
分
な
部
分
が
あ
る
　
Ｃ
：成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
課
題
が
多
い

〇
：
計
画
通
り
活
動
を
実
施
し
た
　
△
：
計
画
し
た
活
動
の
一
部
の
み
実
施
し
た
　
×
：計
画
し
た
活
動
を
実
施
し
な
か
っ
た

1
2

2
4
8

2
1

5
2
0

Ｆ
：目
的
・目
標
を
達
成
し
た
た
め
、
活
動
を
終
了

計
2
9
5

2
7
2

1
0



〇
：計

画
通

り
活

動
を

実
施

し
た

　
△

：
計

画
し

た
活

動
の

一
部

の
み

実
施

し
た

　
×

：計
画

し
た

活
動

を
実

施
し

な
か

っ
た

１
. 
建

設
業

の
基

本
的

な
課

題
Ａ

：
目

的
・
目

標
の

実
現

に
資

す
る

成
果

が
得

ら
れ

た
　
Ｂ

：一
部

で
成

果
が

得
ら

れ
た

も
の

の
不

十
分

な
部

分
が

あ
る

　
Ｃ

：成
果

を
得

る
こ

と
が

で
き

ず
、

課
題

が
多

い
　
Ｆ
：目

的
・目

標
を

達
成

し
た

た
め

、
活

動
を

終
了

A
ct

io
n 

 （
評

価
を

踏
ま

え
た

対
応

案
、
改

善
策

）

（
１
）東

日
本

大
震

災
か

ら
の

復
旧

・復
興

対
策

の
推

進
　
　

復
旧

・復
興

対
策

特
別

委
員

会
　
（宮

本
洋

一
委

員
長

　
清

水
建

設
、
高

嶋
正

彦
副

委
員

長
　

熊
谷

組
）

1
)

会
員

企
業

の
復

旧
・復

興
工

事
の

受
注

状
況

調
査

の
実

施
〇

委
員

会
構

成
会

社
に

対
し

復
旧

・復
興

工
事

の
受

注
状

況
調

査
の

実
施

毎
月

Ａ
-

引
き

続
き

調
査

を
実

施

2
)

復
旧

・復
興

工
事

の
円

滑
な

施
工

に
関

す
る

検
討

×
復

旧
・復

興
工

事
が

非
常

に
少

な
く
な

っ
た

こ
と

か
ら

調
査

を
取

り
止

め
F

-
ア

ン
ケ

ー
ト
に

代
え

、
委

員
や

東
北

支
部

か
ら

の
情

報
収

集
に

よ
る

課
題

調
査

の
実

施

3
)

復
旧

・復
興

工
事

の
円

滑
な

施
工

等
に

関
す

る
国

、
地

方
公

共
団

体
等

へ
の

要
望

活
動

や
提

言
〇

委
員

や
東

北
支

部
か

ら
の

情
報

収
集

に
よ

り
課

題
の

検
討

Ａ
課

題
が

見
受

け
ら

れ
な

か
っ

た
た

め
、
具

体
的

活
動

は
実

施
せ

ず
引

き
続

き
フ

ォ
ロ

ー
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

て
要

望
・
提

言
を

実
施

4
)

復
興

ま
ち

づ
く
り
事

業
に

係
る

諸
課

題
へ

の
対

応
〇

復
興

ま
ち

づ
く
り
事

業
の

現
場

に
お

け
る

フ
ォ

ロ
ー

の
実

施
Ａ

課
題

が
見

受
け

ら
れ

な
か

っ
た

た
め

、
具

体
的

活
動

は
実

施
せ

ず
引

き
続

き
フ

ォ
ロ

ー
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

て
要

望
・
提

言
を

実
施

(新
規

)震
災

や
復

旧
・
復

興
事

業
に

係
る

会
員

企
業

が
有

す
る

資
料

の
調

査
と

活
用

方
策

の
検

討

（
２
）福

島
第

一
原

発
事

故
対

策
の

推
進

　
　
電

力
対

策
特

別
委

員
会

　
（押

味
至

一
委

員
長

　
鹿

島
建

設
、

梶
田

直
揮

副
委

員
長

　
大

林
組

）

5
)

環
境

省
と

の
意

見
交

換
に

よ
る

中
間

貯
蔵

施
設

整
備

に
関

す
る

課
題

の
抽

出
、
要

請
〇

環
境

省
と

被
災

地
の

復
興

・再
生

に
向

け
た

環
境

省
の

取
組

、
中

間
貯

蔵
施

設
等

現
場

に
お

け
る

安
全

対
策

に
つ

い
て

意
見

交
換

2
0
1
9
年

4
月

Ａ
-

環
境

省
と

の
意

見
交

換
に

よ
る

中
間

貯
蔵

施
設

整
備

に
関

す
る

課
題

の
抽

出
、
要

請

環
境

省
と

環
境

再
生

の
取

組
の

進
捗

状
況

と
工

事
の

安
全

対
策

に
つ

い
て

意
見

交
換

2
0
1
9
年

8
月

6
)

除
染

事
業

の
迅

速
化

、
適

正
化

等
、

除
染

事
業

実
施

上
の

諸
課

題
の

検
討

〇
環

境
省

福
島

地
方

環
境

事
務

所
と

中
間

貯
蔵

施
設

等
事

業
実

施
等

の
課

題
に

つ
い

て
意

見
交

換
2
0
1
9
年

7
月

Ａ
-

中
間

貯
蔵

施
設

等
整

備
事

業
（
除

染
事

業
を

含
む

）
の

迅
速

化
、
適

正
化

等
、

事
業

実
施

上
の

諸
課

題
の

検
討

7
)

安
全

、
施

工
、
輸

送
に

関
す

る
課

題
の

検
討

〇
中

間
貯

蔵
施

設
等

関
連

工
事

に
お

け
る

安
全

対
策

の
徹

底
に

つ
い

て
周

知
2
0
1
9
年

1
0
月

Ａ
-

安
全

、
施

工
、
輸

送
に

関
す

る
課

題
の

検
討

環
境

省
福

島
地

方
環

境
事

務
所

へ
の

2
0
1
9
年

度
夏

季
現

場
パ

トロ
ー

ル
結

果
報

告
2
0
1
9
年

1
1
月

中
間

貯
蔵

施
設

に
お

け
る

分
別

施
設

施
工

現
場

の
施

工
５
社

合
同

に
よ

る
各

社
施

設
の

相
互

パ
トロ

ー
ル

を
実

施
2
0
1
9
年

1
1
月

中
間

貯
蔵

施
設

に
お

け
る

仮
置

場
を

工
事

管
理

す
る

1
0
社

合
同

に
よ

る
相

互
パ

トロ
ー

ル
を

実
施

2
0
1
9
年

1
2
月

中
間

貯
蔵

施
設

関
連

工
事

を
対

象
に

安
全

基
本

項
目

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

トを
活

用
し

た
死

亡
・重

篤
災

害
防

止
を

主
眼

と
し

た
年

末
年

始
パ

トロ
ー

ル
実

施

2
0
1
9
年

1
2
月

~
2
0
2
0
年

1
月

中
間

貯
蔵

施
設

等
現

場
受

入
分

別
施

設
、

仮
置

場
を

対
象

と
し

て
実

施
し

た
パ

トロ
ー

ル
の

結
果

に
つ

い
て

環
境

省
福

島
地

方
環

境
事

務
所

へ
報

告
2
0
2
0
年

1
月

8
)

国
、

外
郭

団
体

等
と

の
情

報
交

換
、
意

見
交

換
の

実
施

〇
環

境
省

と
被

災
地

の
復

興
・再

生
に

向
け

た
環

境
省

の
取

組
、
中

間
貯

蔵
施

設
等

現
場

に
お

け
る

安
全

対
策

に
つ

い
て

意
見

交
換

2
0
1
9
年

4
月

Ａ
-

国
、

外
郭

団
体

等
と

の
情

報
交

換
、
意

見
交

換
の

実
施

環
境

省
と

環
境

再
生

の
取

組
の

進
捗

状
況

と
工

事
の

安
全

対
策

に
つ

い
て

意
見

交
換

2
0
1
9
年

8
月

環
境

放
射

能
除

染
学

会
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
（郡

山
市

）に
お

い
て

除
染

完
了

へ
の

取
組

に
つ

い
て

発
表

2
0
1
9
年

7
月

9
)

我
が

国
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
政

策
に

関
す

る
調

査
研

究
〇

（一
財

）電
力

中
央

研
究

所
材

料
科

学
研

究
所

研
究

参
事

竹
井

勝
仁

様
の

「水
素

エ
ネ

ル
ギ

ー
技

術
の

現
状

と
社

会
イ

ン
フ

ラ
と

し
て

の
今

後
の

展
望

」講
演

聴
講

お
よ

び
意

見
交

換

2
0
1
9
年

9
月

Ａ
-

我
が

国
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
政

策
に

関
す

る
調

査
研

究

1
0
)

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

普
及

促
進

に
関

す
る

調
査

研
究

な
ら

び
に

課
題

の
抽

出
×

国
の

進
め

る
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

政
策

、
団

体
等

の
取

組
に

関
す

る
調

査
研

究
に

注
力

し
た

Ｂ
意

見
交

換
、

外
部

講
師

に
よ

る
講

演
を

中
心

と
し

た
勉

強
会

を
実

施
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
普

及
促

進
に

関
す

る
調

査
研

究
な

ら
び

に
課

題
の

抽
出

1
1
)

原
子

力
政

策
に

関
す

る
調

査
研

究
〇

経
済

産
業

省
資

源
エ

ネ
ル

ギ
ー

庁
汚

染
水

処
理

対
策

委
員

会
に

委
員

を
派

遣
（継

続
）

2
0
1
9
年

5
月

Ａ
-

原
子

力
政

策
に

関
す

る
調

査
研

究

（
３
）建

設
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

シ
ス

テ
ム

の
普

及
・推

進
　
　

建
設

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
シ

ス
テ

ム
推

進
本

部
　

（村
田

誉
之

本
部

長
　
大

成
建

設
、

 茅
野

 正
恭

副
本

部
長

　
鹿

島
建

設
）

1
2
)

日
建

連
ロ

ー
ド
マ

ッ
プ

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
調

査
の

実
施

〇
前

期
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

調
査

を
実

施
2
0
1
9
年

1
0
月

Ａ
-

会
員

の
取

組
状

況
調

査
を

適
宜

実
施

1
3
)

日
建

連
ロ

ー
ド
マ

ッ
プ

（前
期

）目
標

達
成

に
向

け
た

方
策

の
検

討
〇

会
員

向
け

説
明

会
、

個
別

相
談

の
実

施
、
事

務
局

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
に

よ
る

取
組

み
支

援
の

実
施

　
他

2
0
1
9
年

4
月

～
Ｂ

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
調

査
の

結
果

、
目

標
を

達
成

し
た

項
目

も
あ

っ
た

が
、
大

半
は

未
達

成
で

あ
っ

た
モ

デ
ル

事
業

の
実

施
な

ど
、

普
及

促
進

に
向

け
た

活
動

を
実

施

国
土

交
通

省
地

方
整

備
局

と
3
0
の

モ
デ

ル
現

場
を

対
象

と
し

た
「直

轄
・

C
C
U
S
モ

デ
ル

工
事

連
絡

会
議

」を
全

国
９
地

区
に

て
実

施
す

る
と

と
も

に
、

全
国

7
地

区
（1

0
現

場
）に

お
い

て
モ

デ
ル

現
場

で
の

見
学

会
を

実
施

2
0
2
0
年

1
～

2
月

国
交

省
「
施

策
パ

ッ
ケ

ー
ジ

」
に

一
定

程
度

の
要

望
が

盛
り
込

ま
れ

た
直

轄
・
C
C
U
S
モ

デ
ル

工
事

3
0
現

場
を

日
建

連
C
C
U
S
推

進
モ

デ
ル

事
業

に
組

み
込

み
、

普
及

促
進

に
向

け
た

活
動

を
実

施

復
旧

･復
興

部
会

(加
藤

 和
彦

部
会

長
　

清
水

建
設

)

中
間

貯
蔵

・
除

染
部

会
(利

穂
吉

彦
部

会
長

鹿
島

建
設

)
電

力
部

会
(一

色
 眞

人
部

会
長

　
西

松
建

設
)

P
la

n 
 （

2
0
1
9
年

度
計

画
）

D
o
　

（
2
0
1
9
年

度
活

動
実

績
）

C
he

ck
 （

目
標

に
照

ら
し

た
評

価
）

①
  

 放
射

性
物

質
対

策
（除

染
～

中
間

処
理

・貯
蔵

～
最

終
処

分
）全

体
の

さ
ら

な
る

迅
速

化
、

適
正

化
に

向
け

た
検

討

①
  

復
旧

・復
興

工
事

の
施

工
に

関
す

る
検

討



A
ct

io
n 

 （
評

価
を

踏
ま

え
た

対
応

案
、
改

善
策

）
P
la

n 
 （

2
0
1
9
年

度
計

画
）

D
o
　

（
2
0
1
9
年

度
活

動
実

績
）

C
he

ck
 （

目
標

に
照

ら
し

た
評

価
）

（
４
）生

産
性

の
向

上
　

　
生

産
性

向
上

推
進

本
部

（今
井

雅
則

本
部

長
　

戸
田

建
設

工
業

、
前

田
 操

治
副

本
部

長
　

前
田

建
設

工
業

）

1
4
)

産
業

構
造

・土
木

・建
築

そ
れ

ぞ
れ

の
分

野
で

の
生

産
性

向
上

方
策

の
推

進

1
5
)

「
生

産
性

向
上

推
進

要
綱

」フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
調

査
の

実
施

と
諸

課
題

の
改

善
〇

生
産

性
向

上
推

進
要

綱
 2

0
1
8
年

度
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

調
査

報
告

書
を

公
表

2
0
1
9
年

1
1
月

Ａ
-

引
き

続
き

調
査

を
実

施

1
6
)

優
良

事
例

集
の

発
行

な
ど

を
通

じ
た

建
設

業
全

体
の

生
産

性
向

上
へ

の
貢

献
と

発
注

者
・社

会
一

般
の

理
解

促
進

〇
生

産
性

向
上

事
例

集
を

公
表

2
0
2
0
年

1
月

Ａ
-

引
き

続
き

事
例

を
収

集
し

、
H
P
公

開

【講
演

】国
交

省
 土

地
･建

設
産

業
局

長
 青

木
由

行
様

　
　
　

　
「建

設
業

の
生

産
性

向
上

の
取

組
に

つ
い

て
」

2
0
1
9
年

1
0
月

（
５
）週

休
二

日
の

普
及

　
　
週

休
二

日
推

進
本

部
（井

上
和

幸
本

部
長

　
清

水
建

設
、
相

川
善

郎
副

本
部

長
　

大
成

建
設

）

1
7
)

週
休

二
日

実
現

行
動

計
画

2
0
1
8
年

度
下

半
期

お
よ

び
2
0
1
9
年

度
上

半
期

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
調

査
の

実
施

と
会

員
へ

の
情

報
提

供
〇

ﾌ
ｫ
ﾛ
ｰｱ

ｯ
ﾌ
ﾟｱ

ﾝ
ｹ

ｰﾄ
調

査
結

果
を

H
P
等

で
公

表
Ａ

-
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

調
査

の
継

続

土
曜

閉
所

、
年

間
閉

所
も

新
た

に
調

査

1
8
)

会
員

企
業

が
週

休
二

日
を

推
進

す
る

た
め

の
活

動
支

援
、
ツ

ー
ル

の
充

実
〇

週
休

二
日

H
P
内

に
「W

o
rk

S
ty

le
 L

ab
」を

新
設

　
W

E
B
動

画
1
9
点

作
成

Ａ
-

W
o
rk

S
ty

le
 L

ab
の

拡
充

と
情

報
発

信

1
9
)

統
一

土
曜

閉
所

運
動

の
推

進
〇

昨
年

か
ら

引
き

続
き

運
動

の
推

進
F

（
６
）建

設
業

に
関

す
る

基
礎

的
な

調
査

研
究

　
　

総
合

企
画

委
員

会
（村

田
誉

之
委

員
長

　
大

成
建

設
）

2
0
)

社
会

動
向

に
応

じ
た

建
設

業
に

関
連

す
る

諸
課

題
に

関
す

る
対

策
の

検
討

△
2
0
2
0
年

3
月

に
外

部
講

師
を

招
き

、
オ

リ
パ

ラ
後

の
課

題
等

を
検

討
す

る
予

定
だ

っ
た

が
、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

の
影

響
に

よ
り
開

催
を

延
期

2
0
2
0
年

3
月

Ｂ
3
月

開
催

予
定

の
委

員
会

を
次

年
度

に
改

め
て

開
催

し
、

引
き

続
き

検
討

を
継

続

2
1
)

下
請

取
引

適
正

化
自

主
行

動
計

画
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
〇

ﾌ
ｫ
ﾛ
ｰｱ

ｯ
ﾌ
ﾟｱ

ﾝ
ｹ

ｰﾄ
調

査
報

告
書

を
理

事
会

へ
報

告
2
0
1
9
年

7
月

Ａ
-

引
き

続
き

調
査

を
実

施

2
2
)

会
員

企
業

の
受

注
実

績
月

別
調

査
の

実
施

〇
受

注
統

計
調

査
を

実
施

(毎
月

)
毎

月
Ａ

-
引

き
続

き
調

査
を

実
施

2
3
)

会
員

各
社

の
決

算
状

況
調

査
の

実
施

〇
会

員
会

社
の

決
算

状
況

調
査

報
告

書
を

H
P
に

て
公

表
2
0
1
9
年

7
月

Ａ
-

引
き

続
き

調
査

を
実

施

2
4
)

建
設

市
場

動
向

等
に

関
す

る
調

査
・研

究
〇

【講
演

】野
村

證
券

㈱
ｴ

ｸ
ｲ
ﾃ

ｨ･
ﾘｻ

ｰﾁ
部

 前
川

健
太

郎
様

　
　
　

「建
設

業
界

の
潮

目
を

考
え

る
、

受
注

競
争

激
化

の
リ
ス

ク
を

払
拭

で
き

る
か

」

2
0
1
9
年

7
月

Ａ
-

【講
演

】㈱
日

本
政

策
投

資
銀

行
 経

済
調

査
室

長
 宮

永
 径

様
　

　
　

　
「2

0
1
9
年

度
設

備
投

資
計

画
調

査
の

概
要

」
2
0
1
9
年

9
月

2
5
)

マ
ク

ロ
経

済
計

量
モ

デ
ル

を
活

用
し

た
公

共
投

資
予

測
等

に
関

す
る

調
査

研
究

〇
マ

ク
ロ

経
済

計
量

モ
デ

ル
分

析
調

査
を

実
施

2
0
2
0
年

3
月

Ａ
-

2
6
)

改
正

民
法

（債
権

関
係

）に
関

す
る

対
応

の
検

討
お

よ
び

周
知

啓
発

パ
ン

フ
レ

ッ
トの

作
成

検
討

及
び

発
行

〇
「建

設
会

社
か

ら
見

た
民

法
改

正
の

ポ
イ

ン
ト」

を
作

成
、

発
行

2
0
1
9
年

1
0
月

F
今

後
も

必
要

に
応

じ
て

対
応

2
7
)

改
正

民
法

へ
の

対
応

に
関

す
る

説
明

会
の

開
催

（建
築

設
計

委
員

会
と

合
同

）【
新

規
】

〇
計

4
回

の
説

明
会

を
実

施
（東

京
２
回

、
名

古
屋

1
回

、
大

阪
１
回

）
2
0
1
9
年

1
1
月

F
今

後
も

必
要

に
応

じ
て

対
応

2
8
)

Ｐ
Ｐ
Ｐ

・Ｐ
Ｆ
Ｉ事

業
の

情
報

収
集

お
よ

び
制

度
・運

用
の

改
善

に
向

け
た

検
討

〇
【講

演
】内

閣
府

 民
間

資
金

等
活

用
事

業
推

進
室

 　
　
　

　
参

事
官

 坂
本

 慶
介

様
　

　
　

　
「P

P
P
/
P
F
I活

用
推

進
に

向
け

た
取

組
み

に
つ

い
て

」

2
0
1
9
年

6
月

Ａ
-

次
年

度
も

引
き

続
き

実
施

【講
演

】国
交

省
 港

湾
局

 　
　
　

　
産

業
港

湾
課

ク
ル

ー
ズ

振
興

室
長

 林
健

太
郎

様
　

　
　

　
「官

民
連

携
に

よ
る

国
際

ク
ル

ー
ズ

拠
点

の
形

成
に

つ
い

て
」

2
0
1
9
年

1
0
月

2
9
)

コ
ン

セ
ッ

シ
ョ
ン

方
式

の
活

用
等

、
Ｐ

Ｐ
Ｐ

・Ｐ
Ｆ
Ｉの

ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ

ン
に

よ
る

新
た

な
事

業
類

型
の

推
進

に
係

る
諸

課
題

の
検

討
〇

仙
台

空
港

コ
ン

セ
ッ

シ
ョ
ン

　
、
山

形
県

東
根

市
公

益
文

化
施

設
”な

び
あ

テ
ラ

ス
”へ

の
現

地
視

察
会

を
開

催
2
0
1
9
年

1
1
月

Ａ
-

次
年

度
も

継
続

し
て

実
施

3
0
)

企
業

行
動

規
範

実
践

推
進

月
間

（１
０
月

）に
お

け
る

活
動

等
、

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
徹

底
と

Ｃ
Ｓ
Ｒ

を
遂

行
す

る
会

員
企

業
の

取
組

み
推

進
に

向
け

た
活

動
の

実
施

〇
【講

演
】西

村
あ

さ
ひ

法
律

事
務

所
　

　
　

　
弁

護
士

 鈴
木

 悠
介

 様
「マ

ニ
ュ

ア
ル

策
定

・法
令

研
修

だ
け

に
頼

ら
な

い
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
対

策
“忖

度
”と

“ら
し

さ
”か

ら
不

祥
事

を
起

こ
さ

な
い

企
業

風
土

に
つ

い
て

考
え

る
」

2
0
1
9
年

1
0
月

Ａ
-

・
企

業
行

動
規

範
実

践
推

進
月

間
（
1
0
月

）
に

係
る

活
動

・
日

建
連

等
企

業
行

動
規

範
の

改
定

に
向

け
た

検
討

会
員

会
社

に
会

長
名

で
『「

日
建

連
等

企
業

行
動

規
範

」実
践

推
進

の
お

願
い

』を
送

付
2
0
1
9
年

9
月

政
策

部
会

(大
嶋

 匡
博

部
会

長
　

大
成

建
設

)

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

部
会

(羽
田

宇
男

部
会

長
清

水
建

設
)

法
務

部
会

(泉
俊

道
部

会
長

鹿
島

建
設

)

Ｐ
Ｆ
Ｉ部

会
(塚

口
孝

彦
部

会
長

鹿
島

建
設

)

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

部
会

(羽
田

宇
男

部
会

長
清

水
建

設
)

①
  

建
設

業
を

め
ぐ

る
社

会
経

済
情

勢
の

変
化

へ
の

対
応

と
、

建
設

業
の

あ
り

方
に

つ
い

て
の

検
討 ②

  
建

設
市

場
の

動
向

等
に

関
す

る
調

査
研

究

③
  

建
設

業
の

法
令

に
関

す
る

調
査

研
究

④
  

Ｐ
Ｐ

Ｐ
・Ｐ

Ｆ
Ｉに

よ
る

社
会

資
本

整
備

に
関

す
る

調
査

研
究

⑤
  

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
徹

底
、

Ｃ
Ｓ

Ｒ
遂

行
の

企
業

経
営

の
実

践
推

進



A
ct

io
n 

 （
評

価
を

踏
ま

え
た

対
応

案
、
改

善
策

）
P
la

n 
 （

2
0
1
9
年

度
計

画
）

D
o
　

（
2
0
1
9
年

度
活

動
実

績
）

C
he

ck
 （

目
標

に
照

ら
し

た
評

価
）

（
７
）広

報
活

動
の

効
果

的
な

推
進

　
広

報
委

員
会

（宮
下

正
裕

委
員

長
　
竹

中
工

務
店

）

①
   

広
報

誌
「
Ａ

Ｃ
ｅ
 建

設
業

界
」
の

発
行

3
1
)

広
報

誌
「Ａ

Ｃ
ｅ
建

設
業

界
」の

内
容

刷
新

の
実

施
【新

規
】

〇
8
月

で
通

巻
1
0
0
号

を
迎

え
る

の
を

機
に

、
内

容
の

全
面

的
な

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

を
行

っ
た

2
0
1
9
年

8
月

Ａ
-

・
読

者
ア

ン
ケ

ー
ト
を

反
映

し
た

誌
面

づ
く
り
の

検
討

3
2
)

読
者

ア
ン

ケ
ー

トの
実

施
【新

規
】

〇
会

員
企

業
社

員
を

対
象

に
、

特
集

等
内

容
に

関
す

る
読

者
ア

ン
ケ

ー
トを

3
回

に
わ

た
り
実

施
し

た
2
0
1
9
年

6
・1

0
月

2
0
2
0
年

1
月

Ａ
-

・
広

報
誌

記
事

と
Ｗ

Ｅ
Ｂ

の
連

携

3
3
)

新
た

な
広

報
用

パ
ン

フ
レ

ッ
ト発

行
に

向
け

て
の

検
討

△
子

供
向

け
現

場
見

学
会

用
資

料
「建

設
の

せ
か

い
」の

改
訂

を
行

っ
た

が
、

新
規

パ
ン

フ
レ

ッ
トは

未
着

手
Ｂ

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
の

配
布

対
象

、
目

的
を

検
討

し
た

が
、
着

手
に

は
至

ら
な

か
っ

た
・
新

た
な

広
報

用
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
発

行
に

向
け

て
の

検
討

②
   

市
民

現
場

見
学

会
の

開
催

（
目

標
５
０
０
万

人
）

3
4
)

参
加

者
５
０
０
万

人
に

向
け

て
、

発
注

機
関

、
関

係
団

体
等

と
一

体
と

な
っ

た
市

民
現

場
見

学
会

の
積

極
的

な
開

催
〇

国
交

省
、

高
速

道
路

会
社

、
自

治
体

等
と

共
催

で
、
「発

注
者

と
連

携
し

た
現

場
見

学
会

」を
全

国
2
1
現

場
で

実
施

2
0
1
9
年

7
月

～
2
0
2
0
年

1
月

Ａ
-

・
発

注
機

関
、

関
係

団
体

等
と

一
体

と
な

っ
た

市
民

現
場

見
学

会
の

積
極

的
な

開
催

3
5
)

女
子

小
中

学
生

お
よ

び
そ

の
保

護
者

を
対

象
と

し
た

「け
ん

せ
つ

小
町

活
躍

現
場

見
学

会
」の

開
催

〇
全

国
1
8
現

場
で

実
施

2
0
1
9
年

7
～

8
月

Ａ
-

・
小

中
学

生
お

よ
び

そ
の

保
護

者
を

対
象

と
し

た
「
け

ん
せ

つ
小

町
活

躍
現

場
見

学
会

」
の

開
催

3
6
)

重
要

な
イ

ン
フ

ラ
、

建
築

等
を

対
象

と
す

る
見

学
会

の
開

催
〇

市
民

団
体

、
学

校
等

の
要

請
に

対
応

し
て

、
市

民
現

場
見

学
会

を
実

施
Ａ

-
・
市

民
団

体
や

学
校

等
の

要
請

に
対

応
し

た
「
市

民
現

場
見

学
会

」の
積

極
的

な
開

催

③
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の

企
画

・
運

営

3
7
)

日
建

連
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

（ス
マ

ー
トフ

ォ
ン

対
応

）に
向

け
た

検
討

〇
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
全

体
を

ス
マ

ホ
対

応
化

す
る

と
と

も
に

、
新

規
コ

ン
テ

ン
ツ

を
新

設
し

た
Ａ

-
・
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を

活
用

し
た

情
報

発
信

に
向

け
た

検
討

3
8
)

日
建

連
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

活
用

と
周

知
の

促
進

〇
委

員
会

活
動

等
を

積
極

的
に

情
報

発
信

し
た

Ａ
-

・
ア

ク
セ

ス
調

査
に

基
づ

く
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

継
続

的
更

新

3
9
)

中
高

生
向

け
職

業
紹

介
サ

イ
ト「

１
３
歳

の
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
公

式
サ

イ
ト」

の
運

営
〇

中
高

生
向

け
に

建
設

業
の

仕
事

を
紹

介
し

た
き

た
が

、
他

手
段

に
よ

る
中

高
生

向
け

広
報

を
検

討
す

る
こ

と
と

し
た

F

4
0
)

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ク

セ
ス

調
査

等
の

実
施

〇
定

期
的

に
調

査
を

実
施

し
、
ア

ク
セ

ス
動

向
の

分
析

を
行

っ
た

Ａ
-

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ク
セ

ス
調

査
等

の
実

施

④
そ

の
他

4
1
)

建
設

業
で

活
躍

す
る

女
性

の
愛

称
「け

ん
せ

つ
小

町
」の

普
及

・定
着

活
動

の
推

進
（
ロ

ゴ
マ

ー
ク

の
活

用
）

〇
「け

ん
せ

つ
小

町
」及

び
ロ

ゴ
マ

ー
ク

を
現

場
見

学
会

等
で

積
極

的
に

活
用

し
た

Ａ
-

・
「
け

ん
せ

つ
小

町
」
の

普
及

・
定

着
活

動
の

推
進

4
2
)

科
学

技
術

館
「建

設
館

」の
活

用
と

周
知

の
促

進
〇

「建
設

館
」の

老
朽

化
施

設
等

の
補

修
を

行
っ

た
Ａ

-
・
科

学
技

術
館

「
建

設
館

」
の

活
用

と
周

知
の

促
進

4
3
)

「
建

設
業

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

２
０
１
９
」の

発
行

〇
会

員
企

業
等

に
幅

広
く
配

布
し

た
2
0
1
9
年

1
0
月

Ａ
-

・
「
建

設
業

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

２
０
2
0
」
の

発
行

及
び

内
容

の
見

直
し

4
4
)

定
例

記
者

会
見

等
に

よ
る

パ
ブ

リ
シ

テ
ィ

の
推

進
〇

総
会

、
理

事
会

後
の

記
者

会
見

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、
的

確
に

取
材

対
応

を
行

っ
た

Ａ
-

・
日

建
連

の
主

要
な

活
動

に
関

す
る

マ
ス

コ
ミ
へ

の
計

画
的

な
情

報
提

供

4
5
)

新
春

懇
談

会
の

開
催

〇
有

識
者

、
マ

ス
コ

ミ
等

4
5
0
名

の
出

席
を

得
た

2
0
2
0
年

1
月

Ａ
-

・
新

春
懇

談
会

の
開

催

4
6
)

社
会

に
向

け
て

の
発

信
力

、
訴

求
力

を
強

化
す

る
た

め
、
重

点
的

か
つ

会
員

企
業

広
報

を
は

じ
め

と
す

る
関

係
方

面
と

の
連

携
を

図
る

等
、

よ
り
効

果
的

な
広

報
活

動
に

つ
い

て
の

検
討

△
Ｈ

Ｐ
掲

載
の

日
建

連
の

主
な

活
動

バ
ナ

ー
を

、
会

員
各

社
イ

ン
トラ

ネ
ッ

トに
リ
ン

ク
す

る
な

ど
の

活
動

を
お

こ
な

っ
た

Ｂ
会

員
企

業
広

報
と

の
連

携
を

試
み

た
が

、
発

信
力

・
訴

求
力

の
強

化
に

は
至

ら
な

か
っ

た
⑤

パ
ブ

リ
シ

テ
ィ

の
活

動
推

進
・
マ

ス
コ

ミ
関

係
者

、
会

員
企

業
広

報
関

係
と

の
連

携
強

化
・
新

表
彰

制
度

に
関

す
る

P
R
・
イ

ベ
ン

ト
の

推
進

・
中

高
生

に
向

け
た

建
設

業
界

P
R
の

企
画

・
推

進

（
８
）総

合
的

な
環

境
対

策
の

推
進

　
環

境
委

員
会

（櫻
野

泰
則

委
員

長
　
熊

谷
組

、
岡

本
正

副
委

員
長

　
清

水
建

設
）

4
7
)

「
建

設
業

の
環

境
自

主
行

動
計

画
第

６
版

」フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
の

実
施

な
ら

び
に

次
期

行
動

計
画

策
定

に
向

け
た

事
前

準
備

作
業

の
実

施
〇

2
0
1
8
年

度
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

報
告

書
取

り
ま

と
め

、
H
P
に

て
公

表
2
0
1
9
年

7
月

Ａ
-

「
建

設
業

の
環

境
自

主
行

動
計

画
第

７
版

」
策

定

「
建

設
業

の
環

境
自

主
行

動
計

画
第

６
版

」
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

の
実

施

次
期

行
動

計
画

策
定

に
向

け
た

検
討

な
ら

び
に

部
会

長
会

議
の

開
催

4
8
)

合
法

伐
採

木
材

等
の

利
用

の
促

進
〇

ク
リ
ー

ン
ウ

ッ
ド
法

の
普

及
・広

報
事

業
検

討
委

員
会

（国
交

省
補

助
事

業
）

等
へ

参
画

し
、
ア

ン
ケ

ー
トへ

の
協

力
及

び
広

報
用

リ
ー

フ
レ

ッ
ト作

成
に

寄
与

Ａ
-

合
法

伐
採

木
材

等
の

利
用

の
促

進

4
9
)

環
境

経
営

の
充

実
に

向
け

た
諸

課
題

に
関

す
る

対
応

検
討

お
よ

び
情

報
収

集
・普

及
啓

発
活

動
の

実
施

〇
環

境
報

告
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

建
設

業
版

策
定

に
向

け
た

事
前

検
討

、
実

施
体

制
を

整
理

Ｂ
次

年
度

ま
で

の
継

続
事

業
で

あ
り
、

今
年

度
は

事
前

検
討

が
主

で
あ

る
た

め
環

境
経

営
の

充
実

に
向

け
た

諸
課

題
に

関
す

る
対

応
検

討
お

よ
び

情
報

収
集

・普
及

啓
発

活
動

の
実

施

5
0
)

「
建

設
工

事
の

環
境

法
令

集
」の

監
修

な
ら

び
に

環
境

法
令

啓
発

資
料

作
成

〇
令

和
元

年
度

版
「建

設
工

事
の

環
境

法
令

集
」を

監
修

Ａ
-

「
建

設
工

事
の

環
境

法
令

集
」
の

監
修

な
ら

び
に

環
境

法
令

啓
発

資
料

作
成

環
境

法
令

啓
発

資
料

完
成

に
向

け
全

体
構

成
の

取
り
纏

め
実

施

5
1
)

環
境

教
育

な
ら

び
に

環
境

広
報

活
動

に
関

す
る

企
画

検
討

お
よ

び
実

施
〇

都
内

私
立

大
学

に
お

け
る

出
前

講
義

開
催

2
0
1
9
年

1
2
月

Ａ
-

環
境

広
報

活
動

に
関

す
る

企
画

検
討

お
よ

び
実

施

H
P
を

通
じ

た
環

境
活

動
に

関
す

る
情

報
展

開

5
2
)

行
政

・関
連

団
体

へ
の

委
員

派
遣

・情
報

収
集

等
〇

公
共

工
事

の
環

境
負

荷
低

減
施

策
推

進
委

員
会

へ
参

画
（国

交
省

）
ク

リ
ー

ン
ウ

ッ
ド
法

の
普

及
・広

報
事

業
検

討
委

員
会

（国
交

省
補

助
事

業
）

へ
参

画
川

崎
市

に
お

け
る

水
素

活
用

施
策

に
つ

い
て

意
見

交
換

2
0
1
9
年

9
月

2
0
1
9
年

1
0
月

2
0
2
0
年

1
月

Ａ
-

行
政

・
関

連
団

体
へ

の
委

員
派

遣
・
情

報
収

集
等

広
報

部
会

(磯
野

 正
智

部
会

長
　

竹
中

工
務

店
)

環
境

経
営

部
会

(大
竹

 利
幸

部
会

長
　

前
田

建
設

工
業

)

温
暖

化
対

策
部

会
(高

橋
 工

部
会

長
　

大
成

建
設

)

生
物

多
様

性
部

会
(大

塚
 義

一
部

会
長

　
奥

村
組

)

土
木

副
産

物
部

会
(阪

本
 廣

行
部

会
長

　
フ

ジ
タ

)

建
築

副
産

物
部

会
(米

谷
 秀

子
部

会
長

　
鹿

島
建

設
)

①
  

 広
報

誌
「
Ａ

Ｃ
ｅ
 建

設
業

界
」の

発
行

②
  

 市
民

現
場

見
学

会
の

開
催

③
  

 ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
運

営

④
  

 そ
の

他

①
  

環
境

経
営

の
充

実
に

向
け

た
活

動
の

展
開



A
ct

io
n 

 （
評

価
を

踏
ま

え
た

対
応

案
、
改

善
策

）
P
la

n 
 （

2
0
1
9
年

度
計

画
）

D
o
　

（
2
0
1
9
年

度
活

動
実

績
）

C
he

ck
 （

目
標

に
照

ら
し

た
評

価
）

5
3
)

経
団

連
低

炭
素

社
会

実
行

計
画

へ
の

対
応

（建
設

施
工

段
階

に
お

け
る

Ｃ
Ｏ

２
排

出
量

削
減

活
動

調
査

の
実

施
、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

へ
の

対
応

）
〇

2
0
1
8
年

度
 建

設
施

工
現

場
に

お
け

る
C
O
2
排

出
量

・削
減

活
動

調
査

の
実

施
、

調
査

結
果

を
経

団
連

に
報

告
2
0
1
9
年

9
月

Ａ
-

経
団

連
低

炭
素

社
会

実
行

計
画

へ
の

対
応

（
建

設
施

工
段

階
に

お
け

る
Ｃ

Ｏ
２
排

出
量

削
減

活
動

調
査

の
実

施
、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

へ
の

対
応

）

2
0
1
9
年

度
調

査
シ

ー
ト会

員
配

布
、

各
社

に
て

調
査

開
始

2
0
1
9
年

1
0
月

5
4
)

省
燃

費
運

転
研

修
会

の
開

催
（実

技
、
座

学
）

△
研

修
用

資
料

の
見

直
し

を
実

施
2
0
1
9
年

8
月

Ａ
-

省
燃

費
運

転
研

修
会

の
開

催
（
実

技
、
座

学
）

新
た

な
研

修
用

資
料

に
よ

り
座

学
研

修
会

を
実

施
（名

古
屋

市
）

2
0
1
9
年

1
2
月

座
学

研
修

会
を

国
土

交
通

省
関

東
地

方
整

備
局

と
共

催
に

よ
り
実

施
を

計
画

し
た

が
、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

症
対

応
と

し
て

国
土

交
通

省
関

東
地

方
整

備
局

の
方

針
を

受
け

中
止

（さ
い

た
ま

市
）

2
0
2
0
年

2
月

5
5
)

温
暖

化
対

策
に

関
す

る
各

種
広

報
活

動
の

推
進

〇
「わ

た
し

た
ち

に
で

き
る

地
球

温
暖

化
防

止
」を

完
成

建
設

業
に

携
わ

る
関

係
者

（従
業

員
・作

業
員

等
）向

け
に

具
体

事
例

を
挙

げ
な

が
ら

理
解

促
進

を
図

る
た

め
、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

公
開

2
0
1
9
年

8
月

Ａ
-

温
暖

化
対

策
に

関
す

る
各

種
広

報
活

動
の

推
進

公
衆

災
害

対
策

委
員

会
環

境
公

害
対

策
講

習
会

に
お

い
て

、
建

設
現

場
で

「わ
た

し
た

ち
に

で
き

る
地

球
温

暖
化

防
止

」の
概

要
に

つ
い

て
発

表
2
0
1
9
年

1
1
月

（公
財

）交
通

エ
コ

ロ
ジ

ー
・モ

ビ
リ
テ

ィ
財

団
主

催
に

よ
り
、

エ
コ

ド
ラ

イ
ブ

普
及

推
進

活
動

の
一

環
と

し
て

実
施

さ
れ

る
2
0
1
9
年

度
エ

コ
ド
ラ

イ
ブ

活
動

コ
ン

ク
ー

ル
に

省
燃

費
運

転
研

修
会

の
取

組
で

応
募

建
設

機
械

、
ダ

ン
プ

・ト
ラ

ッ
ク

に
よ

る
省

燃
費

運
転

の
実

践
が

コ
ス

ト削
減

、
生

産
性

向
上

、
安

全
性

向
上

、
周

辺
環

境
の

保
全

に
つ

な
が

る
こ

と
を

紹
介

2
0
1
9
年

7
月

エ
コ

ド
ラ

イ
ブ

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

に
お

い
て

審
査

委
員

長
特

別
賞

を
受

賞
、

取
組

概
要

を
発

表
2
0
1
9
年

1
1
月

5
6
)

建
設

施
工

段
階

に
お

け
る

Ｃ
Ｏ

２
削

減
活

動
の

企
画

と
展

開
〇

2
0
2
0
年

度
計

画
さ

れ
て

い
る

建
設

業
の

環
境

自
主

行
動

計
画

改
定

に
先

立
つ

各
部

会
長

に
よ

る
意

見
交

換
に

参
加

各
部

会
の

み
で

は
検

討
で

き
な

い
環

境
課

題
等

に
つ

い
て

意
見

交
換

を
実

施

2
0
1
9
年

1
1
月

Ａ
-

建
設

施
工

段
階

に
お

け
る

Ｃ
Ｏ

２
削

減
活

動
の

企
画

と
展

開

5
7
)

バ
イ

オ
デ

ィ
ー

ゼ
ル

燃
料

等
の

普
及

お
よ

び
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

改
訂

版
の

展
開

に
向

け
た

活
動

〇
2
0
1
9
年

4
月

発
行

の
「バ

イ
オ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
燃

料
利

用
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

」改
訂

版
の

Ｈ
Ｐ

公
開

2
0
1
9
年

4
月

Ａ
-

バ
イ

オ
デ

ィ
ー

ゼ
ル

燃
料

等
の

普
及

お
よ

び
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

改
訂

版
の

展
開

に
向

け
た

活
動

5
8
)

低
炭

素
型

コ
ン

ク
リ
ー

ト普
及

に
向

け
た

活
動

の
推

進
〇

パ
ン

フ
レ

ッ
ト 

「低
炭

素
型

コ
ン

ク
リ
ー

トの
普

及
促

進
に

向
け

て
」の

Ｈ
Ｐ

公
開

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト提
供

2
0
1
9
年

4
月

Ａ
-

低
炭

素
型

コ
ン

ク
リ
ー

ト
普

及
に

向
け

た
活

動
の

推
進

5
9
)

行
政

、
関

連
団

体
と

の
意

見
交

換
・情

報
収

集
等

〇
国

土
交

通
省

関
東

地
方

整
備

局
企

画
部

施
工

企
画

課
へ

施
工

現
場

に
お

け
る

省
燃

費
運

転
研

修
会

概
要

に
つ

い
て

説
明

、
意

見
交

換
を

実
施

2
0
1
9
年

8
月

Ａ
-

行
政

、
関

連
団

体
と

の
意

見
交

換
・
情

報
収

集
等

6
0
)

建
設

業
と

生
物

多
様

性
の

係
わ

り
に

関
す

る
検

討
〇

生
物

多
様

性
民

間
参

画
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

の
取

組
項

目
、
経

団
連

生
物

多
様

性
宣

言
・行

動
指

針
内

容
の

整
理

及
び

日
建

連
生

物
多

様
性

行
動

指
針

と
の

関
連

性
の

整
理

Ｂ
引

続
き

検
討

が
必

要
な

た
め

建
設

業
と

生
物

多
様

性
の

係
わ

り
に

関
す

る
検

討

6
1
)

「
日

建
連

生
物

多
様

性
行

動
指

針
」の

普
及

展
開

〇
日

建
連

H
P
の

み
な

ら
ず

、
に

じ
ゅ

う
ま

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

トお
よ

び
生

物
多

様
性

民
間

参
画

パ
ー

トナ
ー

シ
ッ

プ
H
P
に

お
い

て
同

行
動

指
針

関
連

取
組

み
紹

介

Ａ
-

「
日

建
連

生
物

多
様

性
行

動
指

針
」
の

普
及

展
開

な
ら

び
に

行
動

指
針

改
定

必
要

性
の

検
討

6
2
)

生
物

多
様

性
保

全
に

関
す

る
業

界
内

で
の

取
組

み
推

進
に

向
け

た
活

動
〇

建
設

業
に

お
け

る
生

物
多

様
性

保
全

活
動

へ
の

取
組

実
態

を
把

握
し

、
更

な
る

取
組

み
の

促
進

を
図

る
た

め
の

啓
発

ツ
ー

ル
の

作
成

に
向

け
た

検
討

を
実

施

Ｂ
引

続
き

検
討

が
必

要
な

た
め

生
物

多
様

性
保

全
に

関
す

る
業

界
内

で
の

取
組

み
推

進
に

向
け

た
活

動

6
3
)

学
生

向
け

環
境

教
育

活
動

（出
前

講
義

）に
関

す
る

実
施

方
策

の
検

討
お

よ
び

実
施

〇
都

内
私

立
大

学
に

お
け

る
出

前
講

義
開

催
お

よ
び

会
員

企
業

技
術

研
究

所
見

学
会

の
企

画
開

催
2
0
1
9
年

1
1
月

2
0
1
9
年

1
2
月

Ａ
-

学
生

向
け

環
境

教
育

活
動

（
出

前
講

義
）
に

関
す

る
実

施
方

策
の

検
討

お
よ

び
実

施

6
4
)

多
様

な
主

体
と

の
連

携
強

化
に

向
け

た
取

組
み

実
施

〇
トヨ

タ
自

動
車

「ト
ヨ

タ
の

森
」お

よ
び

水
資

源
機

構
「川

上
ダ

ム
建

設
現

場
」

を
訪

問
し

、
生

物
多

様
性

へ
の

取
組

み
に

つ
い

て
担

当
者

と
意

見
交

換
、

施
設

見
学

を
実

施

2
0
1
9
年

1
1
月

Ａ
-

多
様

な
主

体
と

の
連

携
強

化
に

向
け

た
取

組
み

実
施

6
5
)

外
部

委
員

会
へ

の
委

員
派

遣
〇

関
東

エ
コ

ロ
ジ

カ
ル

・ネ
ッ

トワ
ー

ク
推

進
協

議
会

地
域

振
興

・経
済

活
性

化
専

門
部

会
へ

の
オ

ブ
ザ

ー
バ

ー
委

員
の

派
遣

Ａ
-

推
薦

依
頼

に
基

づ
き

外
部

委
員

会
等

へ
委

員
を

派
遣

6
6
)

関
係

行
政

等
と

の
連

携
に

よ
る

建
設

副
産

物
に

係
る

諸
課

題
の

検
討

〇
国

土
交

通
省

が
策

定
す

る
次

期
建

設
リ
サ

イ
ク

ル
推

進
計

画
施

策
検

討
の

関
す

る
ヒ

ア
リ
ン

グ
及

び
ア

ン
ケ

ー
ト等

の
対

応
Ａ

-
関

係
行

政
等

と
の

連
携

に
よ

る
建

設
副

産
物

に
係

る
諸

課
題

の
検

討

同
推

進
施

策
を

検
討

す
る

｢社
会

資
本

整
備

審
議

会
環

境
部

会
・交

通
政

策
審

議
会

交
通

体
系

分
科

会
環

境
部

会
建

設
リ
サ

イ
ク

ル
推

進
施

策
検

討
小

委
員

会
」に

参
画

し
た

既
存

地
下

工
作

物
の

取
扱

い
に

関
す

る
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

の
策

定
及

び
説

明
会

を
開

催
し

た
2
0
2
0
年

2
月

建
設

廃
棄

物
情

報
の

統
一

に
向

け
た

関
係

省
庁

(国
交

省
,環

境
省

)と
の

検
討

を
実

施
し

た
関

係
行

政
等

と
の

連
携

に
よ

る
建

設
副

産
物

に
係

る
諸

課
題

の
検

討

②
  

建
設

施
工

段
階

に
お

け
る

温
暖

化
防

止
対

策
の

推
進

③
  

生
物

多
様

性
保

全
お

よ
び

持
続

可
能

な
利

用
の

推
進

④
  

建
設

副
産

物
対

策
の

推
進



A
ct

io
n 

 （
評

価
を

踏
ま

え
た

対
応

案
、
改

善
策

）
P
la

n 
 （

2
0
1
9
年

度
計

画
）

D
o
　

（
2
0
1
9
年

度
活

動
実

績
）

C
he

ck
 （

目
標

に
照

ら
し

た
評

価
）

6
7
)

経
団

連
循

環
型

社
会

形
成

自
主

行
動

計
画

へ
の

対
応

〇
環

境
自

主
行

動
計

画
(循

環
型

社
会

形
成

編
)の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

実
施

し
た

Ａ
-

経
団

連
循

環
型

社
会

形
成

自
主

行
動

計
画

へ
の

対
応

建
設

業
界

の
廃

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

関
連

目
標

(定
性

目
標

)の
制

定
し

た

建
設

工
事

で
発

生
す

る
廃

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
デ

ー
タ

等
の

収
集

・分
析

の
検

討
を

開
始

し
た

(長
期

計
画

）

6
8
)

他
産

業
界

と
の

連
携

･協
力

等
に

よ
る

循
環

型
社

会
形

成
へ

の
対

応
〇

廃
棄

物
処

理
施

設
等

の
視

察
及

び
意

見
交

換
等

を
実

施
(1

1
箇

所
)し

た
Ａ

-
他

産
業

界
と

の
連

携
･協

力
等

に
よ

る
循

環
型

社
会

形
成

へ
の

対
応

廃
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
類

の
中

国
へ

の
輸

出
規

制
に

よ
る

影
響

等
に

関
し

、
廃

棄
物

処
理

業
者

と
の

意
見

交
換

の
実

施
し

た

6
9
)

建
設

発
生

土
の

利
用

促
進

お
よ

び
建

設
泥

土
(仮

称
)の

再
生

利
用

に
関

す
る

検
討

×
Ｃ

建
設

発
生

土
が

社
会

的
問

題
と

な
っ

て
い

る
が

、
行

政
等

と
の

意
見

交
換

等
が

実
施

で
き

な
か

っ
た

建
設

発
生

土
の

利
用

促
進

お
よ

び
建

設
泥

土
(仮

称
)の

再
生

利
用

に
関

す
る

検
討

7
0
)

建
設

汚
泥

改
良

土
の

利
用

促
進

の
検

討
〇

全
国

産
業

資
源

循
環

連
合

会
、

建
設

廃
棄

物
協

同
組

合
と

の
意

見
交

換
を

実
施

し
た

Ａ
-

建
設

汚
泥

改
良

土
の

利
用

促
進

の
検

討

7
1
)

建
材

メ
ー

カ
ー

等
に

よ
る

広
域

認
定

制
度

の
支

援
と

活
用

の
推

進
〇

｢特
殊

な
廃

棄
物

等
処

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

第
５
版

」の
改

訂
作

業
を

開
始

し
た

。
こ

れ
に

伴
い

、
広

域
認

定
業

者
の

認
定

内
容

等
の

確
認

を
実

施
し

た
Ａ

-
建

材
メ

ー
カ

ー
等

に
よ

る
広

域
認

定
制

度
の

支
援

と
活

用
の

推
進

7
2
)

土
壌

汚
染

対
策

法
の

改
正

に
伴

う
情

報
発

信
〇

改
正

土
壌

汚
染

対
策

法
に

基
づ

く
パ

ン
フ

レ
ッ

トの
改

訂
作

業
を

実
施

し
た

Ａ
-

土
壌

汚
染

対
策

法
の

改
正

に
伴

う
情

報
発

信

7
3
)

有
害

廃
棄

物
等

の
対

策
〇

中
央

環
境

審
議

会
地

球
環

境
部

会
フ

ロ
ン

類
等

対
策

小
委

員
会

へ
の

参
画

Ａ
-

有
害

廃
棄

物
等

の
対

策

中
央

環
境

審
議

会
石

綿
飛

散
防

止
対

策
専

門
委

員
会

小
委

員
会

へ
の

参
画

（大
気

汚
染

防
止

法
）

厚
生

労
働

省
建

築
物

の
解

体
・改

修
等

に
お

け
る

石
綿

ば
く
露

防
止

対
策

等
検

討
会

へ
の

参
画

(石
綿

障
害

予
防

規
則

）

7
4
)

建
設

副
産

物
の

適
正

処
理

の
啓

発
活

動
へ

の
協

力
〇

3
4
地

区
で

開
催

し
た

｢建
設

廃
棄

物
の

適
正

処
理

講
習

会
」の

資
料

作
成

お
よ

び
講

演
に

協
力

し
た

Ａ
-

建
設

副
産

物
の

適
正

処
理

の
啓

発
活

動
へ

の
協

力

（
９
）建

設
技

能
者

の
確

保
・
育

成
と

労
働

環
境

の
改

善
　
労

働
委

員
会

（今
井

雅
則

委
員

長
　

戸
田

建
設

）

7
5
)

「
労

務
費

見
積

り
尊

重
宣

言
」の

実
施

状
況

把
握

の
た

め
の

方
策

の
検

討
〇

各
社

に
お

け
る

「労
務

費
見

積
り
尊

重
宣

言
」調

査
の

実
施

Ａ
-

C
C
U
S
の

レ
ベ

ル
別

賃
金

水
準

に
関

す
る

検
討

7
6
)

重
層

調
査

結
果

の
分

析
×

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
調

査
未

実
施

の
た

め
Ｃ

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
調

査
未

実
施

の
た

め
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

調
査

に
て

状
況

把
握

す
る

と
と

も
に

、
分

析

7
7
)

建
設

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
た

社
会

保
険

加
入

状
況

把
握

方
策

の
検

討
×

国
交

省
「適

切
な

保
険

判
定

」機
能

が
未

実
装

の
た

め
Ｃ

国
交

省
「
適

切
な

保
険

判
定

」
機

能
が

未
実

装
の

た
め

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
調

査
に

て
状

況
把

握
す

る
と

と
も

に
、
分

析

7
8
)

「
建

設
業

退
職

金
共

済
制

度
加

入
促

進
等

連
絡

会
議

」等
へ

の
対

応
〇

建
退

共
財

務
問

題
・基

本
問

題
検

討
委

員
会

参
加

建
退

共
制

度
加

入
促

進
等

連
絡

会
議

参
加

建
退

共
財

務
問

題
・基

本
問

題
検

討
委

員
会

参
加

2
0
1
9
年

6
月

2
0
1
9
年

1
0
月

2
0
1
9
年

1
1
月

Ａ
-

2
0
2
0
年

秋
以

降
の

C
C
U
S
と

の
連

携
に

向
け

、
引

き
続

き
検

討

7
9
)

「
快

適
職

場
認

定
制

度
」の

実
施

〇
第

3
回

快
適

職
場

認
定

の
実

施
2
0
1
9
年

1
2
月

Ａ
-

日
建

連
快

適
職

場
基

準
（
仮

称
）
へ

の
移

行
に

つ
い

て
検

討

8
0
)

外
国

人
技

能
者

受
入

れ
に

関
す

る
元

請
業

者
と

し
て

の
取

組
み

の
推

進
〇

下
請

指
導

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

策
定

に
当

た
っ

て
の

意
見

申
入

れ
2
0
2
0
年

3
月

Ａ
要

望
が

一
定

程
度

織
り
込

ま
れ

た
形

で
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

が
策

定
さ

れ
た

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
基

づ
く
現

場
へ

の
受

入
を

進
め

て
い

く
中

で
生

じ
る

問
題

点
に

つ
い

て
、

適
宜

修
正

を
検

討

8
1
)

各
種

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
へ

の
支

援
〇

富
士

教
育

訓
練

セ
ン

タ
ー

、
建

専
連

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

サ
ポ

ー
ト制

度
に

対
応

Ａ
-

引
き

続
き

実
施

8
2
)

時
間

外
労

働
の

適
正

化
に

向
け

た
自

主
規

制
の

試
行

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

〇
2
0
1
8
年

度
の

労
働

時
間

に
関

す
る

調
査

を
実

施
2
0
1
9
年

7
月

Ａ
-

引
き

続
き

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

実
施

8
3
)

現
場

勤
務

の
職

員
の

働
き

方
改

革
に

つ
な

が
る

取
組

み
の

調
査

等
〇

現
場

勤
務

の
職

員
の

働
き

方
改

革
に

関
し

て
情

報
交

換
を

実
施

2
0
1
9
年

9
月

Ａ
-

具
体

的
な

施
策

と
し

て
の

会
員

企
業

へ
の

情
報

提
供

に
つ

い
て

検
討

8
4
)

テ
レ

ワ
ー

ク
・在

宅
勤

務
等

の
新

た
な

働
き

方
の

導
入

に
関

す
る

意
見

交
換

〇
テ

レ
ワ

ー
ク

・在
宅

勤
務

等
の

状
況

に
関

し
て

情
報

交
換

を
実

施
2
0
1
9
年

1
2
月

Ａ
-

具
体

的
な

施
策

と
し

て
の

会
員

企
業

へ
の

情
報

提
供

に
つ

い
て

検
討

8
5
)

年
休

取
得

義
務

化
へ

の
対

応
に

関
す

る
情

報
収

集
や

意
見

交
換

【新
規

】
〇

有
給

休
暇

取
得

状
況

や
取

得
方

策
に

関
す

る
情

報
交

換
を

実
施

2
0
1
9
年

9
月

Ａ
-

具
体

的
な

施
策

と
し

て
の

会
員

企
業

へ
の

情
報

提
供

に
つ

い
て

検
討

技
能

者
確

保
・

育
成

部
会

(長
田

 眞
一

部
会

長
　

戸
田

建
設

)

職
場

環
境

部
会

(塩
入

 徹
弥

部
会

長
　

大
成

建
設

)

⑤
  

建
設

六
団

体
副

産
物

対
策

協
議

会
へ

の
参

画

①
  

建
設

技
能

者
の

人
材

確
保

・育
成

に
向

け
た

諸
施

策
の

推
進

②
  

労
働

条
件

の
改

善



A
ct

io
n 

 （
評

価
を

踏
ま

え
た

対
応

案
、
改

善
策

）
P
la

n 
 （

2
0
1
9
年

度
計

画
）

D
o
　

（
2
0
1
9
年

度
活

動
実

績
）

C
he

ck
 （

目
標

に
照

ら
し

た
評

価
）

（
１
０
）
け

ん
せ

つ
小

町
の

活
躍

推
進

　
け

ん
せ

つ
小

町
委

員
会

（新
井

英
雄

委
員

長
　

三
井

住
友

建
設

）

8
6
)

「
女

性
技

能
労

働
者

活
用

の
た

め
の

ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ

ン
」「

も
っ

と
女

性
が

活
躍

で
き

る
建

設
業

行
動

計
画

」の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
踏

ま
え

た
新

た
な

計
画

の
策

定
〇

女
性

活
躍

推
進

に
関

す
る

５
年

間
の

取
組

結
果

の
公

表
「け

ん
せ

つ
小

町
活

躍
推

進
計

画
」(

2
0
2
0
~
2
0
2
4
年

度
)を

策
定

Ａ
-

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
ア

ン
ケ

ー
ト
内

容
の

検
討

8
7
)

け
ん

せ
つ

小
町

Ｈ
Ｐ

で
女

性
技

能
者

を
紹

介
す

る
「技

能
者

Ｓ
Ｔ

Ｏ
Ｒ

Ｙ
」の

拡
充

等
、

入
職

促
進

・Ｐ
Ｒ

活
動

〇
「技

能
者

Ｓ
Ｔ

Ｏ
Ｒ

Ｙ
」の

更
新

Ａ
-

技
能

者
S
T
O
R
Y
の

内
容

等
の

検
討

8
8
)

現
場

環
境

整
備

マ
ニ

ュ
ア

ル
お

よ
び

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

トの
普

及
促

進
、
優

良
事

例
紹

介
な

ど
の

定
着

促
進

等
、
け

ん
せ

つ
小

町
が

働
き

や
す

い
環

境
整

備
に

向
け

た
活

動
の

推
進

〇
W

E
B
版

「け
ん

せ
つ

小
町

職
場

環
境

簡
易

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト」
の

活
用

促
進

、
普

及
展

開
Ａ

-
チ

ェ
ッ

ク
リ
ス

ト
の

使
い

勝
手

等
の

検
討

8
9
)

「
け

ん
せ

つ
小

町
セ

ミ
ナ

ー
」「

け
ん

せ
つ

小
町

フ
ォ

ー
ラ

ム
」（

支
部

主
催

）の
企

画
・

開
催

〇
け

ん
せ

つ
小

町
セ

ミ
ナ

ー
3
回

開
催

（東
京

2
回

、
大

阪
1
回

※
関

西
支

部
主

催
）

Ａ
-

セ
ミ
ナ

ー
の

継
続

開
催

、
支

部
と

連
携

し
た

地
方

都
市

で
の

開
催

9
0
)

「
け

ん
せ

つ
小

町
活

躍
推

進
表

彰
」の

実
施

〇
第

5
回

「け
ん

せ
つ

小
町

活
躍

推
進

表
彰

」の
実

施
Ａ

-
受

賞
活

動
の

P
R
と

よ
り
洗

練
さ

れ
た

表
彰

の
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ

9
1
)

「
け

ん
せ

つ
小

町
工

事
チ

ー
ム

」の
充

実
〇

年
間

約
7
0
チ

ー
ム

の
新

規
登

録
、
登

録
チ

ー
ム

の
活

動
P
R

Ａ
-

W
e
b
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
た

登
録

方
法

の
一

新
と

チ
ー

ム
の

P
R
推

進

9
2
)

「
け

ん
せ

つ
小

町
Ｈ

Ｐ
」「

F
ac

e
bo

o
k」

を
活

用
し

た
情

報
発

信
〇

け
ん

せ
つ

小
町

関
連

の
活

動
に

つ
い

て
定

期
的

に
W

E
B
で

情
報

公
開

（年
7
0
回

更
新

）
Ａ

-
情

報
公

開
と

S
N
S
を

活
用

し
た

P
R

9
3
)

「
け

ん
せ

つ
小

町
グ

ッ
ズ

」の
普

及
・展

開
〇

け
ん

せ
つ

小
町

グ
ッ

ズ
の

販
売

、
新

規
グ

ッ
ズ

の
企

画
検

討
Ａ

-
新

計
画

の
内

容
に

即
し

た
、

新
た

な
け

ん
せ

つ
小

町
グ

ッ
ズ

の
企

画
検

討

9
4
)

キ
ャ

リ
ア

教
育

サ
イ

ト「
E
du

T
o
w

nあ
し

た
ね

」を
活

用
し

た
小

中
学

生
向

け
の

P
R

〇
「E

du
T
o
w

nあ
し

た
ね

（東
京

書
籍

運
営

）」
内

に
「け

ん
せ

つ
小

町
特

設
ペ

ー
ジ

」を
公

開
Ａ

-
東

京
書

籍
と

協
働

で
キ

ャ
リ
ア

教
育

向
け

コ
ン

テ
ン

ツ
の

企
画

検
討

（
１
１
）
 都

市
・地

域
政

策
に

関
す

る
検

討
　
都

市
・地

域
政

策
委

員
会

（髙
瀨

伸
利

委
員

長
　

西
松

建
設

）

9
5
)

都
市

・地
域

政
策

に
関

す
る

現
状

や
諸

課
題

に
つ

い
て

国
土

交
通

省
都

市
局

、
住

宅
局

と
の

意
見

交
換

、
関

連
し

た
調

査
の

実
施

〇
国

土
交

通
省

都
市

局
市

街
地

整
備

課
と

の
意

見
交

換
会

2
0
1
9
年

1
2
月

Ａ
-

引
き

続
き

行
政

等
と

の
意

見
交

換
を

実
施

9
6
)

都
市

税
制

に
関

す
る

検
討

〇
都

市
・住

宅
対

策
を

促
進

す
る

た
め

の
税

制
改

正
要

望
を

取
り
ま

と
め

、
税

制
改

正
要

望
に

反
映

2
0
1
9
年

5
月

Ａ
-

引
き

続
き

要
望

を
実

施

（
１
２
）
 震

災
対

策
等

大
規

模
災

害
へ

の
対

応
　
災

害
対

策
委

員
会

（清
水

琢
三

委
員

長
　

五
洋

建
設

、
正

岡
良

隆
副

委
員

長
　

清
水

建
設

、
矢

口
則

彦
副

委
員

長
　

大
成

建
設

）

9
7
)

大
規

模
災

害
対

応
力

強
化

に
関

す
る

取
組

み
の

加
速

化
〇

以
下

内
容

を
実

施
Ａ

-
引

き
続

き
実

施
す

る

9
8
)

広
域

的
な

災
害

を
想

定
し

た
災

害
対

応
体

制
に

関
す

る
検

討
〇

・会
員

会
社

の
災

害
対

応
訓

練
に

参
加

し
、
本

部
事

務
局

と
会

員
の

連
携

を
確

認
し

た
2
0
1
9
年

8
月

、
9

月
、

1
1
月

Ａ
-

定
期

的
な

災
害

対
応

訓
練

行
う

・本
部

事
務

局
と

支
部

事
務

局
の

情
報

連
絡

手
段

を
確

認
し

た
（M

C
A
無

線
、

災
害

時
優

先
電

話
）

2
0
1
9
年

1
0
月

9
9
)

東
京

オ
リ
ン

ピ
ッ

ク
・パ

ラ
リ
ン

ピ
ッ

ク
の

開
催

を
踏

ま
え

た
首

都
直

下
地

震
の

応
急

対
策

に
関

す
る

検
討

〇
上

半
期

に
2
の

災
害

ポ
ー

タ
ル

サ
ー

ビ
ス

の
評

価
を

行
い

、
下

半
期

よ
り
試

行
を

実
施

。
L
IN

E
 W

O
R
K
S
を

災
害

時
の

事
務

局
・会

員
の

情
報

連
絡

手
段

の
一

つ
と

し
て

選
定

し
、

展
開

す
る

こ
と

と
し

た

2
0
1
9
年

4
月

～
2
0
2
0
年

3
月

F
災

害
対

策
部

会
に

お
い

て
災

害
時

の
利

用
評

価
を

踏
ま

え
な

が
ら

利
用

を
展

開
す

る
た

め
、
9
8
の

課
題

と
し

て
取

組
む

1
0
0
)

包
括

的
災

害
協

定
へ

の
移

行
推

進
と

災
害

予
防

対
策

に
関

す
る

検
討

〇
本

・支
部

防
災

担
当

者
意

見
交

換
会

に
て

、
2
0
2
0
年

度
に

お
け

る
災

害
対

応
お

よ
び

協
定

上
の

課
題

・対
応

に
つ

い
て

整
理

し
、
共

有
し

た
2
0
1
9
年

6
月

Ａ
-

引
き

続
き

、
災

害
対

応
等

を
踏

ま
え

た
協

定
等

の
課

題
の

改
善

を
図

る

1
0
1
)

内
閣

府
が

主
体

と
な

っ
て

開
催

す
る

「防
災

推
進

国
民

大
会

」へ
の

参
加

な
ど

災
害

対
応

活
動

の
広

報
、
周

知
に

関
す

る
検

討
〇

・「
防

災
推

進
国

民
大

会
2
0
1
9
」へ

「建
設

会
社

の
防

災
活

動
」を

テ
ー

マ
に

ポ
ス

タ
ー

セ
ッ

シ
ョ
ン

に
参

加
し

、
日

建
連

活
動

の
広

報
・周

知
活

動
を

行
っ

た

2
0
1
9
年

1
0
月

Ａ
-

次
年

度
も

参
加

し
、
広

報
周

知
活

動
を

行
う

・「
建

設
フ

ェ
ア

北
陸

2
0
1
9
」へ

参
加

し
、
建

設
関

係
者

に
B
C
P
マ

ニ
ュ

ア
ル

な
ど

日
建

連
の

取
り
組

み
を

紹
介

し
た

2
0
1
9
年

1
0
月

1
0
2
)

関
係

機
関

と
の

意
見

交
換

お
よ

び
災

害
対

策
に

関
す

る
本

・支
部

会
議

の
開

催
〇

・本
・支

部
防

災
担

当
者

意
見

交
換

会
を

開
催

し
、

災
害

情
報

及
び

災
害

対
応

の
課

題
の

共
有

化
を

行
っ

た
2
0
1
9
年

6
月

Ａ
-

引
き

続
き

、
災

害
対

応
の

課
題

等
の

情
報

共
有

化
を

図
る

と
と

も
に

、
災

害
関

係
機

関
等

と
の

意
見

交
換

を
行

う

・D
-
W

A
S
T
E
 N

E
T
情

報
交

換
会

等
に

参
加

し
、

環
境

省
等

と
意

見
交

換
を

行
っ

た
2
0
2
0
年

1
月

1
0
3
)

会
員

企
業

に
お

け
る

大
規

模
災

害
対

策
の

支
援

等
〇

以
下

内
容

を
実

施
Ａ

-
引

き
続

き
、

実
施

1
0
4
)

建
設

Ｂ
Ｃ

Ｐ
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

(第
４
版

)の
普

及
促

進
〇

会
員

企
業

の
B
C
P
普

及
状

況
等

に
つ

い
て

ア
ン

ケ
ー

ト調
査

を
実

施
し

課
題

な
ど

を
把

握
、

見
直

し
を

検
討

し
た

2
0
1
9
年

1
2
月

Ａ
-

B
C
P
に

係
る

協
会

、
専

門
家

の
指

導
を

得
つ

つ
、

新
た

な
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

の
策

定
等

に
つ

い
て

検
討

す
る

1
0
5
)

会
員

各
社

の
Ｂ

Ｃ
Ｐ

・地
域

防
災

に
関

す
る

事
例

紹
介

、
取

組
み

の
周

知
活

動
〇

・宮
坂

建
設

工
業

主
催

「地
域

防
災

訓
練

」に
参

加
し

、
L
IN

E
　

W
O
R
K
S
を

使
用

し
た

訓
練

状
況

等
を

首
都

直
下

地
震

対
策

W
G
に

紹
介

し
た

2
0
1
9
年

9
月

Ａ
-

災
害

に
関

す
る

新
た

な
動

向
や

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
結

果
を

踏
ま

え
、

周
知

す
べ

き
事

例
を

選
定

し
会

員
に

情
報

を
提

供
す

る

・台
風

1
5
号

等
の

災
害

を
踏

ま
え

た
電

力
供

給
の

復
旧

の
た

め
の

関
係

者
の

連
携

強
化

に
関

す
る

電
力

事
業

者
や

政
府

の
取

り
組

み
、
枠

組
み

な
ど

新
た

な
動

向
に

つ
い

て
情

報
を

委
員

等
に

周
知

し
た

2
0
2
0
年

2
月

1
0
6
)

内
閣

府
・防

災
推

進
協

議
会

の
防

災
促

進
活

動
へ

の
参

加
〇

・防
災

ポ
ス

タ
ー

コ
ン

ク
ー

ル
周

知
用

ポ
ス

タ
ー

掲
示

2
0
1
9
年

7
月

Ａ
-

引
き

続
き

、
防

災
促

進
活

動
へ

参
加

・「
津

波
防

災
の

日
」普

及
啓

発
ポ

ス
タ

ー
配

布
2
0
1
9
年

1
0
月

・内
閣

府
か

ら
の

通
知

文
を

日
建

連
H
P
掲

載
、

会
員

会
社

へ
周

知
2
0
1
9
年

4
月

～
2
0
2
0
年

3
月

け
ん

せ
つ

小
町

部
会

(細
川

 珠
生

部
会

長
　

三
井

住
友

建
設

)

都
市

・地
域

政
策

部
会

(澤
井

良
之

部
会

長
西

松
建

設
)

災
害

対
策

部
会

(松
尾

 史
朗

部
会

長
　

五
洋

建
設

)

B
C
P
部

会
(竹

田
 優

部
会

長
鹿

島
建

設
)

①
  

都
市

・地
域

政
策

に
関

す
る

検
討

②
  

都
市

税
制

に
関

す
る

検
討



A
ct

io
n 

 （
評

価
を

踏
ま

え
た

対
応

案
、
改

善
策

）
P
la

n 
 （

2
0
1
9
年

度
計

画
）

D
o
　

（
2
0
1
9
年

度
活

動
実

績
）

C
he

ck
 （

目
標

に
照

ら
し

た
評

価
）

（
１
３
）
 建

設
業

の
国

際
化

へ
の

対
応

　
国

際
委

員
会

（蓮
輪

賢
治

委
員

長
　
大

林
組

）

1
0
7
)

政
府

の
「イ

ン
フ

ラ
シ

ス
テ

ム
輸

出
戦

略
」に

示
さ

れ
た

諸
施

策
へ

の
協

力
〇

海
外

イ
ン

フ
ラ

に
関

係
す

る
機

関
の

情
報

か
ら

現
状

や
施

策
を

把
握

Ａ
-

今
後

と
も

協
力

す
べ

き
事

項
を

ウ
ォ

ッ
チ

す
る

1
0
8
)

イ
ン

フ
ラ

輸
出

に
関

す
る

関
係

各
方

面
へ

の
要

請
や

提
言

×
情

報
を

収
集

し
た

が
、
日

建
連

と
し

て
要

請
や

提
言

を
行

う
必

要
性

や
機

会
は

な
か

っ
た

Ｂ
今

後
と

も
必

要
に

応
じ

て
対

応
す

る

1
0
9
)

Ｔ
Ｐ

Ｐ
、
Ｅ

Ｐ
Ａ

、
Ｗ

Ｔ
Ｏ

政
府

調
達

協
定

等
、

建
設

業
に

も
影

響
が

及
ぶ

国
際

的
な

問
題

へ
の

的
確

な
対

応
×

今
年

度
は

対
応

す
べ

き
課

題
が

な
か

っ
た

Ｂ
今

後
と

も
必

要
に

応
じ

て
対

応
す

る

1
1
0
)

海
外

か
ら

の
視

察
団

等
へ

の
対

応
〇

中
南

米
、

香
港

等
か

ら
の

視
察

へ
の

対
応

を
行

っ
た

Ａ
-

今
後

と
も

必
要

に
応

じ
て

対
応

す
る

1
1
1
)

外
国

企
業

等
の

特
別

会
員

へ
の

対
応

×
今

年
度

は
対

応
す

べ
き

課
題

が
な

か
っ

た
Ｂ

求
め

に
応

じ
て

対
応

す
る

（
１
４
）
 会

計
基

準
・
税

制
へ

の
取

組
み

　
会

計
・税

制
委

員
会

（前
田

操
治

委
員

長
　

前
田

建
設

工
業

、
田

原
 悟

副
委

員
長

　
前

田
建

設
工

業
）

1
1
2
)

国
際

会
計

基
準

の
建

設
業

へ
の

影
響

及
び

日
本

基
準

等
の

見
直

し
へ

の
対

応
等

、
会

計
制

度
に

係
る

諸
課

題
の

検
討

〇
「収

益
認

識
に

関
す

る
会

計
基

準
」等

の
新

た
な

基
準

に
つ

い
て

、
総

合
建

設
業

の
立

場
か

ら
意

見
申

入
れ

2
0
2
0
年

1
月

Ａ
-

A
S
B
J
が

新
規

に
公

表
す

る
基

準
に

つ
い

て
、

建
設

業
と

し
て

の
対

応
の

必
要

性
に

つ
い

て
検

討

1
1
3
)

税
制

改
正

に
関

す
る

検
討

と
要

望
の

実
施

〇
国

土
強

靭
化

税
制

の
創

設
、
建

設
業

振
興

に
係

る
税

制
の

創
設

、
納

税
に

関
す

る
手

続
き

簡
素

化
、

都
市

・住
宅

対
策

促
進

税
制

の
延

長
等

、
税

制
改

正
に

関
す

る
検

討
と

要
望

の
実

施

2
0
1
9
年

9
～

1
1
月

Ｂ
検

討
結

果
を

要
望

書
と

し
て

提
出

し
た

が
、
実

現
さ

れ
な

か
っ

た
部

分
が

あ
る

実
現

さ
れ

な
か

っ
た

要
望

に
つ

い
て

は
、

要
望

の
根

拠
と

な
る

デ
ー

タ
や

数
値

の
拡

充
と

と
も

に
関

係
省

庁
と

の
事

前
の

調
整

や
関

連
団

体
と

の
連

携
の

強
化

等
、
要

望
方

法
を

見
直

し
要

望
を

継
続

す
る

。
ま

た
、

経
済

情
勢

等
を

踏
ま

え
た

必
要

な
追

加
要

望
に

つ
き

検
討

を
実

施

（
１
５
）
 安

全
対

策
等

の
推

進
　
安

全
委

員
会

（乘
京

正
弘

委
員

長
　

飛
島

建
設

、
福

島
正

浩
副

委
員

長
　

五
洋

建
設

、
益

子
博

志
副

委
員

長
　

三
井

住
友

建
設

）

1
1
4
)

「
災

害
防

止
対

策
特

別
活

動
」の

実
施

〇
現

場
パ

トロ
ー

ル
実

施
（2

2
現

場
）、

災
害

防
止

啓
発

リ
ー

フ
レ

ッ
ト作

成
配

布
2
0
1
9
年

6
月

Ａ
-

2
0
2
0
年

度
も

継
続

1
1
5
)

建
設

現
場

に
従

事
す

る
一

人
親

方
へ

の
労

災
保

険
特

別
加

入
制

度
の

加
入

促
進

に
向

け
た

活
動

の
展

開
〇

災
害

防
止

対
策

特
別

活
動

パ
トロ

ー
ル

時
に

、
一

人
親

方
へ

の
労

災
保

険
特

別
加

入
状

況
を

確
認

2
0
1
9
年

6
月

Ａ
-

2
0
2
0
年

度
も

継
続

1
1
6
)

労
働

災
害

事
例

集
の

作
成

〇
土

木
・建

築
別

の
死

亡
災

害
事

例
集

を
作

成
配

布
2
0
1
9
年

3
月

Ａ
-

2
0
2
0
年

度
も

継
続

1
1
7
)

発
注

機
関

と
の

意
見

交
換

会
お

よ
び

現
場

パ
トロ

ー
ル

の
実

施
△

N
E
X
C
O
中

日
本

と
の

安
全

に
関

す
る

意
見

交
換

会
実

施
、

パ
トロ

ー
ル

は
未

実
施

2
0
1
9
年

5
月

、
1
1

月
Ｂ

発
注

機
関

よ
り
パ

ト
ロ

ー
ル

実
施

依
頼

が
な

か
っ

た
2
0
2
0
年

度
も

継
続

1
1
8
)

２
０
２
０
年

東
京

オ
リ
ン

ピ
ッ

ク
・パ

ラ
リ
ン

ピ
ッ

ク
競

技
大

会
施

設
工

事
安

全
衛

生
対

策
協

議
会

へ
の

参
画

〇
協

議
会

に
参

加
2
0
1
9
年

1
0
月

Ａ
-

2
0
2
0
年

度
も

継
続

足
場

か
ら

の
墜

落
・転

落
防

止
対

策
の

充
実

強
化

に
関

す
る

要
望

2
0
1
9
年

6
～

1
2
月

2
0
2
0
年

度
も

継
続

1
1
9
)

「
トン

ネ
ル

建
設

工
事

粉
じ

ん
障

害
防

止
対

策
推

進
強

化
月

間
」の

実
施

〇
現

場
パ

トロ
ー

ル
実

施
（1

0
現

場
）、

粉
じ

ん
障

害
防

止
啓

発
ポ

ス
タ

ー
、

リ
ー

フ
レ

ッ
ト作

成
配

布
2
0
1
9
年

1
0
月

Ａ
-

2
0
2
0
年

度
も

継
続

1
2
0
)

ト
ン

ネ
ル

建
設

工
事

に
お

け
る

じ
ん

肺
対

策
協

議
会

の
運

営
〇

①
じ

ん
肺

ゼ
ロ

に
向

け
た

取
り
組

み
②

じ
ん

肺
訴

訟
に

お
け

る
早

期
和

解
の

方
策

を
検

討
2
0
1
9
年

5
月

F
活

動
終

了

1
2
1
)

ア
ー

ク
溶

接
等

に
お

け
る

粉
じ

ん
障

害
防

止
対

策
の

推
進

〇
啓

発
リ
ー

フ
レ

ッ
トを

作
成

配
布

2
0
2
0
年

3
月

F
活

動
終

了

1
2
2
)

発
注

機
関

と
の

意
見

交
換

会
お

よ
び

現
場

パ
トロ

ー
ル

の
実

施
×

意
見

交
換

会
、

パ
トロ

ー
ル

未
実

施
Ｃ

発
注

機
関

よ
り
意

見
交

換
、

パ
ト
ロ

ー
ル

実
施

依
頼

が
な

か
っ

た
2
0
2
0
年

度
も

継
続

1
2
3
)

海
洋

工
事

現
場

の
点

検
と

表
彰

〇
海

洋
工

事
現

場
の

点
検

の
実

施
2
0
1
9
年

1
2
月

Ａ
-

2
0
2
0
年

度
も

継
続

海
洋

安
全

表
彰

の
実

施
2
0
2
0
年

3
月

2
0
2
0
年

度
も

継
続

視
察

の
実

施
2
0
1
9
年

1
0
月

2
0
2
0
年

度
も

継
続

1
2
4
)

研
修

お
よ

び
啓

発
活

動
の

実
施

〇
研

修
の

実
施

2
0
1
9
年

1
2
月

Ａ
-

2
0
2
0
年

度
も

継
続

標
語

の
募

集
と

安
全

啓
発

ポ
ス

タ
ー

の
作

成
配

布
2
0
1
9
年

1
0
月

2
0
2
0
年

度
も

継
続

教
育

資
料

の
作

成
2
0
1
9
年

4
月

～
2
0
2
0
年

3
月

2
0
2
0
年

度
も

継
続

安
全

対
策

部
会

(本
多

 敦
郎

部
会

長
　

鹿
島

建
設

)

衛
生

対
策

部
会

(佐
藤

 恭
二

部
会

長
　

飛
島

建
設

)

海
洋

安
全

部
会

(塚
本

 雅
志

部
会

長
　

東
洋

建
設

)

会
計

部
会

(高
田

 佳
明

部
会

長
　

大
林

組
)

税
制

部
会

(京
極

 剛
部

会
長

鹿
島

建
設

)

国
際

部
会

(川
﨑

 満
部

会
長

大
林

組
)

③
  

国
際

協
調

の
推

進

①
  

会
計

基
準

変
更

へ
の

対
応

②
  

税
制

改
正

へ
の

取
組

み

①
  

イ
ン

フ
ラ

輸
出

戦
略

へ
の

貢
献

②
  

国
際

化
に

伴
う

諸
問

題
へ

の
対

応

①
  

安
全

対
策

の
推

進

②
  

衛
生

対
策

の
推

進

③
  

海
上

に
お

け
る

建
設

工
事

に
伴

う
安

全
の

確
保

お
よ

び
環

境
保

全
、

公
害

防
止

対
策

の
推

進



A
ct

io
n 

 （
評

価
を

踏
ま

え
た

対
応

案
、
改

善
策

）
P
la

n 
 （

2
0
1
9
年

度
計

画
）

D
o
　

（
2
0
1
9
年

度
活

動
実

績
）

C
he

ck
 （

目
標

に
照

ら
し

た
評

価
）

（
１
６
）
 公

衆
災

害
防

止
対

策
の

推
進

と
公

害
防

止
・建

設
副

産
物

対
策

の
推

進
　
公

衆
災

害
対

策
委

員
会

（浅
沼

誠
委

員
長

　
淺

沼
組

、
多

田
 二

三
男

副
委

員
長

　
大

豊
建

設
）

1
2
5
)

現
場

点
検

と
必

要
な

指
導

の
実

施
〇

交
通

対
策

　
1
8
現

場
で

点
検

と
必

要
な

指
導

を
実

施
2
0
1
9
年

5
～

6
月

、
9
～

1
0
月

Ａ
-

2
0
2
0
年

度
も

継
続

地
下

埋
設

物
対

策
　

1
1
現

場
で

点
検

と
必

要
な

指
導

を
実

施
2
0
1
9
年

6
～

8
月

、
1
1
月

2
0
2
0
年

度
も

継
続

火
薬

類
対

策
　

1
6
現

場
で

点
検

と
必

要
な

指
導

を
実

施
2
0
1
9
年

6
～

7
月

、
1
0
月

～
1
1
月

2
0
2
0
年

度
も

継
続

環
境

公
害

対
策

　
2
1
現

場
で

点
検

と
必

要
な

指
導

を
実

施
2
0
1
9
年

6
～

7
月

、
1
1
月

2
0
2
0
年

度
も

継
続

1
2
6
)

優
良

事
業

場
表

彰
の

実
施

〇
表

彰
の

実
施

（交
通

対
策

　
1
事

業
場

、
地

下
埋

設
物

対
策

2
事

業
場

）
2
0
1
9
年

1
2
月

Ａ
-

2
0
2
0
年

度
も

継
続

1
2
7
)

現
場

用
教

育
資

料
の

作
成

〇
交

通
対

策
　

「建
設

現
場

の
安

全
運

転
管

理
 第

2
6
版

」改
訂

発
行

2
0
1
9
年

5
月

Ａ
-

2
0
2
0
年

度
も

継
続

地
下

埋
設

物
対

策
　

「地
下

埋
設

物
に

関
す

る
施

工
管

理
要

領
 第

6
版

」
改

訂
発

行
2
0
1
9
年

7
月

2
0
2
0
年

度
も

継
続

環
境

公
害

対
策

　
「建

設
廃

棄
物

適
正

処
理

の
手

引
き

」改
訂

発
行

2
0
2
0
年

1
月

2
0
2
0
年

度
も

継
続

1
2
8
)

事
故

防
止

等
に

関
す

る
講

習
会

の
開

催
〇

交
通

対
策

　
2
回

開
催

　
2
8
9
名

受
講

2
0
2
0
年

5
月

、
9
月

Ａ
-

2
0
2
0
年

度
も

継
続

地
下

埋
設

物
対

策
　

2
回

開
催

　
3
5
5
名

受
講

2
0
2
0
年

6
月

、
1
1

月
2
0
2
0
年

度
も

継
続

火
薬

類
対

策
　

1
回

開
催

　
7
1
名

受
講

2
0
2
0
年

4
月

2
0
2
0
年

度
も

継
続

環
境

公
害

対
策

　
3
回

開
催

　
3
1
6
名

受
講

（地
方

講
習

会
4
4
名

を
含

む
）

2
0
2
0
年

6
月

、
9

月
、

1
1
月

2
0
2
0
年

度
も

継
続

（
１
７
）
 鉄

道
工

事
に

お
け

る
事

故
防

止
活

動
の

推
進

　
鉄

道
安

全
委

員
会

（飯
塚

恒
生

委
員

長
　

東
急

建
設

、
大

沢
悟

副
委

員
長

　
鉄

建
建

設
）

1
2
9
)

鉄
道

工
事

事
故

（鉄
道

工
事

現
場

で
の

労
働

災
害

、
列

車
運

転
阻

害
事

故
）の

防
止

、
お

よ
び

現
場

環
境

保
持

の
た

め
の

安
全

パ
トロ

ー
ル

の
実

施
〇

北
陸

新
幹

線
の

トン
ネ

ル
及

び
高

架
橋

新
設

工
事

で
の

現
場

パ
トロ

ー
ル

を
実

施
し

、
鉄

道
・運

輸
機

構
大

阪
支

社
幹

部
へ

の
パ

トロ
ー

ル
結

果
の

報
告

と
意

見
交

換
会

の
実

施

2
0
1
9
年

1
2
月

Ａ
-

安
全

パ
ト
ロ

ー
ル

は
、

今
後

も
継

続
的

に
実

施

1
3
0
)

発
注

機
関

の
事

故
防

止
施

策
の

会
員

企
業

へ
の

周
知

〇
鉄

道
・運

輸
機

構
事

故
防

止
担

当
者

を
講

師
に

、
発

生
事

故
の

概
要

お
よ

び
当

該
年

度
事

故
防

止
基

本
方

針
等

の
説

明
会

を
開

催
2
0
1
9
年

4
月

Ａ
-

説
明

会
は

、
今

後
も

継
続

的
に

開
催

1
3
1
)

安
全

標
語

の
募

集
、
安

全
ポ

ス
タ

ー
・短

冊
の

作
成

〇
安

全
標

語
募

集
、

優
秀

標
語

選
定

お
よ

び
最

優
秀

標
語

に
よ

る
安

全
ポ

ス
タ

ー
・短

冊
の

作
成

、
配

布
2
0
1
8
年

1
0
月

～
2
0
1
9
年

6
月

Ａ
-

安
全

標
語

募
集

は
、

今
後

も
継

続
的

に
実

施
。
配

布
は

安
全

週
間

を
睨

ん
だ

的
確

な
時

期
に

実
施

1
3
2
)

発
注

機
関

と
共

同
に

よ
る

事
故

防
止

施
策

説
明

会
の

開
催

お
よ

び
周

知
徹

底
〇

年
度

初
め

第
1
回

の
委

員
会

に
て

鉄
道

・運
輸

機
構

か
ら

安
全

講
話

を
し

て
い

た
だ

き
、

事
故

防
止

施
策

等
に

つ
い

て
議

論
を

行
い

、
周

知
徹

底
を

行
っ

た

2
0
1
9
年

7
月

Ａ
-

今
後

も
委

員
会

等
の

会
議

を
活

用
し

た
説

明
会

を
実

施

1
3
3
)

安
全

教
材

の
編

集
、
出

版
、

配
付

〇
営

業
線

近
接

工
事

及
び

営
業

線
内

工
事

従
事

者
の

た
め

の
事

故
事

例
を

集
約

整
理

し
、
営

業
線

近
接

工
事

事
故

事
例

集
（改

訂
版

）を
発

刊
。

関
係

者
に

配
布

2
0
1
9
年

7
月

Ａ
-

鉄
道

建
設

工
事

の
状

況
に

応
じ

た
的

確
な

安
全

教
材

の
題

材
や

内
容

の
選

定

２
. 
土

木
分

野
の

課
題

A
ct

io
n 

 （
評

価
を

踏
ま

え
た

対
応

案
、
改

善
策

）

（
１
 ）

土
木

工
事

に
係

る
諸

課
題

へ
の

対
応

　
土

木
本

部

1
3
4
)

全
国

９
地

区
に

て
、

働
き

方
改

革
（担

い
手

確
保

）と
生

産
性

の
向

上
に

関
す

る
テ

ー
マ

を
中

心
に

、
地

方
整

備
局

等
、
地

方
公

共
団

体
、

関
係

機
関

（高
速

道
路

会
社

、
鉄

道
運

輸
機

構
、

都
市

再
生

機
構

、
水

資
源

機
構

、
下

水
道

事
業

団
等

）と
の

意
見

交
換

会
を

、
各

地
方

整
備

局
等

と
の

共
催

に
て

開
催

〇
国

土
交

通
省

地
方

整
備

局
等

と
の

共
催

に
よ

り
「公

共
工

事
の

諸
課

題
に

関
す

る
意

見
交

換
会

」を
全

国
９
地

区
に

て
開

催
し

た
。

意
見

交
換

会
に

は
整

備
局

等
を

は
じ

め
各

地
区

の
公

共
工

事
の

発
注

機
関

の
方

々
に

出
席

い
た

だ
き

、
働

き
方

改
革

と
生

産
性

向
上

に
関

す
る

テ
ー

マ
を

中
心

に
意

見
交

換
し

、
諸

課
題

の
改

善
に

向
け

た
施

策
や

方
針

が
数

多
く
打

ち
出

さ
れ

た

2
0
1
9
年

5
～

6
月

Ａ
-

意
見

交
換

会
提

案
テ

ー
マ

の
う
ち

主
要

な
直

轄
工

事
に

お
け

る
取

組
み

に
つ

い
て

引
き

続
き

国
土

交
通

省
と

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
会

議
な

ど
を

通
じ

て
フ

ォ
ロ

ー
し

改
善

に
つ

な
げ

て
い

く
と

と
も

に
、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

会
議

や
委

員
会

活
動

を
踏

ま
え

、
引

き
続

き
次

年
度

も
新

た
な

テ
ー

マ
を

設
定

し
、

意
見

交
換

会
を

実
施

す
る

・各
地

区
で

の
意

見
交

換
会

の
結

果
に

つ
い

て
本

省
報

告
会

を
開

催
2
0
1
9
年

6
月

・意
見

交
換

会
の

テ
ー

マ
の

う
ち

主
要

な
直

轄
工

事
の

取
組

み
課

題
を

フ
ォ

ロ
ー

し
改

善
に

つ
な

げ
て

い
く
た

め
国

土
交

通
省

と
の

意
見

交
換

会
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

会
議

を
3
回

開
催

し
、
取

組
み

状
況

の
報

告
と

改
善

に
向

け
て

意
見

交
換

2
0
1
9
年

8
月

2
0
2
0
年

1
月

・河
川

事
業

、
砂

防
事

業
、
ダ

ム
事

業
等

の
中

長
期

的
な

課
題

に
つ

い
て

、
国

交
省

　
水

管
理

・国
土

保
全

局
と

の
勉

強
会

を
実

施
2
0
1
9
年

1
2
月

・安
定

し
た

施
工

体
制

に
向

け
た

業
務

の
効

率
化

、
生

産
性

向
上

を
テ

ー
マ

に
、
国

交
省

道
路

局
と

意
見

交
換

会
を

実
施

2
0
2
0
年

1
月

交
通

対
策

部
会

(菊
地

 眞
部

会
長

　
鉄

建
建

設
)

地
下

埋
設

物
対

策
部

会
(黒

川
 修

治
部

会
長

　
大

林
組

)

火
薬

類
対

策
部

会
(萩

原
 達

也
部

会
長

　
西

松
建

設
)

環
境

公
害

対
策

部
会

(町
田

則
幸

部
会

長
奥

村
組

)

安
全

推
進

部
会

（林
宏

延
鹿

島
建

設
）

安
全

教
材

部
会

（相
原

俊
彦

鉄
建

建
設

）

P
la

n 
 （

2
0
1
9
年

度
計

画
）

D
o
　

（
2
0
1
9
年

度
活

動
実

績
）

C
he

ck
 （

目
標

に
照

ら
し

た
評

価
）

①
  

建
設

工
事

に
伴

う
交

通
事

故
、
地

下
埋

設
物

事
故

、
火

薬
類

盗
難

お
よ

び
発

破
事

故
等

の
事

故
防

止
対

策
と

、
公

害
防

止
お

よ
び

建
設

副
産

物
管

理
の

効
果

的
な

推
進

①
  

 公
共

工
事

の
諸

課
題

に
関

す
る

意
見

交
換

会
の

実
施



A
ct

io
n 

 （
評

価
を

踏
ま

え
た

対
応

案
、
改

善
策

）
P
la

n 
 （

2
0
1
9
年

度
計

画
）

D
o
　

（
2
0
1
9
年

度
活

動
実

績
）

C
he

ck
 （

目
標

に
照

ら
し

た
評

価
）

1
3
5
)

i-
C
o
ns

tr
uc

ti
o
nシ

ス
テ

ム
学

講
座

に
係

る
調

査
研

究
へ

の
協

力
〇

会
員

企
業

を
対

象
に

、
同

講
座

で
実

施
す

る
研

究
活

動
の

紹
介

と
出

資
者

の
ニ

ー
ズ

の
マ

ッ
チ

ン
グ

を
図

る
た

め
の

説
明

会
を

開
催

(2
0
1
9
.7

)
Ａ

-
引

き
続

き
会

員
企

業
を

対
象

と
し

た
同

講
座

に
関

す
る

説
明

会
の

開
催

や
成

果
報

告
会

の
企

画
協

力
等

を
行

う

寄
付

講
座

の
成

果
報

告
会

(2
0
1
9
.1

0
、

主
催

:東
京

大
学

)開
催

に
当

た
っ

て
の

企
画

協
力

お
よ

び
会

員
企

業
へ

の
開

催
案

内

1
3
6
)

土
木

部
門

に
お

け
る

新
表

彰
制

度
の

検
討

〇
模

擬
選

考
の

実
施

、
募

集
要

項
、

土
木

賞
運

営
規

程
、
選

考
委

員
会

規
程

等
の

検
討

2
0
1
9
年

4
-
1
2
月

Ａ
-

2
0
2
0
年

度
土

木
賞

を
踏

ま
え

、
募

集
要

項
等

の
改

善
を

検
討

1
3
7
)

新
表

彰
制

度
の

創
設

、
募

集
、

選
考

の
実

施
（未

定
）

〇
選

考
ル

ー
ル

・現
地

調
査

要
領

の
検

討
、
募

集
・選

考
の

実
施

2
0
2
0
年

1
-
3
月

Ａ
-

現
地

調
査

・
選

考
の

実
施

、
選

考
ル

ー
ル

・
現

地
調

査
要

領
の

見
直

し

1
3
8
)

プ
レ

キ
ャ

ス
ト導

入
に

向
け

た
国

内
外

の
調

査
研

究
〇

日
建

連
会

員
企

業
の

受
注

し
た

公
共

土
木

工
事

の
現

場
に

対
し

て
、

プ
レ

キ
ャ

ス
トの

活
用

状
況

や
活

用
に

お
け

る
課

題
を

調
査

2
0
1
9
年

1
1
月

Ａ
-

引
き

続
き

プ
レ

キ
ャ

ス
ト
の

導
入

促
進

に
向

け
調

査
検

討

1
3
9
)

国
土

交
通

省
、

関
係

団
体

、
メ

ー
カ

ー
等

と
連

携
し

た
プ

レ
キ

ャ
ス

トの
普

及
策

に
関

す
る

検
討

〇
プ

レ
キ

ャ
ス

トの
活

用
促

進
を

図
る

た
め

、
国

土
交

通
省

本
省

、
北

陸
地

方
整

備
局

と
直

轄
工

事
に

お
け

る
プ

レ
キ

ャ
ス

ト活
用

事
例

集
の

発
行

に
つ

い
て

検
討

。
各

地
方

整
備

局
と

会
員

企
業

か
ら

活
用

事
例

を
収

集
し

、
事

例
集

を
作

成

2
0
2
0
年

3
月

Ａ
-

引
き

続
き

国
土

交
通

省
と

連
携

し
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
の

導
入

促
進

に
向

け
調

査
検

討

（
２
 ）

公
共

工
事

の
円

滑
な

実
施

　
公

共
工

事
委

員
会

（茅
野

正
恭

委
員

長
　

鹿
島

建
設

、
田

中
茂

義
副

委
員

長
　

大
成

建
設

、
池

田
謙

太
郎

副
委

員
長

　
清

水
建

設
）

1
4
0
)

総
合

評
価

方
式

の
改

善
に

関
す

る
検

討
〇

直
轄

工
事

に
お

け
る

総
合

評
価

方
式

の
入

札
手

続
き

の
負

担
軽

減
等

を
図

る
た

め
、
発

注
時

期
の

平
準

化
や

負
担

軽
減

に
関

す
る

調
査

検
討

と
と

も
に

、
技

術
提

案
評

価
型

S
型

の
技

術
提

案
の

評
価

項
目

の
う

ち
、

標
準

化
す

べ
き

技
術

等
に

関
す

る
調

査
検

討
を

行
い

、
国

土
交

通
省

等
と

意
見

交
換

を
実

施

2
0
1
9
年

1
2
月

Ａ
-

引
き

続
き

、
総

合
評

価
落

札
方

式
に

関
す

る
検

討
を

継
続

1
4
1
)

技
術

提
案

・交
渉

方
式

（Ｅ
Ｃ

Ｉ）
や

、
新

技
術

導
入

促
進

（Ⅱ
）型

、
一

括
審

査
方

式
等

の
多

様
な

入
札

契
約

方
式

に
関

す
る

検
討

〇
・技

術
提

案
・交

渉
方

式
の

適
用

現
場

に
ヒ

ア
リ
ン

グ
を

実
施

し
、

現
状

の
課

題
や

効
果

等
を

把
握

し
た

上
で

、
国

土
交

通
省

と
意

見
交

換
を

実
施

2
0
1
9
年

1
2
月

Ａ
-

引
き

続
き

、
多

様
な

入
札

契
約

方
式

に
関

す
る

検
討

を
継

続

・新
技

術
導

入
促

進
Ⅱ

型
の

課
題

等
に

つ
い

て
国

土
交

通
省

と
意

見
交

換
を

実
施

2
0
1
9
年

4
月

・一
括

審
査

方
式

や
段

階
選

抜
方

式
の

適
用

状
況

を
調

査
毎

月

1
4
2
)

公
共

発
注

機
関

の
低

入
札

等
に

関
す

る
実

態
調

査
の

実
施

〇
国

交
省

、
地

方
公

共
団

体
、
高

速
道

路
会

社
等

発
注

の
公

共
土

木
工

事
に

つ
い

て
低

入
札

等
に

関
す

る
実

態
調

査
を

実
施

2
0
1
9
年

5
月

、
1
1

月
Ａ

-
引

き
続

き
、

調
査

を
実

施

1
4
3
)

企
業

評
価

や
技

術
者

の
活

用
・育

成
に

関
す

る
調

査
検

討
〇

・専
任

補
助

者
制

度
、

技
士

補
の

配
置

に
関

す
る

検
討

と
り
ま

と
め

2
0
2
0
年

1
月

Ａ
-

継
続

実
施

・異
業

種
若

手
技

術
者

教
育

調
査

の
実

施
2
0
1
9
年

1
1
月

1
4
4
)

設
計

変
更

等
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

の
現

場
へ

の
浸

透
、
お

よ
び

現
場

業
務

の
効

率
化

に
関

す
る

課
題

の
検

討
〇

・工
事

管
理

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト（
働

き
方

改
革

、
適

切
な

工
期

、
設

計
変

更
・工

事
一

時
中

止
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト施
工

管
理

要
領

、
K
-

cu
be

2
(情

報
共

有
シ

ス
テ

ム
)）

を
実

施
（N

E
X
C
O
)

2
0
1
9
年

9
月

Ａ
-

引
続

き
、

検
討

の
実

施

・首
都

高
発

注
工

事
に

つ
い

て
の

課
題

を
抽

出
し

、
そ

の
解

決
を

図
る

べ
く

協
議

を
実

施
(首

都
高

)
2
0
1
9
年

1
2
月

・ 
阪

神
高

速
の

発
注

工
事

に
お

け
る

品
質

管
理

の
効

率
化

を
図

る
た

め
、

同
社

と
ワ

ー
キ

ン
グ

を
設

置
し

、
コ

ン
ク

リ
ー

トの
品

質
管

理
の

基
準

の
見

直
し

を
検

討
(阪

高
）

2
0
1
9
年

8
月

1
4
5
)

週
休

二
日

の
実

現
に

向
け

た
検

討
【新

規
】

〇
・工

事
管

理
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト（

働
き

方
改

革
、

適
切

な
工

期
、

設
計

変
更

・工
事

一
時

中
止

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト施
工

管
理

要
領

、
K
-

cu
be

2
(情

報
共

有
シ

ス
テ

ム
)）

を
実

施
(再

掲
)（

N
E
X
C
O
)

2
0
1
9
年

9
月

Ａ
-

引
続

き
、

検
討

会
の

実
施

1
4
6
)

高
速

道
路

各
社

と
の

意
見

交
換

の
実

施
〇

・高
速

道
路

各
社

と
の

意
見

交
換

の
実

施
2
0
1
9
年

1
1
～

1
2

月
Ａ

-
引

続
き

、
実

施

・4
(6

)車
線

化
、

大
規

模
更

新
に

関
す

る
N
E
X
C
O
3
社

と
の

合
同

検
討

会
の

実
施

2
1
9
年

1
月

総
合

評
価

部
会

(髙
瀨

 健
三

部
会

長
　

鹿
島

建
設

)

企
業

評
価

部
会

(間
宮

 賀
津

仁
部

会
長

　
大

成
建

設
)

高
速

道
路

部
会

(山
崎

 晶
部

会
長

　
熊

谷
組

)

⑧
  

 高
速

道
路

工
事

の
諸

課
題

に
関

す
る

検
討

②
  

 i
-C

o
ns

tr
uc

ti
o
nシ

ス
テ

ム
学

講
座

へ
の

対
応

③
  

 新
表

彰
制

度
（土

木
）に

関
す

る
検

討

④
  

 プ
レ

キ
ャ

ス
ト
の

導
入

促
進

⑤
  

 入
札

契
約

方
式

に
関

す
る

調
査

検
討

⑥
  

 低
価

格
入

札
等

に
関

す
る

調
査

⑦
  

 企
業

評
価

等
に

関
す

る
調

査
検

討



A
ct

io
n 

 （
評

価
を

踏
ま

え
た

対
応

案
、
改

善
策

）
P
la

n 
 （

2
0
1
9
年

度
計

画
）

D
o
　

（
2
0
1
9
年

度
活

動
実

績
）

C
he

ck
 （

目
標

に
照

ら
し

た
評

価
）

1
4
7
)

建
設

現
場

の
業

務
の

効
率

化
等

、
生

産
性

向
上

に
関

す
る

調
査

検
討

〇
・W

E
B
カ

メ
ラ

、
ウ

ェ
ア

ブ
ル

カ
メ

ラ
、

タ
ブ

レ
ッ

ト等
を

活
用

し
た

業
務

の
効

率
化

に
つ

い
て

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

会
議

に
て

要
望

2
0
1
9
年

8
月

Ａ
-

引
続

き
、

検
討

の
実

施

・T
S
、

A
Iカ

メ
ラ

を
活

用
し

た
業

務
の

効
率

化
に

つ
い

て
P
R
IS

M
で

の
成

果
や

各
社

で
の

取
組

み
を

踏
ま

え
、

現
場

で
の

活
用

を
可

能
と

判
断

さ
れ

る
出

来
高

確
認

等
の

業
務

に
つ

い
て

、
規

定
の

改
定

等
が

必
要

な
環

境
整

備
を

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

会
議

に
て

提
案

。
ま

た
、

技
術

調
査

課
と

検
討

チ
ー

ム
を

設
け

次
年

度
の

実
運

用
に

向
け

て
検

討

2
0
1
9
年

8
月

、
1
0

月

・デ
ジ

タ
ル

サ
イ

ネ
ー

ジ
の

活
用

に
つ

い
て

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

会
議

で
提

案
。

ま
た

、
建

設
業

課
と

実
運

用
に

向
け

て
検

討
2
0
1
9
年

8
月

、
1
0

月

・2
0
1
8
年

度
の

P
R
IS

M
の

成
果

を
踏

ま
え

、
報

告
会

の
実

施
2
0
1
9
年

1
0
月

・ 
生

産
性

向
上

事
例

集
～

土
木

編
～

の
作

成
2
0
1
9
年

4
月

・ 
生

産
性

向
上

事
例

集
～

土
木

編
～

に
掲

載
さ

れ
た

事
例

の
う
ち

、
効

果
が

高
く
標

準
と

し
て

活
用

で
き

る
技

術
の

洗
い

出
し

2
0
1
9
年

8
月

（
３
 ）

請
負

契
約

制
度

の
改

善
　
公

共
契

約
委

員
会

（田
中

茂
義

委
員

長
　

大
成

建
設

、
嘉

藤
好

彦
副

委
員

長
　

熊
谷

組
、
一

色
眞

人
副

委
員

長
　

西
松

建
設

）

1
4
8
)

請
負

契
約

約
款

上
の

受
発

注
者

間
の

リ
ス

ク
分

担
の

あ
り
方

に
関

す
る

検
討

お
よ

び
知

識
の

普
及

〇
契

約
管

理
セ

ミ
ナ

ー
を

全
国

3
地

区
で

開
催

2
0
1
9
年

1
0
～

1
1

月
Ａ

-
活

動
を

継
続

1
4
9
)

受
注

者
負

担
の

軽
減

に
資

す
る

工
事

書
類

の
簡

素
化

・標
準

化
に

向
け

た
調

査
検

討
〇

工
事

書
類

の
簡

素
化

に
関

す
る

取
組

み
事

例
を

収
集

2
0
1
9
年

1
1
月

Ａ
-

引
き

続
き

検
討

の
実

施

1
5
0
)

ＩＳ
Ｏ

９
０
０
１
活

用
モ

デ
ル

工
事

等
の

監
督

・検
査

業
務

の
効

率
化

（受
注

者
負

担
の

軽
減

）に
関

す
る

調
査

検
討

〇
国

交
省

の
IS

O
9
0
0
1
活

用
モ

デ
ル

工
事

の
現

場
ヒ

ア
リ
ン

グ
（３

社
）を

実
施

し
、
現

場
の

課
題

等
を

整
理

す
る

と
と

も
に

、
、
課

題
を

踏
ま

え
、
国

交
省

、
第

三
者

機
関

（M
S
A
）と

意
見

交
換

を
実

施

2
0
1
9
年

4
～

1
0
月

Ａ
-

引
き

続
き

、
IS

O
9
0
0
1
活

用
モ

デ
ル

工
事

行
の

フ
ォ

ロ
ー

を
行

い
、

監
督

・検
査

業
務

等
に

つ
い

て
検

討

1
5
1
)

Ｄ
Ｂ

、
Ｐ
Ｆ
Ｉ等

の
活

用
促

進
に

係
る

課
題

の
検

討
〇

・柏
市

下
水

道
事

業
(包

括
民

間
委

託
事

業
)へ

の
ヒ

ア
リ
ン

グ
の

実
施

2
0
1
9
年

1
0
月

Ａ
-

引
続

き
、

検
討

の
実

施

・国
交

省
山

下
官

民
連

携
推

進
官

に
よ

る
講

演
会

（「
イ

ン
フ

ラ
分

野
に

お
け

る
P
P
P
/
P
F
Iの

推
進

の
取

組
)の

実
施

2
0
1
9
年

1
1
月

・「
空

港
コ

ン
セ

ッ
シ

ョ
ン

事
業

に
関

す
る

提
言

」（
2
0
1
4
年

3
月

　
総

合
企

画
委

員
会

P
F
I部

会
）お

よ
び

「空
港

コ
ン

セ
ッ

シ
ョ
ン

検
証

会
議

　
と

り
ま

と
め

報
告

書
」（

2
0
1
8
年

1
2
月

　
国

交
省

）に
関

す
る

調
査

の
実

施

2
0
1
9
年

1
2
月

・道
路

、
展

示
場

、
下

水
道

に
関

す
る

コ
ン

セ
ッ

シ
ョ
ン

事
業

の
現

場
視

察
の

実
施

2
0
2
0
年

1
月

（
４
 ）

積
算

の
適

正
化

と
資

材
対

策
の

推
進

　
公

共
積

算
委

員
会

（佐
藤

健
人

委
員

長
　

大
林

組
、
足

立
宏

美
副

委
員

長
　

前
田

建
設

工
業

、
岩

田
充

弘
副

委
員

長
　

竹
中

土
木

）

1
5
2
)

現
場

に
お

け
る

週
休

二
日

の
実

現
に

向
け

た
環

境
整

備
に

係
る

検
討

〇
・国

土
交

通
省

通
達

「工
事

に
お

け
る

週
休

２
日

の
取

得
に

要
す

る
費

用
の

計
上

に
つ

い
て

（試
行

）」
（平

成
3
1
年

3
月

2
9
日

付
、

国
官

技
第

4
4
6
号

）
の

補
正

内
容

に
つ

い
て

現
場

の
実

態
を

フ
ォ

ロ
ー

す
る

と
と

も
に

、
対

象
期

間
の

考
え

方
、

週
休

二
日

の
取

得
方

法
、

現
場

の
休

日
（閉

所
）の

定
義

・
確

認
方

法
な

ど
、

現
場

で
の

運
用

状
況

を
踏

ま
え

、
統

一
的

な
運

用
に

つ
い

て
検

討

2
0
1
9
年

7
～

1
2
月

Ａ
-

公
共

工
事

の
諸

課
題

に
お

け
る

意
見

交
換

会
に

て
国

交
省

を
は

じ
め

と
す

る
発

注
機

関
に

対
し

、
週

休
二

日
型

工
事

の
引

き
続

き
の

試
行

拡
大

の
要

望
し

、
現

場
の

課
題

等
を

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
国

土
交

通
省

で
試

行
が

開
始

さ
れ

た
「
労

務
費

見
積

り
尊

重
宣

言
」促

進
モ

デ
ル

工
事

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

交
替

制
を

必
要

と
す

る
工

事
の

定
義

や
交

替
制

を
適

用
し

た
際

に
新

た
に

必
要

と
な

る
現

場
の

費
用

等
に

つ
い

て
検

討

・国
土

交
通

省
と

連
携

し
、
「労

務
費

見
積

り
尊

重
宣

言
」な

ど
の

取
組

み
に

対
す

る
総

合
評

価
や

工
事

成
績

等
で

の
加

点
の

導
入

に
つ

い
て

検
討

・国
土

交
通

省
と

連
携

し
、
交

替
制

を
適

用
す

る
試

行
工

事
の

意
義

、
適

用
に

相
応

し
い

具
体

的
な

工
事

、
さ

ら
に

新
た

に
必

要
と

な
る

技
術

者
・技

能
者

の
確

保
、
及

び
経

費
の

確
保

な
ど

の
課

題
等

に
つ

い
て

検
討

1
5
3
)

適
切

な
工

期
の

設
定

に
関

す
る

検
討

〇
国

土
交

通
省

通
達

「週
休

２
日

の
推

進
に

向
け

た
適

切
な

工
期

設
定

に
つ

い
て

」(
平

成
2
9
年

3
月

2
8
日

付
、

国
官

技
第

3
3
6
号

)お
よ

び
「週

休
２
日

の
推

進
に

向
け

た
適

切
な

工
期

設
定

の
運

用
に

つ
い

て
」(

平
成

3
1
年

3
月

2
9
日

付
、

国
技

建
管

第
2
8
号

)に
お

い
て

示
し

た
適

切
な

工
期

設
定

、
条

件
明

示
（特

記
仕

様
書

へ
の

明
記

）、
工

事
工

程
の

共
有

等
の

取
組

み
に

つ
い

て
、

現
場

の
実

態
を

把
握

す
る

た
め

の
ア

ン
ケ

ー
トお

よ
び

ヒ
ア

リ
ン

グ
調

査
を

実
施

2
0
1
9
年

7
～

1
2
月

Ａ
-

公
共

工
事

の
諸

課
題

に
お

け
る

意
見

交
換

会
に

て
、

通
達

の
さ

ら
な

る
浸

透
、

適
切

な
工

期
設

定
、

積
算

工
程

表
の

開
示

、
条

件
明

示
の

徹
底

を
要

望
し

、
引

き
続

き
現

場
の

実
態

を
フ

ォ
ロ

ー

1
5
4
)

週
休

二
日

の
実

施
に

必
要

な
労

務
費

等
の

補
正

に
関

す
る

検
討

〇
直

轄
工

事
に

お
け

る
週

休
二

日
モ

デ
ル

工
事

を
対

象
に

労
務

費
な

ど
必

要
な

経
費

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト調
査

を
実

施
2
0
1
9
年

1
1
月

Ａ
-

公
共

工
事

の
諸

課
題

に
お

け
る

意
見

交
換

会
お

よ
び

国
土

交
通

省
と

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

会
議

に
お

い
て

、
調

査
結

果
等

に
基

づ
き

改
善

に
向

け
た

提
案

を
行

い
、

引
き

続
き

現
場

の
実

態
を

フ
ォ

ロ
ー

1
5
5
)

発
注

時
に

お
け

る
適

切
な

工
程

情
報

の
開

示
と

条
件

明
示

に
関

す
る

検
討

〇
入

札
公

告
時

に
お

け
る

、
工

事
工

程
表

の
開

示
（想

定
パ

ー
テ

ィ
ー

数
や

関
連

工
事

の
進

捗
状

況
の

開
示

を
含

む
）、

条
件

明
示

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

トの
開

示
の

試
行

工
事

を
フ

ォ
ロ

ー
す

る
と

と
も

に
、
そ

の
効

果
や

改
善

に
向

け
た

課
題

等
を

検
討

す
る

た
め

、
ア

ン
ケ

ー
トお

よ
び

ヒ
ア

リ
ン

グ
調

査
等

を
実

施

2
0
1
9
年

7
～

1
2
月

Ａ
-

意
見

交
換

会
お

よ
び

国
土

交
通

省
と

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

会
議

に
お

い
て

、
調

査
結

果
等

に
基

づ
き

改
善

に
向

け
た

提
案

を
行

い
、

引
き

続
き

現
場

の
実

態
を

フ
ォ

ロ
ー

契
約

部
会

(太
田

 誠
部

会
長

大
成

建
設

)

工
事

管
理

部
会

(桑
原

 泰
秀

部
会

長
　

清
水

建
設

)

新
制

度
部

会
(林

 裕
之

部
会

長
　

奥
村

組
)

施
工

部
会

(安
藤

 賢
一

部
会

長
　

大
林

組
)

積
算

部
会

(森
田

 英
仁

部
会

長
　

竹
中

土
木

)

新
技

術
推

進
部

会
(近

藤
 敬

士
部

会
長

　
五

洋
建

設
)

資
材

対
策

部
会

(日
暮

 徹
部

会
長

　
熊

谷
組

)

生
産

性
向

上
部

会
(後

藤
 隆

之
部

会
長

　
大

林
組

)

⑨
  

 生
産

性
向

上
に

向
け

た
取

組
み

の
調

査
検

討

①
  

請
負

契
約

に
係

る
受

発
注

者
間

の
リ

ス
ク

分
担

に
関

す
る

検
討

お
よ

び
啓

発

②
  

工
事

書
類

の
簡

素
化

に
関

す
る

検
討

③
  

監
督

・検
査

の
効

率
化

等
に

関
す

る
検

討

④
  

新
た

な
契

約
方

式
に

関
す

る
調

査

①
  

週
休

二
日

の
実

現
、
お

よ
び

公
共

工
事

の
円

滑
な

施
工

の
確

保
に

関
す

る
調

査
検

討



A
ct

io
n 

 （
評

価
を

踏
ま

え
た

対
応

案
、
改

善
策

）
P
la

n 
 （

2
0
1
9
年

度
計

画
）

D
o
　

（
2
0
1
9
年

度
活

動
実

績
）

C
he

ck
 （

目
標

に
照

ら
し

た
評

価
）

1
5
6
)

受
発

注
者

間
に

お
け

る
工

程
の

共
同

管
理

に
関

す
る

検
討

〇
国

土
交

通
省

と
連

携
し

、
工

程
の

共
同

管
理

の
仕

組
み

な
ど

の
一

連
の

手
続

き
の

ル
ー

ル
化

に
つ

い
て

検
討

す
る

と
と

も
に

、
工

程
の

共
同

管
理

の
取

組
み

状
況

の
現

場
ヒ

ア
リ
ン

グ
お

よ
び

ア
ン

ケ
ー

ト調
査

を
実

施

2
0
1
9
年

7
～

1
2
月

Ａ
-

公
共

工
事

の
諸

課
題

に
お

け
る

意
見

交
換

会
お

よ
び

国
土

交
通

省
と

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

会
議

に
お

い
て

、
調

査
結

果
等

に
基

づ
き

改
善

に
向

け
た

提
案

を
行

い
、

引
き

続
き

現
場

の
実

態
を

フ
ォ

ロ
ー

1
5
7
)

品
確

法
の

的
確

な
運

用
に

関
す

る
調

査
検

討
〇

「発
注

関
係

事
務

の
運

用
に

関
す

る
指

針
」に

係
る

意
見

照
会

へ
の

対
応

2
0
1
9
年

9
月

、
1
1

月
Ａ

-
公

共
工

事
の

諸
課

題
に

お
け

る
意

見
交

換
会

に
て

品
確

法
の

適
正

な
運

用
に

向
け

て
、

調
査

結
果

等
に

基
づ

き
改

善
を

要
望

す
る

と
と

も
に

、
引

き
続

き
ア

ン
ケ

ー
トに

よ
り
現

場
の

実
態

を
把

握
し

て
い

く

1
5
8
)

設
計

変
更

等
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

の
現

場
へ

の
浸

透
お

よ
び

改
善

策
の

検
討

〇
受

発
注

者
双

方
へ

設
計

変
更

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
活

用
状

況
や

、
設

計
変

更
協

議
に

お
け

る
概

算
金

額
の

記
載

状
況

等
を

把
握

 設
計

変
更

事
例

集
や

条
件

明
示

の
チ

ェ
ッ

ク
リ
ス

トの
拡

充
、
さ

ら
に

全
国

共
通

化
に

向
け

た
課

題
等

を
検

討
 設

計
変

更
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

を
は

じ
め

、
各

種
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

や
、

条
件

明
示

の
手

引
き

等
の

整
備

に
つ

い
て

、
他

の
発

注
機

関
の

整
備

状
況

を
把

握

2
0
1
9
年

7
～

1
2
月

Ａ
-

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
等

を
踏

ま
え

、
引

き
続

き
、

設
計

変
更

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
活

用
の

徹
底

や
現

場
へ

の
さ

ら
な

る
浸

透
方

策
等

を
検

討

1
5
9
)

公
共

土
木

工
事

に
お

け
る

工
事

費
構

成
比

の
実

態
把

握
と

適
正

な
間

接
費

の
確

保
に

向
け

た
検

討
〇

間
接

工
事

費
等

諸
経

費
動

向
調

査
の

調
査

票
を

収
集

し
分

析
報

告
書

を
作

成
、

ま
た

、
同

調
査

の
記

入
を

補
助

す
る

資
料

に
つ

い
て

見
直

し
を

実
施

2
0
2
0
年

1
月

Ａ
-

引
き

続
き

調
査

・
検

討
を

実
施

1
6
0
)

工
期

短
縮

お
よ

び
延

伸
に

伴
う
適

正
な

経
費

の
算

定
方

法
の

検
討

〇
現

場
の

実
態

を
把

握
す

る
た

め
の

ア
ン

ケ
ー

ト調
査

を
実

施
し

そ
の

結
果

を
整

理
2
0
2
0
年

1
月

Ａ
-

引
き

続
き

調
査

・
検

討
を

実
施

1
6
1
)

山
岳

トン
ネ

ル
工

事
に

お
け

る
肌

落
ち

防
止

対
策

に
関

す
る

積
算

上
の

課
題

検
討

〇
山

岳
トン

ネ
ル

工
事

の
補

助
工

法
に

使
用

さ
れ

る
ウ

レ
タ

ン
成

分
の

毒
物

劇
物

指
定

に
つ

い
て

そ
の

影
響

を
調

査
し

、
国

交
省

と
共

同
で

厚
労

省
に

対
し

て
働

き
か

け
を

実
施

2
0
1
9
年

1
0
月

Ａ
-

引
き

続
き

動
向

把
握

を
実

施

1
6
2
)

生
産

性
向

上
に

資
す

る
技

術
の

導
入

促
進

に
関

す
る

検
討

〇
標

準
積

算
工

法
の

変
更

を
最

終
目

的
と

し
て

、
現

場
の

生
産

性
向

上
や

工
事

の
品

質
向

上
に

資
す

る
既

存
技

術
を

評
価

す
る

入
札

契
約

方
式

と
工

事
契

約
後

に
導

入
可

能
と

な
る

評
価

指
標

等
を

検
討

す
る

た
め

、
生

産
性

向
上

に
寄

与
し

た
技

術
情

報
（N

E
T
IS

、
省

人
化

、
工

期
短

縮
情

報
等

）を
収

集
（今

年
度

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト工
の

み
）

2
0
1
9
年

1
1
～

1
2

月
Ａ

-
事

例
調

査
結

果
等

を
踏

ま
え

、
引

き
続

き
、

同
テ

ー
マ

に
係

る
調

査
・検

討
を

実
施

1
6
3
)

主
要

建
設

資
材

の
価

格
お

よ
び

需
給

動
向

調
査

の
実

施
〇

全
国

9
都

市
に

お
け

る
主

要
建

設
資

材
の

価
格

動
向

調
査

を
毎

月
実

施
し

、
各

地
区

に
お

け
る

市
況

、
需

給
状

況
を

把
握

毎
月

Ａ
-

引
き

続
き

調
査

を
実

施
し

、
結

果
を

共
有

す
る

こ
と

に
よ

り
、

資
機

材
調

達
に

関
す

る
動

向
を

把
握

1
6
4
)

建
設

資
材

に
関

す
る

課
題

に
つ

い
て

、
関

係
機

関
等

と
の

意
見

交
換

等
の

実
施

〇
・生

コ
ン

業
界

と
の

意
見

交
換

会
を

継
続

開
催

し
（全

国
生

コ
ン

ク
リ
ー

ト工
業

組
合

連
合

会
、

東
京

地
区

生
コ

ン
ク

リ
ー

ト協
同

組
合

）、
全

国
の

需
給

状
況

お
よ

び
現

状
抱

え
て

い
る

問
題

、
現

在
推

進
し

て
い

る
活

動
に

つ
い

て
情

報
交

換
。

東
京

オ
リ
ン

ピ
ッ

ク
・パ

ラ
リ
ン

ピ
ッ

ク
開

催
に

伴
う

交
通

規
制

の
影

響
等

に
つ

い
て

意
見

交
換

を
実

施

2
0
1
9
年

6
月

Ａ
-

意
見

交
換

、
勉

強
会

の
継

続
実

施
に

よ
り
改

善
を

要
望

、
情

報
共

有
を

図
る

・建
設

物
価

調
査

会
お

よ
び

経
済

調
査

会
と

の
意

見
交

換
会

を
継

続
開

催
し

、
今

年
度

は
重

点
要

望
項

目
2
品

目
（生

コ
ン

、
鋼

材
）に

絞
り
、

市
場

価
格

と
掲

載
価

格
の

乖
離

に
つ

い
て

、
将

来
的

に
乖

離
の

幅
を

埋
め

る
べ

く
意

見
交

換
を

実
施

2
0
1
9
年

1
1
月

2
0
1
9
年

1
2
月

・専
門

紙
記

者
等

を
招

き
、

鋼
材

関
連

勉
強

会
、
S
D
G
s･

E
S
G
に

関
す

る
勉

強
会

を
実

施
2
0
1
9
年

4
月

、
7
月

・高
力

ボ
ル

ト需
給

安
定

化
に

向
け

た
意

見
交

換
会

へ
の

参
加

2
0
1
9
年

4
月

引
き

続
き

会
議

へ
参

加
し

、
資

材
調

達
の

課
題

お
よ

び
需

給
安

定
化

に
向

け
た

、
需

要
側

、
供

給
側

、
双

方
の

対
応

に
つ

い
て

意
見

交
換

、
情

報
交

換
を

し
、
情

報
共

有
を

図
る

・建
設

資
材

需
要

連
絡

会
合

同
会

議
へ

の
オ

ブ
ザ

ー
バ

ー
参

加
2
0
1
9
年

9
月

・道
路

に
お

け
る

建
設

資
材

調
達

の
あ

り
方

委
員

会
へ

の
オ

ブ
ザ

ー
バ

ー
参

加
2
0
1
9
年

8
月

、
1
1

月

②
  

工
事

の
採

算
性

改
善

に
向

け
た

調
査

③
  

新
技

術
の

活
用

に
向

け
た

検
討

④
  

主
要

建
設

資
材

の
動

向
調

査
お

よ
び

需
給

状
況

に
応

じ
た

適
切

な
対

応



A
ct

io
n 

 （
評

価
を

踏
ま

え
た

対
応

案
、
改

善
策

）
P
la

n 
 （

2
0
1
9
年

度
計

画
）

D
o
　

（
2
0
1
9
年

度
活

動
実

績
）

C
he

ck
 （

目
標

に
照

ら
し

た
評

価
）

（
５
 ）

大
更

新
時

代
に

向
け

た
対

応
策

の
強

化
　
イ

ン
フ

ラ
再

生
委

員
会

（山
中

庸
彦

委
員

長
　

清
水

建
設

、
益

子
博

志
副

委
員

長
　
三

井
住

友
建

設
、

藤
田

謙
副

委
員

長
　
戸

田
建

設
）

1
6
5
)

イ
ン

フ
ラ

再
生

事
業

に
お

け
る

国
内

外
の

取
組

状
況

の
調

査
〇

国
交

省
な

ど
が

主
催

の
委

員
会

等
に

委
員

を
派

遣
し

情
報

を
収

集
2
0
1
9
年

4
～

1
2
月

Ａ
-

引
き

続
き

情
報

収
集

を
実

施

1
6
6
)

高
速

道
路

会
社

が
実

施
す

る
大

規
模

更
新

事
業

に
お

け
る

課
題

の
整

理
〇

部
会

所
属

会
社

に
対

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト調
査

結
果

を
整

理
2
0
1
9
年

1
2
月

Ａ
-

整
理

結
果

を
も

と
に

高
速

道
路

会
社

と
意

見
交

換
を

実
施

1
6
7
)

会
員

企
業

が
持

つ
維

持
管

理
・更

新
技

術
の

取
り
ま

と
め

〇
イ

ン
フ

ラ
更

新
事

例
を

と
り
ま

と
め

て
事

例
集

を
日

建
連

H
P
に

掲
載

2
0
1
9
年

6
月

Ａ
-

引
き

続
き

技
術

の
対

外
広

報
を

検
討

1
6
8
)

会
員

企
業

に
お

け
る

Ｂ
ＩＭ

/
Ｃ

ＩＭ
の

導
入

・活
用

事
例

に
関

す
る

調
査

〇
B
IM

/
C
IM

の
普

及
を

支
援

す
る

た
め

、
発

注
機

関
主

催
の

講
習

会
等

を
中

心
に

講
師

を
派

遣
し

、
会

員
企

業
に

お
け

る
B
IM

/
C
IM

の
導

入
・活

用
事

例
の

紹
介

や
施

工
者

か
ら

み
た

B
IM

/
C
IM

の
現

状
や

展
望

等
に

つ
い

て
講

演

2
0
1
9
年

4
～

2
0
2
0

年
3
月

Ａ
-

引
き

続
き

、
B
IM

/
C
IM

関
連

の
講

習
会

の
対

応
や

業
界

と
し

て
の

対
外

広
報

を
実

施

1
6
9
)

Ｂ
ＩＭ

/
Ｃ

ＩＭ
の

円
滑

な
導

入
・活

用
を

図
る

た
め

の
制

度
的

・技
術

的
方

策
の

検
討

〇
B
IM

/
C
IM

活
用

工
事

に
お

け
る

諸
課

題
の

抽
出

と
改

善
方

策
を

検
討

し
、

国
交

省
な

ら
び

に
B
IM

/
C
IM

を
推

進
す

る
各

関
係

機
関

の
調

査
等

へ
の

協
力

、
意

見
交

換
、
勉

強
会

等
を

適
宜

実
施

国
交

省
の

「B
IM

/
C
IM

導
入

推
進

委
員

会
」お

よ
び

各
W

G
へ

委
員

を
派

遣
し

、
施

工
者

の
立

場
か

ら
B
IM

/
C
IM

活
用

に
係

る
意

見
・
提

言
活

動
を

実
施

2
0
1
9
年

4
～

2
0
2
0

年
3
月

Ａ
-

引
き

続
き

、
業

界
と

し
て

の
意

見
・
提

言
活

動
や

関
係

機
関

へ
の

調
査

協
力

、
意

見
照

会
へ

の
協

力
を

行
う

ま
た

必
要

に
応

じ
て

国
土

交
通

本
省

等
と

実
務

者
レ

ベ
ル

の
意

見
交

換
等

を
実

施
し

、
現

場
の

実
態

に
基

づ
く
要

望
・
提

案
を

行
う

1
7
0
)

ＩＣ
Ｔ

活
用

工
事

に
関

す
る

要
領

基
準

類
や

積
算

基
準

に
関

す
る

検
討

〇
国

土
交

通
省

な
ら

び
に

IC
T
活

用
工

事
を

推
進

す
る

各
関

係
機

関
に

お
け

る
調

査
研

究
等

へ
の

協
力

や
意

見
交

換
を

実
施

IC
T
施

工
の

さ
ら

な
る

普
及

の
た

め
に

必
要

と
な

る
新

た
な

基
準

類
の

追
加

、
改

正
案

に
つ

い
て

、
国

土
交

通
省

の
公

募
を

通
じ

て
提

案

2
0
1
9
年

4
～

2
0
2
0

年
3
月

Ａ
-

引
き

続
き

、
業

界
と

し
て

の
意

見
・
提

言
活

動
や

関
係

機
関

へ
の

調
査

協
力

、
意

見
照

会
へ

の
協

力
を

行
う

ま
た

必
要

に
応

じ
て

国
土

交
通

本
省

等
と

実
務

者
レ

ベ
ル

の
意

見
交

換
等

を
実

施
し

、
現

場
の

実
態

に
基

づ
く
要

望
・
提

案
を

行
う

1
7
1
)

ロ
ボ

ッ
ト革

命
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

協
議

会
へ

の
協

力
等

〇
国

の
「ロ

ボ
ッ

ト革
命

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
協

議
会

」お
よ

び
ロ

ボ
ッ

ト利
活

用
推

進
W

G
へ

参
画

し
、
建

設
業

を
含

む
各

分
野

に
お

け
る

ロ
ボ

ッ
トの

開
発

、
利

活
用

に
つ

い
て

検
討

2
0
1
9
年

5
～

2
0
2
0
年

3
月

Ａ
-

引
き

続
き

、
業

界
と

し
て

の
意

見
・
提

言
活

動
や

関
係

機
関

へ
の

調
査

協
力

、
意

見
照

会
へ

の
協

力
を

行
う

ま
た

必
要

に
応

じ
て

国
土

交
通

本
省

等
と

実
務

者
レ

ベ
ル

の
意

見
交

換
等

を
実

施
し

、
現

場
の

実
態

に
基

づ
く
要

望
・
提

案
を

行
う

（
６
）土

木
技

術
に

関
す

る
課

題
へ

の
対

応
　

土
木

工
事

技
術

委
員

会
（大

隅
健

一
委

員
長

　
大

豊
建

設
、

松
本

伸
副

委
員

長
　
大

林
組

）

1
7
2
)

コ
ン

ク
リ
ー

ト施
工

技
術

の
向

上
に

関
す

る
調

査
研

究
〇

生
コ

ン
情

報
の

電
子

化
に

つ
い

て
、

「建
設

現
場

の
生

産
性

を
飛

躍
的

に
向

上
す

る
た

め
の

革
新

的
技

術
の

導
入

・活
用

に
関

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

(P
R
IS

M
)」

に
公

募
。
対

象
プ

ロ
ジ

ェ
ク

トに
採

用
さ

れ
、

電
子

化
し

た
生

コ
ン

情
報

の
活

用
に

関
す

る
試

行
工

事
を

実
施

2
0
1
9
年

4
～

2
0
2
0

年
3
月

Ｂ
電

子
化

し
た

生
コ

ン
情

報
の

活
用

に
よ

る
生

産
性

向
上

は
確

認
で

き
た

が
、
紙

ベ
ー

ス
提

出
資

料
の

削
減

や
建

築
工

事
へ

の
シ

ス
テ

ム
活

用
等

の
課

題
が

残
る

生
コ

ン
情

報
電

子
化

シ
ス

テ
ム

の
社

会
実

装
に

向
け

て
、

事
前

提
出

資
料

等
の

電
子

化
等

や
土

木
建

築
全

て
の

工
事

へ
の

シ
ス

テ
ム

導
入

の
推

進
策

を
検

討

コ
ン

ク
リ
ー

ト工
事

に
お

け
る

技
術

・開
発

に
関

す
る

調
査

検
討

の
一

環
と

し
て

、
阿

蘇
大

橋
災

害
復

旧
工

事
等

現
地

調
査

の
実

施
2
0
1
9
年

7
月

次
年

度
以

降
も

現
地

調
査

を
実

施

1
7
3
)

コ
ン

ク
リ
ー

トセ
ミ
ナ

ー
の

開
催

〇
東

北
支

部
の

要
請

に
応

じ
て

講
師

を
派

遣
（計

3
回

）
2
0
1
9
年

5
～

1
1
月

Ａ
-

次
年

度
以

降
も

東
北

支
部

の
要

請
に

応
じ

て
講

師
派

遣

1
7
4
)

技
術

開
発

に
伴

う
課

題
解

決
に

向
け

た
、

官
民

研
究

者
に

よ
る

意
見

交
換

会
の

開
催

〇
国

総
研

お
よ

ぶ
土

研
と

ゼ
ネ

コ
ン

研
究

所
に

よ
る

官
民

研
究

施
設

で
の

意
見

交
換

会
を

開
催

（今
年

度
は

国
総

研
つ

く
ば

研
究

所
）

2
0
2
0
年

2
月

Ａ
-

次
年

度
以

降
も

官
民

研
究

施
設

に
て

年
1
回

交
互

開
催

1
7
5
)

生
産

性
向

上
に

向
け

た
土

木
施

工
技

術
に

関
す

る
調

査
研

究
〇

人
工

知
能

(A
I)
の

土
木

施
工

技
術

へ
の

適
用

に
関

す
る

調
査

検
討

し
、
報

告
書

を
取

り
ま

と
め

中
2
0
1
9
年

4
～

2
0
2
0

年
3
月

Ａ
-

報
告

書
の

製
本

印
刷

終
了

後
に

生
産

性
向

上
に

向
け

た
土

木
施

工
技

術
に

関
す

る
新

た
な

研
究

課
題

を
検

討

1
7
6
)

技
術

の
伝

承
を

担
う

後
継

者
確

保
に

向
け

た
調

査
研

究
〇

土
木

工
学

系
大

学
生

を
対

象
と

し
た

出
前

講
座

を
首

都
圏

を
中

心
に

2
1

大
学

で
実

施
、
約

1
7
0
0
名

受
講

2
0
1
9
年

4
～

2
0
2
0

年
1
月

Ａ
-

次
年

度
以

降
も

首
都

圏
大

学
を

中
心

に
出

前
講

座
を

実
施

1
7
7
)

環
境

関
連

技
術

に
関

す
る

調
査

研
究

〇
グ

リ
ー

ン
・イ

ン
フ

ラ
ス

トラ
ク

チ
ャ

ー
の

取
組

み
状

況
を

ま
と

め
た

報
告

書
を

日
建

連
会

員
向

け
に

作
成

2
0
1
9
年

4
～

2
0
2
0

年
3
月

Ａ
-

報
告

書
を

日
建

連
Ｈ

Ｐ
に

掲
載

後
に

環
境

関
連

技
術

に
関

す
る

新
た

な
研

究
課

題
を

検
討

1
7
8
)

コ
ン

ク
リ
ー

ト構
造

物
の

維
持

管
理

・補
修

に
関

す
る

技
術

研
修

会
の

実
施

〇
コ

ン
ク

リ
ー

ト構
造

物
の

維
持

管
理

・補
修

に
関

す
る

技
術

研
修

会
に

講
師

1
2
名

を
派

遣
2
0
1
9
年

1
1
月

Ａ
-

次
年

度
以

降
も

講
師

を
派

遣

1
7
9
)

若
手

建
設

技
術

者
の

た
め

の
施

工
技

術
の

基
礎

に
関

す
る

研
修

会
の

実
施

〇
若

手
建

設
技

術
者

の
た

め
の

施
工

技
術

の
基

礎
に

関
す

る
研

修
会

に
講

師
1
2
名

を
派

遣
2
0
1
9
年

5
月

Ａ
-

次
年

度
以

降
も

講
師

を
派

遣

1
8
0
)

新
技

術
・新

工
法

講
習

会
に

関
す

る
技

術
研

修
会

の
開

催
〇

新
技

術
・新

工
法

に
関

す
る

技
術

講
習

会
の

開
催

2
0
2
0
年

2
月

Ａ
-

次
年

度
以

降
も

講
習

会
を

実
施

委
員

会
委

員
を

対
象

と
し

た
現

場
研

修
会

の
開

催
2
0
1
9
年

1
0
月

次
年

度
以

降
も

現
場

研
修

会
を

実
施

1
8
1
)

電
子

検
査

・電
子

納
品

に
関

す
る

調
査

研
究

〇
電

子
検

査
、

電
子

納
品

の
実

態
調

査
を

実
施

2
0
1
9
年

7
月

Ａ
-

次
年

度
も

継
続

実
施

1
8
2
)

受
発

注
者

間
の

情
報

共
有

シ
ス

テ
ム

に
関

す
る

調
査

研
究

〇
オ

ン
ラ

イ
ン

電
子

納
品

に
関

す
る

検
討

、
高

知
県

建
設

業
協

会
と

の
意

見
交

換
会

実
施

2
0
1
9
年

7
～

2
0
2
0

年
3
月

Ａ
-

次
年

度
も

継
続

実
施

1
8
3
)

土
木

工
事

に
お

け
る

情
報

通
信

お
よ

び
情

報
活

用
技

術
等

に
関

す
る

検
討

〇
土

木
分

野
で

の
ロ

ボ
ッ

ト技
術

に
関

す
る

検
討

、
ロ

ボ
ッ

ト化
先

進
企

業
視

察
2
0
1
9
年

4
～

2
0
2
0

年
3
月

Ａ
-

次
年

度
も

継
続

実
施

再
生

戦
略

部
会

(樋
口

 義
弘

部
会

長
　

清
水

建
設

)

技
術

部
会

(弘
末

 文
紀

部
会

長
　

安
藤

・間
)

コ
ン

ク
リ
ー

ト技
術

部
会

(笠
井

和
弘

部
会

長
飛

島
建

設
)

土
木

技
術

開
発

部
会

(岩
永

克
也

部
会

長
西

松
建

設
)

土
木

技
術

研
究

部
会

(古
市

耕
輔

部
会

長
鹿

島
建

設
)

環
境

技
術

部
会

(山
本

 彰
部

会
長

　
大

林
組

)

土
木

技
術

研
修

部
会

(長
谷

川
 弘

明
部

会
長

　
三

井
住

友
建

設
)

土
木

情
報

技
術

部
会

(今
石

尚
部

会
長

　
大

成
建

設
)

①
  

土
木

技
術

開
発

に
関

す
る

調
査

研
究

②
  

土
木

技
術

に
関

す
る

研
修

会
等

の
開

催

③
  

土
木

工
事

に
お

け
る

情
報

通
信

技
術

等
に

関
す

る
調

査
研

究

②
  

Ｂ
ＩＭ

/
Ｃ

ＩＭ
の

導
入

推
進

お
よ

び
３
次

元
デ

ー
タ

等
の

利
活

用
に

向
け

た
検

討

③
  

ＩＣ
Ｔ

を
活

用
し

た
建

設
生

産
シ

ス
テ

ム
の

効
率

化
(i
-C

o
ns

tr
uc

ti
on

)に
関

す
る

検
討

④
  

無
人

化
お

よ
び

自
動

化
・ロ

ボ
ッ

ト
化

技
術

の
実

用
化

に
向

け
た

検
討

①
  

維
持

管
理

・更
新

等
の

イ
ン

フ
ラ

再
生

事
業

に
関

す
る

調
査

検
討



A
ct

io
n 

 （
評

価
を

踏
ま

え
た

対
応

案
、
改

善
策

）
P
la

n 
 （

2
0
1
9
年

度
計

画
）

D
o
　

（
2
0
1
9
年

度
活

動
実

績
）

C
he

ck
 （

目
標

に
照

ら
し

た
評

価
）

1
8
4
)

「
わ

か
り
や

す
い

土
木

施
工

入
門

（仮
称

）」
の

作
成

〇
ゼ

ネ
コ

ン
お

よ
び

サ
ブ

コ
ン

の
社

員
研

修
用

テ
キ

ス
トと

し
て

、
更

に
は

大
学

・
高

専
・専

門
学

校
・工

業
高

校
の

「土
木

施
工

」の
サ

ブ
テ

キ
ス

トと
し

て
利

用
さ

れ
る

こ
と

を
主

眼
と

し
、
土

木
技

術
研

修
部

会
を

主
担

当
と

し
て

委
員

会
全

体
で

執
筆

に
取

組
み

中

2
0
1
9
年

4
～

2
0
2
0

年
3
月

Ｂ
当

初
の

執
筆

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
対

し
て

や
や

遅
れ

気
味

だ
が

、
2
0
2
1
年

度
初

め
の

完
成

を
目

指
し

、
執

筆
作

業
中

次
年

度
以

降
も

執
筆

作
業

を
継

続

土
木

学
会

主
催

「未
来

の
土

木
コ

ン
テ

ス
ト2

0
2
0
」へ

の
協

賛
（準

備
委

員
会

に
事

務
局

が
参

加
）

2
0
1
9
年

9
月

～
土

木
学

会
が

3
年

毎
に

開
催

す
る

小
学

生
対

象
の

コ
ン

テ
ス

トへ
の

協
力

（2
0
2
0
年

9
月

～
2
0
2
1
年

1
月

に
本

格
活

動
予

定
）

国
総

研
共

同
研

究
「道

路
橋

の
性

能
評

価
技

術
に

関
す

る
共

同
研

究
」に

P
C
建

協
、

橋
建

協
、
建

コ
ン

協
と

と
も

に
参

加
2
0
2
0
年

2
月

～

阪
神

高
速

道
路

㈱
「大

阪
湾

岸
道

路
西

伸
部

長
大

橋
に

関
す

る
橋

梁
主

塔
ア

ン
ケ

ー
ト調

査
」へ

の
協

力
2
0
1
9
年

5
月

日
本

下
水

道
新

技
術

機
構

「下
水

道
管

渠
の

難
工

事
箇

所
へ

の
補

強
工

事
方

法
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト調

査
」へ

の
協

力
2
0
1
9
年

7
月

泥
土

リ
サ

イ
ク

ル
協

会
「コ

ン
ク

リ
ー

ト塊
の

処
理

と
再

生
利

用
に

関
す

る
実

態
把

握
と

意
識

調
査

」へ
の

協
力

2
0
1
9
年

8
月

（
７
）電

力
施

設
建

設
の

推
進

　
電

力
・エ

ネ
ル

ギ
ー

工
事

委
員

会
（福

富
正

人
委

員
長

　
安

藤
・間

、
池

田
謙

太
郎

副
委

員
長

　
清

水
建

設
）

1
8
5
)

電
力

土
木

構
造

物
の

施
工

技
術

等
に

関
す

る
調

査
〇

電
力

土
木

分
野

へ
活

用
が

期
待

で
き

る
新

技
術

・新
工

法
の

収
集

及
び

周
知

方
法

の
検

討
・事

例
収

集
及

び
技

術
情

報
シ

ー
トの

作
成

・日
建

連
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
検

索
エ

ン
ジ

ン
の

開
設

2
0
1
9
年

4
月

～
2
0
2
0
年

3
月

Ａ
-

電
力

土
木

分
野

へ
活

用
が

期
待

で
き

る
新

技
術

・
新

工
法

の
収

集
及

び
発

注
者

へ
の

広
報

活
動

・
電

力
各

社
へ

の
新

技
術

・
新

工
法

検
索

エ
ン

ジ
ン

の
普

及
及

び
次

期
テ

ー
マ

選
定

の
た

め
需

要
を

調
査

・
新

技
術

・
新

工
法

事
例

の
更

新
1
8
6
)

電
力

土
木

に
お

け
る

新
技

術
・新

工
法

（Ｉ
ｏ
Ｔ

、
Ａ

Ｉを
含

む
）に

関
す

る
調

査
研

究
〇

同
上

2
0
1
9
年

4
月

～
2
0
2
0
年

3
月

Ａ
-

同
上

1
8
7
)

電
力

施
設

の
建

設
需

要
等

に
関

す
る

調
査

研
究

〇
発

送
電

分
離

や
電

力
自

由
化

等
の

新
た

な
市

場
検

討
及

び
ネ

ル
ギ

ー
分

野
の

動
向

に
関

す
る

調
査

研
究

・各
種

講
演

会
等

へ
の

参
加

、
収

集
し

た
情

報
の

共
有

2
0
1
9
年

4
月

～
2
0
2
0
年

3
月

Ａ
-

発
送

電
分

離
や

電
力

自
由

化
等

の
新

た
な

市
場

検
討

及
び

ネ
ル

ギ
ー

分
野

の
動

向
に

関
す

る
調

査
研

究
の

継
続

1
8
8
)

新
技

術
の

開
発

・利
用

や
技

術
の

継
承

等
に

関
す

る
電

力
関

係
者

と
の

意
見

交
換

会
の

実
施

〇
電

力
関

連
機

関
・学

識
経

験
者

の
講

演
及

び
意

見
交

換
の

実
施

2
0
1
9
年

4
月

～
2
0
2
0
年

3
月

Ａ
-

電
力

関
連

機
関

・
学

識
経

験
者

の
講

演
及

び
意

見
交

換
の

継
続

・「
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
原

子
力

の
将

来
に

つ
い

て
」

　
東

京
理

科
大

学
大

学
院

経
営

学
研

究
科

教
授

　
橘

川
武

郎
氏

2
0
1
9
年

7
月

・「
原

子
力

発
電

所
廃

止
措

置
の

現
状

と
課

題
に

つ
い

て
」

　
日

本
原

子
力

発
電

株
式

会
社

　
常

務
執

行
役

員
廃

止
措

置
ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ

推
進

室
長

　
山

内
豊

明
氏

2
0
1
9
年

1
2
月

1
8
9
)

建
設

技
術

の
高

度
化

や
生

産
性

向
上

を
目

的
と

し
た

、
研

究
機

関
の

視
察

や
講

習
会

へ
の

参
加

及
び

講
師

派
遣

〇
電

力
土

木
技

術
協

会
と

共
催

に
て

秋
季

講
演

と
見

学
会

を
実

施
・黒

部
川

電
力

株
式

会
社

　
新

姫
川

第
六

発
電

所
新

設
工

事
見

学
2
0
1
9
年

1
0
月

Ａ
-

電
力

土
木

技
術

協
会

と
共

催
に

て
秋

季
講

演
と

見
学

会
を

開
催

先
端

技
術

を
担

う
研

究
機

関
等

の
視

察
や

意
見

交
換

会
の

実
施

先
端

技
術

を
担

う
研

究
機

関
等

の
視

察
や

意
見

交
換

会
の

継
続

・四
国

電
力

株
式

会
社

　
分

水
第

1
～

第
4
発

電
所

、
本

川
発

電
所

見
学

2
0
1
9
年

1
0
月

・独
立

行
政

法
人

水
資

源
機

構
　

早
明

浦
ダ

ム
見

学
2
0
1
9
年

1
0
月

第
6
2
回

電
力

土
木

講
習

会
に

お
け

る
「技

術
紹

介
」

2
0
2
0
年

2
月

電
力

土
木

講
習

会
に

お
け

る
「
技

術
紹

介
」
の

継
続

・「
ア

ク
テ

ィ
ブ

消
音

シ
ス

テ
ム

の
開

発
」

・「
臨

場
型

遠
隔

映
像

シ
ス

テ
ム

」

・「
風

力
発

電
施

設
建

設
に

お
け

る
ウ

イ
ン

ド
リ
フ

ト工
法

」

1
9
0
)

電
力

土
木

技
術

協
会

等
へ

の
委

員
派

遣
お

よ
び

関
連

の
講

習
会

等
へ

の
参

加
〇

電
土

協
各

委
員

会
へ

の
委

員
の

派
遣

、
会

誌
「電

力
土

木
」へ

の
寄

稿
お

よ
び

座
談

会
へ

の
参

加
2
0
1
9
年

4
月

～
2
0
2
0
年

3
月

Ａ
-

電
土

協
各

委
員

会
へ

の
委

員
の

派
遣

、
会

誌
「
電

力
土

木
」へ

の
寄

稿
お

よ
び

座
談

会
参

加
の

継
続

・電
土

協
企

画
委

員
会

、
編

集
委

員
会

、
表

彰
委

員
会

へ
委

員
を

派
遣

し
、
当

委
員

会
活

動
と

の
連

携
を

図
る

と
と

も
に

、
電

力
土

木
誌

へ
各

社
の

技
術

情
報

を
紹

介

2
0
1
9
年

4
月

～
2
0
2
0
年

3
月

1
9
1
)

電
力

・ガ
ス

工
事

に
お

け
る

働
き

方
改

革
実

現
に

向
け

た
課

題
の

把
握

と
改

善
策

の
検

討
〇

建
設

業
の

働
き

方
改

革
に

関
す

る
連

絡
会

議
（電

力
・ガ

ス
）へ

の
出

席
及

び
検

討
事

項
へ

の
対

応
2
0
1
9
年

4
月

～
2
0
2
0
年

3
月

Ａ
-

建
設

業
の

働
き

方
改

革
に

関
す

る
連

絡
会

議
（
電

力
・
ガ

ス
）へ

の
出

席
及

び
検

討
事

項
へ

の
対

応
の

継
続

・国
土

交
通

省
「建

設
工

事
に

お
け

る
適

正
な

工
期

設
定

等
の

た
め

の
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

」第
２
次

改
訂

へ
の

意
見

提
出

2
0
1
9
年

7
月

・国
土

交
通

省
「民

間
工

事
に

係
る

週
休

2
日

実
施

事
例

」の
新

規
事

例
追

加
調

査
（電

力
・ガ

ス
分

野
）へ

の
協

力
2
0
1
9
年

1
2
月

・2
0
1
9
年

度
円

滑
な

施
工

の
確

保
に

関
す

る
調

査
へ

の
協

力
2
0
1
9
年

1
1
月

技
術

部
会

（
大

西
徳

治
部

会
長

　
西

松
建

設
）

企
画

情
報

部
会

（清
水

穂
高

部
会

長
　

安
藤

・間
）

③
  

電
力

・ガ
ス

工
事

に
お

け
る

働
き

方
改

革
へ

の
対

応

①
  

電
力

施
設

の
建

設
技

術
に

関
す

る
調

査
研

究
及

び
普

及

②
  

電
力

施
設

の
建

設
技

術
に

関
す

る
関

係
機

関
と

の
連

携

④
  

大
学

・高
専

等
の

土
木

施
工

講
座

お
よ

び
ゼ

ネ
コ

ン
・サ

ブ
コ

ン
等

の
社

員
研

修
用

の
教

材
の

作
成

※
  

事
業

計
画

に
な

か
っ

た
項

目



A
ct

io
n 

 （
評

価
を

踏
ま

え
た

対
応

案
、
改

善
策

）
P
la

n 
 （

2
0
1
9
年

度
計

画
）

D
o
　

（
2
0
1
9
年

度
活

動
実

績
）

C
he

ck
 （

目
標

に
照

ら
し

た
評

価
）

（
８
）鉄

道
建

設
事

業
の

推
進

　
鉄

道
工

事
委

員
会

　
（伊

藤
泰

司
委

員
長

　
鉄

建
建

設
、
木

村
　

宏
副

委
員

長
　
鹿

島
建

設
、

小
寺

健
司

副
委

員
長

　
奥

村
組

）

1
9
2
)

鉄
道

構
造

物
構

築
の

省
力

化
等

施
工

技
術

の
調

査
研

究
お

よ
び

施
工

実
態

を
踏

ま
え

た
改

善
点

の
調

査
研

究
△

鉄
道

構
造

物
へ

の
プ

レ
キ

ャ
ス

ト導
入

の
検

討
の

た
め

、
国

土
交

通
省

等
の

工
事

に
関

す
る

資
料

を
収

集
中

随
時

Ｂ
国

交
省

等
の

工
事

に
関

す
る

資
料

は
収

集
中

で
あ

る
。

鉄
道

構
造

物
へ

の
導

入
に

つ
い

て
の

課
題

等
の

検
討

を
開

始
し

た
が

結
論

に
至

っ
て

い
な

い

継
続

し
て

資
料

収
集

を
進

め
る

と
と

も
に

課
題

等
に

つ
い

て
検

討
を

進
め

る

1
9
3
)

鉄
道

建
設

工
事

技
術

者
の

技
術

力
向

上
お

よ
び

鉄
道

固
有

技
術

の
承

継
の

た
め

の
「
鉄

道
建

設
工

事
技

術
講

習
会

」の
開

催
〇

鉄
道

固
有

技
術

の
講

習
会

を
全

国
6
地

区
で

7
回

（東
京

2
回

）、
延

べ
7
9
0
名

の
参

加
を

得
て

実
施

2
0
1
9
年

8
～

1
0
月

Ａ
-

技
術

講
習

会
は

、
今

後
も

テ
キ

ス
ト
等

を
改

定
し

な
が

ら
継

続
的

に
実

施

1
9
4
)

工
事

発
注

か
ら

完
工

ま
で

の
間

の
契

約
、
積

算
に

関
す

る
諸

課
題

の
抽

出
と

改
善

策
の

検
討

〇
鉄

道
・運

輸
機

構
の

契
約

積
算

に
関

す
る

説
明

会
の

開
催

。
積

算
要

領
の

改
定

事
項

な
ど

の
会

員
企

業
へ

の
情

報
提

供
を

実
施

2
0
1
9
年

4
月

情
報

提
供

は
随

時
Ａ

-
鉄

道
・
運

輸
機

構
の

契
約

積
算

に
関

す
る

説
明

会
は

、
今

後
も

継
続

し
て

実
施

1
9
5
)

鉄
道

・運
輸

機
構

等
の

発
注

者
と

の
鉄

道
工

事
の

採
算

性
改

善
に

向
け

た
意

見
交

換
会

等
の

実
施

〇
採

算
性

お
よ

び
改

善
要

望
事

項
の

ア
ン

ケ
ー

ト調
査

を
実

施
・分

析
し

要
望

の
取

り
ま

と
め

を
行

っ
た

2
0
1
9
年

6
～

1
0
月

Ａ
-

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
は

採
算

率
や

意
見

交
換

会
テ

ー
マ

の
基

礎
デ

ー
タ

で
あ

り
、

今
後

も
継

続
し

て
実

施
。

早
め

の
回

答
票

配
布

に
努

め
る

意
見

交
換

会
は

継
続

し
て

実
施

。
テ

ー
マ

の
絞

り
込

み
検

討

・発
注

機
関

別
利

益
率

調
査

の
実

施
・分

析
2
0
1
9
年

6
～

1
0
月

・鉄
道

・運
輸

機
構

役
員

お
よ

び
幹

部
職

員
と

の
意

見
交

換
会

を
開

催
2
0
1
9
年

1
1
月

・J
R
東

日
本

と
の

意
見

交
換

会
を

開
催

2
0
2
0
年

2
月

1
9
6
)

国
土

強
靭

化
の

た
め

の
鉄

道
路

線
強

化
計

画
等

の
資

料
収

集
並

び
に

技
術

的
可

能
性

に
対

す
る

調
査

研
究

〇
北

海
道

新
幹

線
（札

幌
・旭

川
間

）、
東

九
州

新
幹

線
(小

倉
・大

分
間

）の
2
路

線
に

つ
い

て
、

報
告

書
・パ

ン
フ

レ
ッ

トを
作

成
新

規
路

線
（北

海
道

新
幹

線
南

回
り
、

羽
越

新
幹

線
、
山

陰
新

幹
線

、
上

越
新

幹
線

）に
つ

い
て

そ
れ

ぞ
れ

W
G
を

設
置

し
て

調
査

・検
討

を
開

始

2
0
2
0
年

3
月

2
0
1
9
年

7
月

～
2
0
2
0
年

3
月

Ａ
-

4
新

規
路

線
の

W
G
に

て
調

査
・
検

討
を

継
続

1
9
7
)

鉄
道

建
設

の
理

解
促

進
に

向
け

た
「鉄

道
交

通
講

演
会

」の
開

催
〇

経
団

連
ホ

ー
ル

に
て

「 
鉄

道
交

通
講

演
会

」を
開

催
2
0
2
0
年

2
月

Ａ
-

今
後

も
継

続
し

て
開

催

1
9
8
)

我
が

国
鉄

道
技

術
の

海
外

活
用

、
鉄

道
事

業
参

画
等

に
関

す
る

諸
課

題
の

検
討

〇
2
0
1
8
年

の
法

律
改

正
に

よ
り
新

設
さ

れ
た

鉄
道

・運
輸

機
構

の
国

際
業

務
に

つ
い

て
、

同
機

構
か

ら
講

師
を

招
き

、
研

修
講

座
を

開
催

し
、
海

外
鉄

道
事

業
参

画
へ

の
諸

課
題

に
つ

い
て

検
討

を
行

っ
た

2
0
1
9
年

1
1
月

Ａ
-

鉄
道

技
術

の
海

外
展

開
、
鉄

道
事

業
へ

の
参

画
に

関
す

る
検

討
を

継
続

1
9
9
)

諸
外

国
の

高
速

鉄
道

等
整

備
動

向
等

の
情

報
収

集
の

実
施

〇
2
0
1
8
年

の
法

律
改

正
に

よ
り
新

設
さ

れ
た

鉄
道

・運
輸

機
構

の
国

際
業

務
に

つ
い

て
、

同
機

構
か

ら
講

師
を

招
き

、
研

修
講

座
を

開
催

し
、
イ

ン
ド
高

速
鉄

道
ほ

か
海

外
鉄

道
プ

ロ
ジ

ェ
ク

トに
関

す
る

情
報

提
供

を
受

け
た

2
0
1
9
年

1
1
月

Ａ
-

海
外

に
お

け
る

鉄
道

整
備

の
動

向
に

関
す

る
情

報
収

集
を

継
続

2
0
0
)

イ
ン

ド
高

速
鉄

道
に

お
け

る
イ

ン
ド
民

間
建

設
企

業
へ

の
技

能
研

修
協

力
（鉄

道
・運

輸
機

構
か

ら
の

受
託

）【
新

規
】

〇
会

員
各

社
が

保
有

す
る

施
工

管
理

等
の

教
材

等
か

ら
技

能
研

修
に

使
用

す
る

テ
キ

ス
トを

編
集

中
2
0
2
0
年

2
～

3
月

Ａ
-

技
術

者
研

修
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
や

研
修

施
設

の
検

討
を

行
い

、
技

術
者

研
修

を
実

施

2
0
1
)

列
車

運
行

に
起

因
す

る
時

間
的

制
約

を
受

け
る

鉄
道

工
事

に
お

け
る

週
休

二
日

の
導

入
や

長
時

間
労

働
の

是
正

に
向

け
た

課
題

の
抽

出
と

改
善

策
の

検
討

〇
・週

休
二

日
実

施
率

調
査

の
実

施
鉄

道
工

事
に

お
け

る
週

休
二

日
実

施
状

況
を

把
握

す
る

た
め

、
日

建
連

全
体

で
実

施
し

て
い

る
週

休
二

日
実

現
行

動
計

画
2
0
1
8
年

度
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

調
査

結
果

か
ら

鉄
道

工
事

の
再

集
計

調
査

を
実

施

2
0
1
9
年

6
～

7
月

Ａ
-

週
休

二
日

実
施

率
調

査
や

円
滑

な
施

工
の

確
保

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト調
査

等
は

継
続

し
て

実
施

上
記

の
調

査
結

果
か

ら
分

析
を

継
続

し
、

建
設

業
の

働
き

方
改

革
に

関
す

る
鉄

道
関

係
連

絡
会

議
と

連
携

し
な

が
ら

実
現

可
能

な
働

き
方

改
革

の
方

策
に

つ
い

て
検

討
を

進
め

る
・働

き
方

改
革

検
討

専
門

部
会

の
構

成
会

社
か

ら
鉄

道
関

係
の

働
き

方
改

革
の

取
組

み
状

況
及

び
実

施
状

況
調

査
を

実
施

2
0
1
9
年

6
～

7
月

・2
0
1
8
年

度
に

実
施

し
た

鉄
道

保
守

工
事

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト調
査

結
果

を
比

較
・分

析
2
0
1
9
年

9
月

・上
記

調
査

等
の

結
果

を
第

5
回

建
設

業
の

働
き

方
改

革
に

関
す

る
鉄

道
関

係
連

絡
会

議
で

発
表

2
0
1
9
年

9
月

・昨
年

度
の

ア
ン

ケ
ー

ト調
査

結
果

と
比

較
す

る
た

め
、
円

滑
な

施
工

の
確

保
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト調

査
の

中
か

ら
鉄

道
関

係
に

必
要

な
設

問
を

選
定

し
て

ア
ン

ケ
ー

トを
実

施

2
0
1
9
年

1
1
～

1
2

月

・週
休

二
日

実
施

率
調

査
の

実
施

2
0
1
8
年

度
に

引
続

き
、

2
0
1
9
年

度
上

期
調

査
結

果
か

ら
鉄

道
工

事
の

再
集

計
調

査
を

実
施

2
0
2
0
年

1
月

（
９
）海

洋
開

発
建

設
事

業
の

推
進

　
海

洋
開

発
委

員
会

　
（武

澤
恭

司
委

員
長

　
東

洋
建

設
、
野

口
哲

史
副

委
員

長
　

五
洋

建
設

、
池

田
謙

太
郎

副
委

員
長

　
清

水
建

設
、
安

部
吉

生
副

委
員

長
　

大
成

建
設

）

①
  

改
定

さ
れ

た
海

洋
基

本
計

画
に

基
づ

く
主

要
な

課
題

に
関

す
る

調
査

研
究

2
0
2
)

洋
上

風
力

発
電

の
事

業
化

促
進

に
関

す
る

調
査

研
究

〇
沿

岸
域

の
着

床
式

風
力

発
電

等
の

事
業

化
促

進
に

関
す

る
調

査
研

究
2
0
1
9
年

4
月

～
2
0
2
0
年

3
月

Ａ
-

沿
岸

域
の

着
床

式
風

力
発

電
等

の
事

業
化

促
進

に
関

す
る

調
査

研
究

の
継

続

・国
内

外
の

最
新

動
向

に
つ

い
て

の
調

査
の

完
了

・事
業

化
促

進
に

向
け

た
課

題
・要

望
を

調
査

・北
九

州
浮

体
式

風
力

発
電

の
現

地
調

査

・洋
上

風
力

発
電

を
議

題
と

し
た

経
団

連
海

洋
開

発
推

進
特

別
委

員
会

に
参

画

海
洋

基
本

計
画

推
進

部
会

（
池

尻
一

仁
部

会
長

　
大

成
建

設
）

⑤
  

鉄
道

工
事

に
お

け
る

働
き

方
改

革
実

現
に

向
け

た
取

組
み

①
  

鉄
道

施
工

技
術

に
関

す
る

調
査

研
究

と
技

術
力

の
向

上
に

関
す

る
取

組
み

②
  

鉄
道

工
事

の
契

約
、
積

算
上

の
課

題
の

改
善

に
関

す
る

取
組

み

施
工

技
術

部
会

（高
橋

浩
一

部
会

長
　

戸
田

建
設

）

契
約

積
算

部
会

（笠
井

高
志

部
会

長
　

鉄
建

建
設

）

企
画

情
報

部
会

（中
山

範
一

部
会

長
　

熊
谷

組
）

海
外

事
業

研
究

部
会

（塙
守

幸
部

会
長

大
林

組
）

働
き

方
改

革
検

討
専

門
部

会
（
藤

森
伸

一
専

門
部

会
長

　
鉄

建
建

設
）

③
  

鉄
道

路
線

強
化

に
向

け
た

取
組

み

④
  

我
が

国
鉄

道
技

術
の

海
外

事
業

へ
の

展
開

に
関

す
る

研
究



A
ct

io
n 

 （
評

価
を

踏
ま

え
た

対
応

案
、
改

善
策

）
P
la

n 
 （

2
0
1
9
年

度
計

画
）

D
o
　

（
2
0
1
9
年

度
活

動
実

績
）

C
he

ck
 （

目
標

に
照

ら
し

た
評

価
）

2
0
3
)

新
た

な
海

洋
産

業
等

の
創

出
支

援
に

関
す

る
調

査
研

究
〇

海
底

鉱
物

資
源

の
開

発
を

支
え

る
拠

点
の

検
討

及
び

北
極

海
航

路
の

活
用

を
支

え
る

拠
点

の
検

討
に

関
す

る
調

査
研

究
2
0
1
9
年

4
月

～
2
0
2
0
年

3
月

Ａ
-

作
業

中
の

報
告

書
（
そ

の
３
）
を

完
成

さ
せ

、
現

在
検

討
し

て
い

る
海

洋
基

本
計

画
推

進
に

資
す

る
課

題
に

取
り
組

む

・海
底

鉱
物

資
源

、
北

極
海

航
路

に
つ

い
て

の
現

況
を

と
り
ま

と
め

た
報

告
書

(そ
の

３
)を

と
り
ま

と
め

作
業

中

・J
A
M

S
T
E
C
高

知
コ

ア
研

究
所

等
を

現
地

調
査

・次
海

洋
基

本
計

画
推

進
に

資
す

る
検

討
課

題
を

整
理

し
、

次
期

テ
ー

マ
を

検
討

中

2
0
4
)

維
持

管
理

・リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

技
術

に
関

す
る

調
査

研
究

〇
港

湾
施

設
の

維
持

管
理

・更
新

等
の

課
題

へ
の

対
応

に
関

す
る

調
査

研
究

2
0
1
9
年

4
月

～
2
0
1
9
年

7
月

F

・「
海

洋
・港

湾
構

造
物

の
維

持
管

理
・リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
技

術
調

査
報

告
書

」
印

刷
発

行
新

た
に

港
湾

・
海

岸
イ

ン
フ

ラ
の

強
靭

化
技

術
に

関
す

る
調

査
研

究
を

行
う

・稚
内

港
港

湾
施

設
の

現
地

調
査

・「
港

湾
施

設
の

維
持

管
理

・リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

技
術

の
調

査
研

究
」は

2
0
1
9

年
7
月

で
終

了
し

、
8
月

よ
り
「港

湾
・海

岸
イ

ン
フ

ラ
の

強
靭

化
の

調
査

研
究

」に
取

り
組

ん
だ

2
0
5
)

今
後

の
海

洋
開

発
に

関
連

す
る

建
設

技
術

等
に

関
す

る
調

査
研

究
〇

海
洋

開
発

に
お

け
る

建
設

シ
ス

テ
ム

の
合

理
化

改
善

へ
向

け
て

の
技

術
開

発
の

提
案

に
関

す
る

調
査

研
究

2
0
1
9
年

4
月

～
2
0
1
9
年

7
月

F

・「
海

洋
開

発
に

お
け

る
合

理
化

改
善

に
関

す
る

調
査

報
告

書
」発

行

・「
今

後
の

海
洋

開
発

に
関

連
す

る
建

設
技

術
等

に
関

す
る

調
査

研
究

」は
2
0
1
9
年

7
月

で
終

了
。
8
月

よ
り
「我

が
国

の
海

洋
開

発
技

術
の

海
外

展
開

の
調

査
研

究
」に

取
り
組

む

新
た

に
我

が
国

の
海

洋
開

発
技

術
の

海
外

展
開

に
関

す
る

調
査

研
究

を
行

う

2
0
6
)

空
港

の
処

理
容

量
拡

大
に

関
す

る
調

査
研

究
〇

訪
日

外
国

人
2
0
3
0
年

6
,0

0
0
万

人
に

対
応

す
る

た
め

の
空

港
イ

ン
フ

ラ
の

あ
り
方

に
関

す
る

調
査

研
究

2
0
1
9
年

4
月

～
2
0
2
0
年

3
月

Ａ
-

首
都

圏
空

港
の

機
能

向
上

の
た

め
必

要
と

な
る

技
術

等
の

課
題

に
つ

い
て

検
討

す
る

・「
中

部
空

港
第

二
滑

走
路

用
地

造
成

に
関

す
る

概
略

施
工

検
討

書
」作

成 ・上
記

の
検

討
書

に
関

し
て

、
中

部
地

方
整

備
局

、
中

部
国

際
空

港
（株

）
と

の
意

見
交

換
会

を
実

施

・オ
リ
パ

ラ
後

の
首

都
圏

空
港

の
技

術
的

課
題

に
つ

い
て

検
討

し
、
次

年
度

以
降

の
検

討
を

整
理

し
た

2
0
7
)

空
港

タ
ー

ミ
ナ

ル
地

区
の

新
設

、
再

編
計

画
に

関
す

る
調

査
研

究
〇

那
覇

空
港

の
将

来
構

想
に

関
す

る
調

査
研

究
2
0
1
9
年

4
月

～
2
0
2
0
年

3
月

Ａ
-

首
都

圏
空

港
の

機
能

向
上

の
た

め
必

要
と

な
る

技
術

等
の

課
題

に
つ

い
て

検
討

す
る

・報
告

書
「那

覇
空

港
の

将
来

構
想

検
討

－
内

水
面

活
用

の
可

能
性

－
」

報
告

書
作

成

・上
記

の
報

告
書

完
成

後
、
新

た
な

課
題

に
取

り
組

む

・オ
リ
パ

ラ
後

の
首

都
圏

空
港

の
機

能
向

上
策

に
つ

い
て

、
次

年
度

以
降

の
検

討
課

題
を

整
理

し
た

2
0
8
)

空
港

の
ア

ク
セ

ス
に

関
す

る
調

査
研

究
〇

新
千

歳
空

港
鉄

道
ア

ク
セ

ス
、

タ
ー

ミ
ナ

ル
地

区
に

関
す

る
調

査
研

究
2
0
1
9
年

4
月

～
2
0
2
0
年

3
月

Ａ
-

利
便

性
向

上
の

た
め

の
検

討
成

果
を

分
か

り
や

す
く
と

り
ま

と
め

る
首

都
圏

空
港

の
機

能
向

上
の

た
め

必
要

と
な

る
技

術
等

の
課

題
に

つ
い

て
検

討
す

る

・新
千

歳
空

港
鉄

道
ア

ク
セ

ス
に

つ
い

て
、

2
0
1
8
年

度
ま

で
の

大
規

模
展

開
等

の
案

を
踏

ま
え

ニ
ー

ズ
調

査
を

行
い

利
便

性
向

上
の

た
め

の
検

討
を

行
い

成
果

を
取

り
ま

と
め

た

・オ
リ
パ

ラ
後

の
首

都
圏

空
港

の
空

港
ア

ク
セ

ス
の

技
術

的
課

題
に

つ
い

て
検

討
し

、
次

年
度

以
降

の
検

討
を

整
理

し
た

④
  

海
洋

の
開

発
、
利

用
お

よ
び

環
境

の
保

全
等

に
関

す
る

情
報

の
収

集
と

発
信

2
0
9
)

海
洋

の
建

設
技

術
に

つ
い

て
の

外
部

講
師

に
よ

る
講

演
会

の
開

催
、
現

地
調

査
の

実
施

〇
委

員
会

開
催

時
に

外
部

講
師

を
招

き
、

海
洋

に
お

け
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
トや

建
設

技
術

等
に

つ
い

て
情

報
収

集
Ａ

-
委

員
会

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
内

容
を

検
討

し
な

が
ら

継
続

・「
空

港
に

お
け

る
統

括
的

災
害

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト」

国
土

交
通

省
航

空
局

大
規

模
自

然
災

害
対

策
本

部
長

　
松

永
康

男
氏

2
0
1
9
年

7
月

・「
ア

ジ
ア

の
海

洋
土

木
技

術
の

現
況

と
我

が
国

の
技

術
者

育
成

上
の

課
題

」ア
ジ

ア
土

木
学

協
会

連
合

協
議

会
前

会
長

　
日

下
部

治
氏

2
0
1
9
年

1
0
月

2
1
0
)

技
術

講
演

会
の

開
催

、
レ

ポ
ー

ト、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

に
よ

る
会

員
企

業
お

よ
び

関
係

機
関

に
対

す
る

調
査

研
究

成
果

の
積

極
的

な
情

報
発

信
△

海
洋

開
発

技
術

講
演

会
の

開
催

2
0
2
0
年

3
月

Ｂ
研

究
成

果
の

と
り
ま

と
め

は
実

施
し

た
が

、
そ

の
発

表
に

つ
い

て
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
の

た
め

延
期

2
0
2
0
年

9
月

に
開

催
予

定

2
1
1
)

「
海

洋
資

源
・産

業
ラ

ウ
ン

ド
テ

ー
ブ

ル
」等

へ
の

参
加

、
関

係
機

関
と

の
意

見
交

換
お

よ
び

技
術

協
力

等
〇

国
交

省
港

湾
局

と
の

意
見

交
換

を
実

施
2
0
1
9
年

1
1
月

Ａ
-

委
員

会
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

内
容

を
検

討
し

な
が

ら
継

続

経
団

連
海

洋
開

発
推

進
委

員
会

特
別

会
合

へ
の

参
加

2
0
1
9
年

1
2
月

②
  

海
洋

開
発

建
設

技
術

に
関

す
る

調
査

研
究

③
  

空
港

の
建

設
技

術
等

に
関

す
る

調
査

研
究

技
術

部
会

（
池

田
恭

二
部

会
長

　
大

林
組

）

空
港

部
会

（
秋

山
完

幸
副

部
会

長
　

鹿
島

建
設

）



A
ct

io
n 

 （
評

価
を

踏
ま

え
た

対
応

案
、
改

善
策

）
P
la

n 
 （

2
0
1
9
年

度
計

画
）

D
o
　

（
2
0
1
9
年

度
活

動
実

績
）

C
he

ck
 （

目
標

に
照

ら
し

た
評

価
）

３
. 
　

建
築

分
野

の
課

題

A
ct

io
n 

 （
評

価
を

踏
ま

え
た

対
応

案
、
改

善
策

）

（
１
 ）

建
築

設
計

に
関

す
る

課
題

へ
の

対
応

　
建

築
設

計
委

員
会

（尾
崎

勝
委

員
長

　
鹿

島
建

設
）

2
1
2
)

五
会

会
長

会
議

へ
の

参
加

〇
� 建

築
設

計
に

係
る

共
通

の
課

題
に

関
す

る
意

見
交

換
2
0
1
9
年

4
月

～
Ａ

-
来

年
度

も
継

続
し

て
実

施
す

る

2
1
3
)

建
築

文
化

の
振

興
に

向
け

た
「日

建
連

建
築

セ
ミ
ナ

ー
」の

開
催

〇
テ

ー
マ

：「
E
ss

e
nt

ia
l 
B
e
hi
nd

」　
講

師
：赤

松
佳

珠
子

 に
て

開
催

（1
6
1
名

参
加

）
2
0
1
9
年

1
0
月

Ａ
-

2
0
2
0
年

度
も

開
催

予
定

　
講

師
：
内

藤
廣

2
1
4
)

建
築

関
連

法
制

度
の

見
直

し
に

関
す

る
情

報
収

集
、

検
討

お
よ

び
要

望
・提

言
〇

建
築

関
係

団
体

等
と

の
連

携
Ａ

-
来

年
度

も
継

続
し

て
実

施
す

る

・国
交

省
　

建
築

基
準

法
改

正
に

伴
う

意
見

交
換

会
の

実
施

2
0
2
0
年

2
月

・特
許

庁
 意

匠
法

改
正

に
伴

う
意

見
交

換
会

の
実

施
2
0
1
9
年

1
1
月

・設
計

B
IM

検
討

会
議

を
設

置
し

国
交

省
の

建
築

B
IM

推
進

会
議

に
対

応
2
0
2
0
年

2
月

2
1
5
)

国
土

交
通

省
と

の
建

築
分

野
に

関
す

る
意

見
交

換
へ

の
参

画
〇

建
築

関
係

団
体

等
と

の
連

携
Ａ

-
来

年
度

も
継

続
し

て
実

施
す

る

・建
築

物
に

お
け

る
電

気
設

備
の

浸
水

対
策

の
あ

り
方

に
関

す
る

検
討

会
へ

の
参

画
2
0
1
9
年

1
2
月

・バ
リ
ア

フ
リ
ー

設
計

標
準

 検
討

委
員

会
へ

の
参

画
2
0
2
0
年

1
月

A
P
E
C
ア

ー
キ

テ
ク

ト・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
委

員
会

へ
の

参
画

2
0
1
9
年

8
月

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

建
築

Ｃ
Ｐ

Ｄ
運

営
会

議
へ

の
参

画
2
0
1
9
年

5
月

,1
1
月

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

2
1
6
)

設
計

施
工

契
約

約
款

の
普

及
促

進
、
見

直
し

検
討

お
よ

び
多

様
な

発
注

方
式

に
対

応
す

る
バ

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

版
約

款
の

作
成

検
討

〇
四

会
連

合
協

定
建

築
設

計
・監

理
等

業
務

委
託

契
約

約
款

調
査

研
究

会
へ

の
参

画
お

よ
び

契
約

約
款

の
改

正
・発

行
2
0
2
0
年

2
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

・日
建

連
・設

計
施

工
契

約
約

款
検

討
専

門
部

会
へ

の
参

画
お

よ
び

設
計

施
工

契
約

約
款

の
改

正
・発

行
2
0
2
0
年

3
月

2
1
7
)

建
築

設
計

部
門

ア
ン

ケ
ー

トの
内

容
検

討
お

よ
び

実
施

〇
建

築
設

計
部

門
ア

ン
ケ

ー
トの

実
施

お
よ

び
報

告
書

の
作

成
・公

開
2
0
2
0
年

3
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

2
1
8
)

「
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
計

画
書

お
よ

び
Ｃ

Ａ
Ｓ
Ｂ

Ｅ
Ｅ

対
応

状
況

調
査

」の
実

施
お

よ
び

報
告

書
の

作
成

・発
表

〇
省

エ
ネ

C
A
S
B
E
E
対

応
状

況
調

査
の

実
施

お
よ

び
報

告
書

の
作

成
・公

開
2
0
2
0
年

3
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

2
1
9
)

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

建
築

事
例

集
の

拡
充

・更
新

〇
サ

ス
テ

ナ
ブ

ル
建

築
事

例
集

の
更

新
に

よ
る

最
新

の
省

エ
ネ

建
築

の
紹

介
2
0
2
0
年

3
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

2
2
0
)

建
築

物
の

環
境

対
策

に
関

す
る

不
動

産
協

会
、

日
本

ビ
ル

ヂ
ン

グ
協

会
連

合
会

、
低

炭
素

社
会

推
進

会
議

等
の

関
係

団
体

・会
議

と
の

連
携

の
推

進
〇

低
炭

素
社

会
推

進
会

議
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

開
催

へ
の

協
力

2
0
2
0
年

1
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

2
2
1
)

建
築

物
省

エ
ネ

法
お

よ
び

関
連

諸
制

度
に

関
す

る
情

報
収

集
、

検
討

お
よ

び
要

望
・

提
言

〇
建

築
物

省
エ

ネ
法

に
関

す
る

国
交

省
、

経
産

省
の

検
討

委
員

会
へ

の
参

画
2
0
1
9
年

7
月

～
Ａ

-
来

年
度

も
継

続
し

て
実

施
す

る

2
2
2
)

建
築

構
造

設
計

関
係

の
各

種
基

準
の

見
直

し
に

関
す

る
情

報
収

集
、

検
討

お
よ

び
要

望
・提

言
〇

建
築

関
係

団
体

等
と

の
連

携
Ａ

-
来

年
度

も
継

続
し

て
実

施
す

る

・国
土

技
術

政
策

総
合

研
究

所
「新

し
い

木
質

材
料

を
活

用
し

た
混

構
造

建
築

物
の

設
計

・施
工

技
術

の
開

発
構

造
分

科
会

」へ
の

参
画

2
0
1
9
年

7
月

・建
築

物
の

構
造

関
係

技
術

基
準

解
説

書
2
0
2
0
年

版
編

集
委

員
会

へ
の

参
画

2
0
1
9
年

7
月

・構
造

関
係

規
定

の
あ

り
方

に
関

す
る

検
討

会
へ

の
参

画
2
0
1
9
年

1
2
月

2
2
3
)

「
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト造
配

筋
標

準
図

」の
普

及
促

進
お

よ
び

関
係

団
体

か
ら

の
要

望
に

対
応

し
た

更
新

検
討

〇
日

本
建

築
構

造
技

術
者

協
会

と
協

働
で

の
改

定
2
0
2
0
年

3
月

Ａ
-

公
表

・
運

用
・
問

合
せ

対
応

を
継

続

2
2
4
)

冷
凍

空
調

機
器

の
微

燃
性

新
冷

媒
の

利
用

に
関

す
る

情
報

収
集

、
検

討
お

よ
び

要
望

・提
言

〇
マ

ル
チ

エ
ア

コ
ン

の
冷

媒
漏

洩
問

題
お

よ
び

冷
凍

設
備

の
微

燃
性

新
冷

媒
の

扱
い

に
関

す
る

日
本

冷
凍

空
調

工
業

会
と

の
意

見
交

換
の

実
施

。
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
会

議
へ

の
参

画

2
0
1
9
年

7
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

2
2
5
)

建
築

物
省

エ
ネ

法
申

請
に

関
す

る
各

種
計

算
法

の
検

証
と

情
報

提
供

お
よ

び
要

望
・

提
言

〇
建

築
物

省
エ

ネ
法

に
関

す
る

国
交

省
、

経
産

省
の

検
討

委
員

会
へ

の
参

画
2
0
1
9
年

7
月

～
Ａ

-
来

年
度

も
継

続
し

て
実

施
す

る

設
計

企
画

部
会

(田
辺

 正
義

部
会

長
　

鹿
島

建
設

)

構
造

設
計

部
会

(平
川

 恭
章

部
会

長
　

竹
中

工
務

店
)

設
備

設
計

部
会

(出
野

 昭
彦

部
会

長
　

大
成

建
設

)

③
  

建
築

関
連

法
制

度
の

動
向

へ
の

対
応

④
  

設
計

施
工

一
貫

方
式

の
普

及
促

進

⑤
  

建
築

設
計

部
門

に
関

す
る

課
題

へ
の

対
応

⑥
  

環
境

配
慮

設
計

・サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

建
築

に
関

す
る

課
題

へ
の

対
応

⑦
  

構
造

設
計

に
関

す
る

課
題

へ
の

対
応

⑧
  

設
備

設
計

に
関

す
る

課
題

へ
の

対
応

①
  

関
係

団
体

と
の

連
携

②
  

日
建

連
建

築
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催P
la

n 
 （

2
0
1
9
年

度
計

画
）

D
o
　

（
2
0
1
9
年

度
活

動
実

績
）

C
he

ck
 （

目
標

に
照

ら
し

た
評

価
）



A
ct

io
n 

 （
評

価
を

踏
ま

え
た

対
応

案
、
改

善
策

）
P
la

n 
 （

2
0
1
9
年

度
計

画
）

D
o
　

（
2
0
1
9
年

度
活

動
実

績
）

C
he

ck
 （

目
標

に
照

ら
し

た
評

価
）

（
２
 ）

建
築

生
産

に
関

す
る

課
題

へ
の

対
応

　
建

築
生

産
委

員
会

（蔦
田

守
弘

委
員

長
　
鴻

池
組

）

2
2
6
)

建
築

工
事

に
お

け
る

生
産

性
向

上
の

検
討

〇
・「

建
築

技
術

者
の

た
め

の
設

備
工

事
ポ

イ
ン

トシ
ー

ト」
の

制
作

（日
建

連
設

備
専

門
部

会
と

の
共

同
制

作
）

2
0
2
0
年

3
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

・「
作

業
所

長
の

ソ
フ

トマ
ネ

ジ
メ

ン
ト好

事
例

集
」の

制
作

2
2
7
)

生
産

性
指

標
（Ｋ

Ｐ
Ｉ）

の
検

討
〇

建
築

生
産

委
員

会
施

工
部

会
構

成
会

社
に

お
け

る
「施

工
高

」と
「１

日
当

り
建

設
技

能
者

数
」の

単
回

帰
分

析
結

果
を

K
P
Iと

し
て

、
そ

の
年

度
推

移
（2

0
1
4
-
2
0
1
8
年

度
）を

確
認

し
た

2
0
1
9
年

8
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

調
査

す
る

2
2
8
)

魅
力

あ
る

建
設

業
、

現
場

づ
く
り
の

検
討

〇
・「

魅
力

あ
る

現
場

づ
く
り
に

邁
進

す
る

作
業

所
の

視
察

」開
催

2
0
1
9
年

6
月

2
0
2
0
年

1
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

・「
建

築
専

攻
学

生
向

け
パ

ン
フ

レ
ッ

ト・
リ
ー

フ
レ

ッ
ト」

発
行

（8
月

）

・「
第

4
回

作
業

所
長

座
談

会
」開

催
(9

月
)

・「
第

4
回

作
業

所
長

座
談

会
 対

談
集

」発
行

（1
0
月

）

・「
第

4
回

作
業

所
長

講
演

会
」開

催
（参

加
者

4
0
5
名

）（
1
0
月

）

・「
作

業
所

長
ソ

フ
トマ

ネ
ジ

メ
ン

ト醸
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
」2

年
目

フ
ォ

ロ
ー

2
2
9
)

「
省

人
化

工
法

事
例

集
」の

更
新

〇
1
0
8
事

例
の

閲
覧

回
数

を
定

期
調

査
し

、
各

工
法

の
普

及
展

開
度

に
つ

い
て

分
析

・検
討

し
た

2
0
1
9
年

1
2
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

2
3
0
)

「
ＩＣ

Ｔ
活

用
事

例
集

」の
更

新
〇

3
7
ツ

ー
ル

の
更

新
2
0
2
0
年

1
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

2
3
1
)

「
ス

ケ
ッ

チ
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

運
動

」の
推

進
【新

規
】

〇
・ス

ケ
ッ

チ
サ

ン
プ

ル
（日

建
連

H
P
公

開
中

）の
閲

覧
回

数
の

定
期

調
査

2
0
1
9
年

1
1
月

～
2
0
2
0
年

3
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

・ス
ケ

ッ
チ

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

事
例

紹
介

動
画

（V
o
l.1

、
V
o
l.2

）の
制

作
・

Y
o
ut

ub
e
公

開

2
3
2
)

「
フ

ロ
ン

トロ
ー

デ
ィ

ン
グ

の
手

引
き

」の
作

成
、

普
及

促
進

【新
規

】
〇

・「
フ

ロ
ン

トロ
ー

デ
ィ

ン
グ

の
手

引
き

2
0
1
9
」制

作
・発

行
（2

0
1
9
年

7
月

）
2
0
1
9
年

7
～

9
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

・専
門

誌
記

事
寄

稿
（建

築
コ

ス
ト研

究
1
0
6
号

、
1
0
7
号

）

・日
本

建
築

士
会

連
合

会
と

の
意

見
交

換
会

開
催

（2
0
1
9
年

9
月

）

2
3
3
)

適
正

な
工

期
算

定
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
改

良
、

普
及

促
進

〇
「建

築
工

事
適

正
工

期
算

定
プ

ロ
グ

ラ
ム

」V
e
r.
4
 制

作
お

よ
び

発
表

2
0
1
9
年

7
月

Ａ
-

対
応

用
途

・
規

模
の

拡
充

を
図

り
、

V
e
r5

を
制

作
す

る

2
3
4
)

国
土

交
通

省
と

の
建

築
分

野
に

関
す

る
意

見
交

換
へ

の
参

画
×

該
当

す
る

案
件

が
な

か
っ

た
た

め
、
参

画
は

な
か

っ
た

F
2
3
5
)

建
築

施
工

に
関

す
る

教
材

の
作

成
〇

「イ
ラ

ス
ト建

築
生

産
入

門
」英

語
版

の
執

筆
2
0
1
9
年

4
月

～
2
0
2
0
年

3
月

Ａ
-

建
築

施
工

に
関

す
る

教
材

の
作

成

2
3
6
)

鉄
骨

工
事

管
理

責
任

者
制

度
講

習
会

テ
キ

ス
トの

作
成

・講
師

派
遣

〇
全

国
８
会

場
 全

1
3
回

の
講

習
会

へ
講

師
（延

べ
3
8
人

）を
派

遣
し

た
2
0
1
9
年

9
～

1
1
月

Ａ
-

引
き

続
き

、
テ

キ
ス

ト
作

成
・
講

師
派

遣
に

対
応

す
る

2
3
7
)

「
鉄

骨
工

事
Ｑ

＆
Ａ

」の
更

新
〇

J
A
S
S
 6

改
定

に
伴

い
、

1
0
項

目
の

新
規

追
加

と
、

1
1
4
項

目
の

修
正

を
行

っ
た

2
0
1
9
年

4
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

更
新

す
る

2
3
8
)

「
鉄

骨
フ

ァ
ブ

評
価

」の
更

新
・工

場
設

備
情

報
の

拡
充

〇
新

規
2
2
9
件

を
付

け
加

え
て

，
全

数
3
3
0
7
件

と
な

っ
た

2
0
1
9
年

6
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

更
新

す
る

2
3
9
)

「
優

良
溶

接
せ

ん
断

補
強

筋
製

造
会

社
認

定
制

度
」に

関
す

る
日

本
鉄

筋
継

手
協

会
へ

の
協

力
〇

工
場

審
査

へ
の

委
員

参
画

2
0
1
9
年

5
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

2
4
0
)

「
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト工
事

Ｑ
＆

Ａ
」の

公
開

版
の

検
討

〇
公

開
資

料
の

作
成

お
よ

び
内

容
確

認
2
0
2
0
年

3
月

Ａ
-

公
開

後
の

フ
ォ

ロ
ー

を
行

う

2
4
1
)

既
製

コ
ン

ク
リ
ー

ト杭
施

工
管

理
指

針
の

実
施

フ
ォ

ロ
ー

〇
日

建
連

・C
O
P
IT

A
に

対
し

て
「杭

工
事

へ
の

各
社

の
取

組
み

」に
関

す
る

調
査

の
実

施
2
0
1
9
年

9
～

1
1
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

2
4
2
)

杭
施

工
技

術
学

習
会

の
開

催
〇

日
建

連
 施

工
部

会
、

C
O
P
IT

A
 施

工
委

員
会

に
て

、
そ

れ
ぞ

れ
報

告
し

た
2
0
2
0
年

2
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

施
工

部
会

(木
谷

 宗
一

部
会

長
　

竹
中

工
務

店
)

設
備

部
会

(坪
田

 修
一

部
会

長
　

佐
藤

工
業

)

ＩＴ
進

部
会

(戸
倉

 健
太

郎
部

会
長

　
三

井
住

友
建

設
)

①
  

建
築

施
工

に
関

す
る

課
題

へ
の

対
応



A
ct

io
n 

 （
評

価
を

踏
ま

え
た

対
応

案
、
改

善
策

）
P
la

n 
 （

2
0
1
9
年

度
計

画
）

D
o
　

（
2
0
1
9
年

度
活

動
実

績
）

C
he

ck
 （

目
標

に
照

ら
し

た
評

価
）

2
4
3
)

総
合

施
工

へ
の

理
解

促
進

の
た

め
の

発
信

〇
総

合
施

工
に

関
す

る
パ

ン
フ

レ
ッ

ト作
成

2
0
2
0
年

3
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

2
4
4
)

建
築

物
の

管
理

・運
用

に
係

る
建

築
設

備
情

報
シ

ス
テ

ム
の

検
討

〇
設

備
機

器
メ

ー
カ

ー
へ

の
ア

ン
ケ

ー
トを

通
じ

て
得

ら
れ

た
情

報
を

H
P
へ

公
開

2
0
2
0
年

3
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

2
4
5
)

Ｂ
ＩＭ

、
３
Ｄ

Ｃ
Ａ

Ｄ
等

の
建

築
設

備
情

報
に

係
る

標
準

化
の

検
討

〇
ゼ

ネ
コ

ン
・サ

ブ
コ

ン
に

対
し

、
建

築
設

備
B
IM

に
関

す
る

調
査

を
実

施
、

調
査

結
果

を
H
P
へ

公
開

2
0
2
0
年

3
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

2
4
6
)

標
準

建
築

費
指

数
に

向
け

た
設

備
費

指
数

の
作

成
お

よ
び

検
討

〇
標

準
建

築
費

指
数

の
た

め
の

設
備

費
指

数
の

調
査

、
建

設
工

業
経

営
研

究
会

「標
準

建
築

費
指

数
季

報
」へ

の
デ

ー
タ

提
供

Ａ
-

実
勢

に
合

う
よ

う
継

続
し

て
デ

ー
タ

収
集

・
分

析
を

行
う

2
4
7
)

建
築

設
備

機
器

メ
ー

カ
ー

と
の

意
見

交
換

〇
1
/
1
7
電

気
機

器
製

造
会

社
の

ﾋ
ｱ

ﾘﾝ
ｸ
ﾞを

実
施

2
0
2
0
年

1
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

2
4
8
)

設
備

工
事

に
お

け
る

生
産

性
向

上
お

よ
び

担
い

手
確

保
の

検
討

〇
�・設

備
技

術
者

育
成

の
た

め
の

情
報

・ツ
ー

ル
等

の
作

成
及

び
H
P
公

開
（「

トラ
ブ

ル
に

学
ぶ

若
手

職
員

向
け

事
例

集
」）

(3
月

）
2
0
1
9
年

4
月

～
2
0
2
0
年

3
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

・�担
い

手
確

保
・働

き
方

改
革

の
観

点
か

ら
、

設
備

工
事

の
魅

力
向

上
・働

き
方

の
提

案
等

を
目

的
と

し
、

技
能

労
働

者
の

実
態

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

、
現

状
の

把
握

。
（3

月
）

・�設
備

工
事

の
生

産
性

向
上

に
向

け
た

生
産

性
向

上
専

門
部

会
と

の
意

見
交

換
の

実
施

（隔
月

開
催

）

・生
産

性
向

上
専

門
部

会
と

「建
築

技
術

者
の

た
め

の
設

備
工

事
ポ

イ
ン

ト
シ

ー
ト」

を
協

働
作

成
中

（2
0
2
0
年

6
月

公
開

予
定

）

2
4
9
)

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
に

関
す

る
最

新
技

術
の

調
査

お
よ

び
課

題
の

検
討

〇
・外

部
業

者
（5

社
）を

招
い

て
の

勉
強

会
実

施
（4

月
、

5
月

、
6
月

、
1
2
月

）
2
0
1
9
年

4
月

～
2
0
2
0
年

3
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

・専
門

部
会

で
の

意
見

交
換

・情
報

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
に

関
す

る
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

改
定

作
業

中

2
5
0
)

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
啓

発
ツ

ー
ル

の
作

成
〇

・教
育

用
動

画
の

制
作

お
よ

び
公

開
(日

本
語

及
び

英
語

)
2
0
2
0
年

1
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

・セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
ポ

ス
タ

ー
作

製
(日

本
語

及
び

英
語

)

2
5
1
)

先
端

ＩＣ
Ｔ

に
関

す
る

利
活

用
状

況
の

調
査

【新
規

】
〇

・建
設

業
界

で
適

用
で

き
る

先
端

IC
T
サ

ー
ビ

ス
の

調
査

実
施

：6
社

2
0
1
9
年

4
月

～
2
0
2
0
年

1
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

・建
設

現
場

で
利

用
で

き
る

IC
T
サ

ー
ビ

ス
の

最
新

動
向

調
査

実
施

：6
社

・各
社

の
ニ

ュ
ー

ス
リ
リ
ー

ス
か

ら
、

IC
T
開

発
状

況
に

つ
い

て
意

見
交

換

・作
業

現
場

に
お

け
る

Io
T
の

活
用

事
例

の
見

学
（暑

さ
指

数
ウ

ォ
ッ

チ
ャ

ー
、

E
nv

it
al
）

2
5
2
)

専
門

工
事

会
社

に
お

け
る

Ｂ
ＩＭ

活
用

推
進

の
検

討
〇

鉄
骨

F
A
B
会

社
の

B
IM

取
組

み
に

関
す

る
意

見
交

換
会

の
開

催
、
議

事
録

公
開

2
0
1
9
年

7
～

9
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

2
5
3
)

「
施

工
Ｂ

ＩＭ
の

ス
タ

イ
ル

２
０
２
０
」の

編
纂

【新
規

】
〇

2
0
2
0
年

1
0
月

発
行

に
向

け
て

作
業

中
2
0
1
9
年

4
月

～
2
0
2
0
年

3
月

Ａ
-

発
行

及
び

講
習

会
等

の
普

及
促

進
を

図
る

2
5
4
)

施
工

計
画

の
Ｂ

ＩＭ
ラ

イ
ブ

ラ
リ
ー

の
検

討
〇

・定
置

式
ク

レ
ー

ン
メ

ー
カ

ー
、

建
設

機
械

メ
ー

カ
ー

と
の

意
見

交
換

会
の

開
催

2
0
1
9
年

4
月

～
2
0
2
0
年

3
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

・移
動

式
ク

レ
ー

ン
の

ラ
イ

ブ
ラ

リ
作

成
の

仕
様

書
の

と
り
ま

と
め

2
5
5
)

「
Ｂ

ＩＭ
の

す
す

め
（ス

タ
ー

トア
ッ

プ
ガ

イ
ド
）」

の
普

及
促

進
〇

3
会

場
で

講
演

を
行

っ
た

・名
古

屋
（8

月
）、

大
阪

（1
1
月

）、
東

京
（2

月
）

2
0
1
9
年

8
月

～
2
0
2
0
年

2
月

F

2
5
6
)

建
築

ＩＴ
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

△
・星

陵
会

館
（東

京
都

千
代

田
区

）に
て

開
催

予
定

で
あ

っ
た

が
、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

の
影

響
に

よ
り
開

催
中

止
と

し
た

2
0
2
0
年

3
月

Ｂ
セ

ミ
ナ

ー
は

や
む

な
く
開

催
中

止
と

し
た

が
、
セ

ミ
ナ

ー
資

料
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

公
開

に
よ

っ
て

専
門

部
会

活
動

の
周

知
を

図
っ

た

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

・I
T
セ

ミ
ナ

ー
で

発
表

予
定

で
あ

っ
た

情
報

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
・B

IM
・I

C
T
に

関
す

る
日

建
連

の
専

門
部

会
の

活
動

成
果

は
、

例
年

通
り
日

建
連

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
し

た

2
5
7
)

「
建

築
本

部
ＩＴ

Ｗ
Ｅ

Ｂ
」の

更
新

〇
過

去
の

活
動

成
果

や
掲

載
内

容
の

見
直

し
を

実
施

2
0
2
0
年

3
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

（
３
 ）

建
築

に
お

け
る

制
度

に
関

す
る

課
題

へ
の

対
応

　
建

築
制

度
委

員
会

（奥
村

洋
治

委
員

長
　
フ

ジ
タ

）

2
5
8
)

民
間

（旧
四

会
）連

合
協

定
工

事
請

負
契

約
約

款
改

正
へ

の
参

画
〇

民
間

連
合

約
款

の
改

正
活

動
に

参
画

し
、
委

員
会

に
お

い
て

約
款

改
正

案
を

公
表

2
0
1
9
年

1
2
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

2
5
9
)

四
会

連
合

協
定

建
築

設
計

・監
理

等
業

務
委

託
契

約
約

款
調

査
研

究
会

へ
の

参
画

〇
四

会
設

計
監

理
約

款
の

改
正

活
動

に
参

画
し

、
調

査
研

究
会

に
お

い
て

約
款

改
正

案
を

公
表

2
0
2
0
年

1
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

2
6
0
)

建
築

関
連

法
令

の
制

定
・改

正
に

関
す

る
情

報
収

集
、

意
見

発
信

〇
建

築
関

連
法

令
の

情
報

収
集

、
国

交
省

の
意

見
照

会
に

対
応

2
0
1
9
年

1
2
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

2
6
1
)

設
計

施
工

契
約

約
款

の
普

及
促

進
・見

直
し

検
討

お
よ

び
多

様
な

発
注

方
式

に
対

応
す

る
バ

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

版
約

款
の

作
成

検
討

及
び

発
行

〇
設

計
施

工
契

約
約

款
の

改
正

民
法

対
応

の
改

正
を

行
い

、
同

時
に

、
第

三
者

監
理

バ
ー

ジ
ョ
ン

、
実

施
設

計
施

工
一

括
バ

ー
ジ

ョ
ン

の
作

成
2
0
2
0
年

3
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

2
6
2
)

国
土

交
通

省
と

の
建

築
分

野
に

関
す

る
意

見
交

換
へ

の
参

画
〇

国
交

省
官

庁
営

繕
部

と
入

札
契

約
分

科
会

Ｗ
Ｇ

総
合

評
価

に
関

す
る

意
見

交
換

2
0
1
9
年

6
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

2
6
3
)

公
共

工
事

の
技

術
提

案
制

度
、
総

合
評

価
制

度
に

関
す

る
防

衛
省

等
の

発
注

機
関

と
の

意
見

交
換

〇
技

術
提

案
制

度
、

総
合

評
価

制
度

に
関

す
る

発
注

機
関

と
の

意
見

交
換

（国
交

省
近

畿
地

方
整

備
局

、
防

衛
省

整
備

計
画

局
、
防

衛
省

東
北

防
衛

局
）

2
0
1
9
年

8
月

～
2
0
2
0
年

1
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

2
6
4
)

Ｖ
Ｅ

等
施

工
改

善
事

例
発

表
会

の
開

催
（東

京
・大

阪
・福

岡
）

〇
 V

E
事

例
の

検
討

お
よ

び
テ

キ
ス

ト作
成

、
｢V

E
等

施
工

改
善

事
例

発
表

会
｣の

開
催

2
0
1
9
年

1
1
月

～
2
0
2
0
年

2
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

契
約

部
会

(泉
俊

道
部

会
長

鹿
島

建
設

)

積
算

部
会

(落
合

 雄
二

部
会

長
　

鹿
島

建
設

)

③
  

建
築

に
係

る
ＩＴ

に
関

す
る

課
題

へ
の

対
応

①
  

建
築

に
係

る
法

令
・契

約
に

関
す

る
課

題
へ

の
対

応

②
  

建
築

設
備

に
関

す
る

課
題

へ
の

対
応



A
ct

io
n 

 （
評

価
を

踏
ま

え
た

対
応

案
、
改

善
策

）
P
la

n 
 （

2
0
1
9
年

度
計

画
）

D
o
　

（
2
0
1
9
年

度
活

動
実

績
）

C
he

ck
 （

目
標

に
照

ら
し

た
評

価
）

2
6
5
)

改
正

民
法

（債
権

関
係

）に
関

す
る

対
応

検
討

お
よ

び
周

知
啓

発
パ

ン
フ

レ
ッ

トの
作

成
検

討
及

び
発

行
〇

改
正

民
法

の
勉

強
会

を
完

遂
す

る
と

伴
に

、
そ

の
成

果
を

「建
設

会
社

か
ら

見
た

改
正

民
法

」と
題

す
る

周
知

パ
ン

フ
レ

ッ
トに

纏
め

、
公

表
2
0
1
9
年

1
0
月

F

2
6
6
)

改
正

民
法

へ
の

対
応

に
関

す
る

説
明

会
の

開
催

（総
合

企
画

委
員

会
と

合
同

）【
新

規
】

〇
上

記
パ

ン
フ

レ
ッ

トを
使

用
し

た
説

明
会

を
開

催
（参

加
者

、
東

京
2
回

（合
計

3
5
0
名

）、
名

古
屋

（8
0
名

）、
大

阪
（1

8
0

名
））

2
0
1
9
年

1
1
月

F

2
6
7
)

首
都

圏
に

お
け

る
公

共
建

築
工

事
数

量
公

開
状

況
調

査
の

実
施

〇
首

都
圏

に
お

け
る

公
共

建
築

工
事

数
量

公
開

状
況

調
査

の
実

施
2
0
1
9
年

1
1
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

2
6
8
)

国
土

交
通

省
と

の
建

築
分

野
に

関
す

る
意

見
交

換
お

よ
び

公
共

工
事

の
諸

課
題

に
関

す
る

意
見

交
換

会
へ

の
参

画
〇

平
成

3
0
年

度
「公

共
工

事
の

諸
課

題
に

関
す

る
意

見
交

換
会

」へ
の

参
画

、
公

共
建

築
工

事
に

係
る

要
望

提
出

2
0
1
9
年

5
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

2
6
9
)

標
準

建
築

費
指

数
季

報
の

各
号

の
た

め
の

建
築

費
指

数
の

調
査

・検
討

〇
標

準
建

築
費

指
数

の
調

査
、
建

設
工

業
経

営
研

究
会

「標
準

建
築

費
指

数
季

報
」へ

の
デ

ー
タ

提
供

2
0
1
9
年

6
月

、
9

月
、

1
2
月

、
2
0
2
0

年
3
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

（
４
 ）

建
築

に
お

け
る

技
術

研
究

・開
発

に
関

す
る

課
題

へ
の

対
応

　
建

築
技

術
開

発
委

員
会

（奥
村

太
加

典
委

員
長

　
奥

村
組

）

2
7
0
)

建
築

・材
料

施
工

フ
ォ

ー
ラ

ム
（２

０
２
０
年

度
）の

テ
ー

マ
の

検
討

〇
高

流
動

性
コ

ン
ク

リ
ー

トの
普

及
に

関
す

る
研

究
W

G
成

果
報

告
2
0
1
9
年

1
2
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

2
7
1
)

高
流

動
性

コ
ン

ク
リ
ー

トの
実

適
用

に
関

す
る

試
験

△
高

流
動

性
コ

ン
ク

リ
ー

トの
実

適
用

に
関

す
る

調
査

研
究

及
び

報
告

書
作

成
2
0
2
0
年

3
月

Ｂ
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
に

よ
り
、

報
告

書
の

ま
と

め
作

業
が

遅
れ

て
い

る
来

年
度

も
継

続
し

て
実

施
す

る

2
7
2
)

建
築

・材
料

施
工

フ
ォ

ー
ラ

ム
（２

０
１
９
年

度
）の

開
催

〇
「高

流
動

性
コ

ン
ク

リ
ー

トの
普

及
」を

テ
ー

マ
と

し
た

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

開
催

2
0
1
9
月

1
2
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

2
7
3
)

仕
上

材
料

に
関

す
る

調
査

研
究

〇
・L

IX
IL

と
の

情
報

交
換

（6
月

）
2
0
1
9
年

6
月

～
2
0
2
0
年

1
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

・大
日

本
塗

料
と

の
情

報
交

換
（8

月
）

・積
水

化
学

工
業

と
の

意
見

交
換

（1
月

）

③
  

防
耐

火
技

術
に

関
す

る
課

題
へ

の
対

応

2
7
4
)

建
築

物
の

耐
火

構
造

技
術

に
関

す
る

調
査

研
究

〇
耐

火
構

造
に

関
す

る
材

料
施

工
上

の
課

題
と

対
応

策
の

検
討

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

2
7
5
)

建
築

物
の

煙
・避

難
に

関
す

る
調

査
研

究
〇

防
排

煙
及

び
避

難
安

全
検

証
に

関
す

る
調

査
研

究
Ａ

-
来

年
度

も
継

続
し

て
実

施
す

る

2
7
6
)

有
用

地
下

工
作

物
に

関
す

る
調

査
研

究
〇

・既
存

地
下

工
作

物
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

及
び

リ
ー

フ
レ

ッ
トの

作
成

2
0
2
0
年

2
月

F
・既

存
地

下
工

作
物

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

説
明

会
（東

京
・大

阪
）

2
7
7
)

地
盤

改
良

の
品

質
管

理
に

関
す

る
調

査
研

究
〇

場
所

打
ち

コ
ン

ク
リ
ー

ト杭
の

品
質

管
理

の
現

状
と

課
題

に
関

す
る

調
査

研
究

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

2
7
8
)

技
術

開
発

管
理

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト調
査

お
よ

び
公

表
〇

「建
設

業
に

お
け

る
研

究
開

発
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト調

査
」の

実
施

2
0
2
0
年

3
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

2
7
9
)

研
究

開
発

体
制

・管
理

に
関

す
る

調
査

〇
技

術
開

発
部

門
の

働
き

方
改

革
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
トの

実
施

2
0
2
0
年

3
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

2
8
0
)

技
術

研
究

開
発

に
関

す
る

異
業

種
、

関
係

機
関

と
の

情
報

交
換

〇
働

き
方

に
関

す
る

講
演

会
実

施
（東

京
大

学
・稲

水
准

教
授

）
2
0
1
9
年

1
2
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

2
8
1
)

耐
震

改
修

事
例

集
へ

の
事

例
の

追
加

と
そ

の
周

知
〇

H
P
「耐

震
改

修
事

例
集

」の
更

新
2
0
1
9
年

1
1
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

2
8
2
)

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

「耐
震

改
修

の
す

す
め

」の
コ

ン
テ

ン
ツ

追
加

と
そ

の
周

知
×

追
加

す
べ

き
コ

ン
テ

ン
ツ

が
な

か
っ

た
た

め
Ｂ

追
加

す
べ

き
コ

ン
テ

ン
ツ

が
あ

れ
ば

実
施

す
る

2
8
3
)

非
常

災
害

時
に

避
難

先
と

な
る

公
共

建
築

物
の

耐
震

改
修

の
必

要
性

の
発

信
〇

2
8
1
の

H
P
「耐

震
改

修
事

例
集

」に
て

発
信

を
行

っ
て

い
る

F

2
8
4
)

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

計
画

書
お

よ
び

Ｃ
Ａ

Ｓ
Ｂ

Ｅ
Ｅ

対
応

状
況

調
査

の
実

施
〇

「2
0
1
8
年

度
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
計

画
書

及
び

C
A
S
B
E
E
対

応
状

況
調

査
」の

実
施

2
0
2
0
年

2
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

2
8
5
)

各
種

環
境

性
能

評
価

手
法

に
関

す
る

動
向

把
握

お
よ

び
要

望
・提

言
〇

「サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

採
用

技
術

調
査

」の
実

施
2
0
2
0
年

1
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

2
8
6
)

化
学

物
質

・空
気

質
問

題
に

関
す

る
動

向
把

握
お

よ
び

要
望

・提
言

〇
・厚

生
労

働
省

シ
ッ

ク
ハ

ウ
ス

問
題

検
討

会
の

動
向

調
査

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

・日
本

建
材

・住
宅

設
備

産
業

協
会

（建
産

協
）よ

り
指

針
値

見
直

し
対

応
版

放
散

基
準

見
直

し
内

容
に

関
し

部
会

メ
ン

バ
ー

内
議

論

・空
気

質
関

連
規

準
・規

格
（A

IJ
，

J
IS

，
IS

O
等

）の
改

訂
等

に
関

す
る

動
向

調
査

2
8
7
)

建
材

等
の

業
界

団
体

と
の

意
見

交
換

〇
・塩

ビ
工

業
・環

境
協

会
、

可
塑

剤
工

業
会

と
の

意
見

交
換

会
（9

月
）

・ウ
レ

タ
ン

フ
ォ

ー
ム

工
業

会
と

の
意

見
交

換
会

（1
0
月

）
2
0
1
9
年

9
～

1
0
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

2
8
8
)

音
環

境
に

関
す

る
技

術
資

料
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

開
設

△
音

環
境

に
関

す
る

技
術

資
料

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
開

設
に

関
す

る
検

討
Ｂ

今
年

度
中

に
実

施
す

る
予

定
で

あ
っ

た
が

、
作

業
が

間
に

合
わ

な
か

っ
た

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

技
術

研
究

部
会

(石
川

 裕
部

会
長

　
清

水
建

設
)

⑨
  

音
環

境
に

関
す

る
課

題
へ

の
対

応

④
  

地
盤

基
礎

に
関

す
る

課
題

へ
の

対
応

⑤
  

研
究

開
発

管
理

に
関

す
る

課
題

へ
の

対
応

⑥
  

耐
震

に
関

す
る

課
題

の
検

討

⑦
  

環
境

性
能

評
価

に
関

す
る

課
題

へ
の

対
応

⑧
  

空
気

質
対

策
に

関
す

る
課

題
へ

の
対

応

②
  

建
築

積
算

に
係

る
課

題
へ

の
対

応

①
  

材
料

施
工

に
関

す
る

課
題

へ
の

対
応

②
  

仕
上

材
料

に
関

す
る

課
題

へ
の

対
応



A
ct

io
n 

 （
評

価
を

踏
ま

え
た

対
応

案
、
改

善
策

）
P
la

n 
 （

2
0
1
9
年

度
計

画
）

D
o
　

（
2
0
1
9
年

度
活

動
実

績
）

C
he

ck
 （

目
標

に
照

ら
し

た
評

価
）

（
５
 ）

住
宅

に
関

す
る

課
題

へ
の

対
応

　
住

宅
委

員
会

（大
栗

育
夫

委
員

長
　
長

谷
工

コ
ー

ポ
レ

ー
シ

ョ
ン

）

2
8
9
)

マ
ン

シ
ョ
ン

建
替

え
や

団
地

再
生

等
の

住
宅

事
業

に
係

る
課

題
に

関
す

る
調

査
研

究
〇

マ
ン

シ
ョ
ン

建
替

え
や

団
地

再
生

等
の

住
宅

事
業

に
関

す
る

意
見

交
換

2
0
1
9
年

6
～

1
1
月

Ａ
-

来
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

・長
谷

工
総

合
研

究
所

に
よ

る
「高

経
年

マ
ン

シ
ョ
ン

の
管

理
と

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
と

再
生

の
方

向
性

に
関

す
る

調
査

」の
講

演
、
意

見
交

換
の

実
施

（6
月

）

・安
藤

・間
営

業
本

部
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト開
発

部
に

よ
る

「マ
ン

シ
ョ
ン

の
建

替
え

事
例

紹
介

」（
茅

ヶ
崎

駅
前

分
譲

）（
阿

佐
ヶ

谷
住

宅
）の

講
演

、
意

見
交

換
の

実
施

（9
月

）

・福
岡

市
の

都
市

再
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト「
天

神
ビ

ッ
グ

バ
ン

政
策

」に
つ

い
て

福
岡

市
役

所
で

勉
強

会
・意

見
交

換
、
熊

本
市

の
桜

町
再

開
発

事
業

に
つ

い
て

視
察

（1
1
月

）

・� 
外

部
委

員
会

へ
の

参
画

（一
般

財
団

法
人

ベ
タ

ー
リ
ビ

ン
グ

「住
宅

に
お

け
る

良
好

な
温

熱
環

境
実

現
委

員
会

」）
（集

合
住

宅
に

お
け

る
Z
E
H
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
検

討
委

員
会

）（
1
0
月

）

2
9
0
)

集
合

住
宅

に
関

す
る

法
制

度
の

規
制

緩
和

と
運

用
改

善
の

要
望

・意
見

発
信

×
運

用
改

善
の

案
件

、
ヒ

ア
リ
ン

グ
等

の
機

会
が

な
か

っ
た

Ｂ
集

合
住

宅
の

建
て

替
え

に
関

し
て

は
、

建
設

業
の

立
場

で
要

望
・
意

見
発

信
す
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〈３〉支部の活動 

 

１．建設キャリアアップシステムの推進 

◇ モデル工事現場の見学会や連絡会議の開催 

◇ 相談窓口の設置・対応、意見交換会・講習会の開催、登録現場数やアンケート調

査等の実施 

 

２．建設業の働き方改革・生産性向上・女性の活躍推進等への対応 

◇ 建設業関係労働時間削減推進協議会への参画（北海道・関東支部） 

◇ 工事現場における週休二日実態調査や週休二日推進・女性技術者の活躍促進等に

関するアンケート調査の実施 

◇ 建設業の担い手確保・育成に関する協議会・説明会等への参加 

◇ 「東北地区における労務不足の実態と対応について」および「建設業の持続的な

経済成長を支えるための生産性向上を図る取組み」アンケート調査の実施（東北

支部） 

◇ 女性の活躍推進に関する新計画の策定に向けた意見聴取会への参画 

 

３．災害対応 

◇ 台風15号・19号をはじめとする豪雨災害等における支援対応と支部災害対策本部

の設置 

◇ 台風19号被災状況視察後の赤羽国土交通大臣と建設業団体との意見交換会への参

加（東北支部） 

◇ 地方整備局等との災害協定について期間延長など内容の見直しや災害協定に基づ

く保有資機材等の調査・報告、災害対策本部設置基準の見直し（北海道・関東支

部） 

◇ 災害協定に基づく情報伝達訓練、説明会等の実施および保有資機材の調査報告 

◇ 関係機関等と連携した防災訓練、意見交換、講習会等の実施および参加 

◇ 北陸防災連絡会議専門部会で「災害対応ガイドライン」の策定（北陸支部） 

◇ 車両入換えに伴う各県公安委員会への緊急通行車両事前届出（北陸支部） 

◇ 中部ライフガードTEC2019への出展（中部支部） 

 

４．公共工事の円滑な実施のための取組み 

◇ 2019年度「公共工事の諸課題に関する意見交換会」での議論を踏まえ、各地区に

おいて円滑な施工の確保、生産性の向上等をテーマとして、地方整備局、地方公

共団体、NEXCO各社、鉄道･運輸機構等の発注機関との意見交換会、ヒアリング等

の実施 

◇ 円滑な施工の確保に関する講演会、各種講習会の実施 



 

５．安全・環境対策の推進 

◇ 労働災害防止、公衆災害防止、建設副産物対策および鉄道事故防止に向けた現場

点検・パトロール、講習会・意見交換会、優良現場の表彰、アンケート調査等の

実施 

◇ 発注機関等との建設副産物対策協議会や安全協議会等への参加 

◇ 労働災害防止安全推進大会、災害防止総決起大会の実施（東北・北陸・九州支

部） 

 

６．請負契約制度改善および積算の適正化と資材対策の推進 

◇ 入札、契約、積算等に関するアンケート調査等の実施と結果を踏まえた発注機関

との意見交換会等の実施 

◇ 各地区の資材対策連絡会への参加と建設資材に関する需給動向等の調査 

 

７．技術開発の促進 

◇ 建設技術開発に関する交流会や発表会への参加と支部主催講習会や見学会等の実

施 

 

８．電力施設建設事業、鉄道建設事業、海洋開発建設事業の推進 

◇ 各分野の有識者を招いての講演会や発注者との意見交換、講習会および関連施設

の現場見学会等の実施 

◇ 鉄道工事に関するアンケート調査、鉄道工事施工に関する意見交換会の実施（東

北支部） 

 

９．広報活動の推進 

◇ けんせつ小町に関連した活躍現場見学会や交流会・セミナー、委員会等の実施 

◇ 支部広報誌の発行、親子や学生等を対象とした現場見学会の実施、各種展示会や

フォーラム等への参加、講師の派遣 

◇ 建設技術のPR等に関連する展示会、セミナー等への出展 

 

１０．建築分野の活動 

◇ 建築関係に係る各種実態調査およびアンケート調査、講習会、現場見学会、現場

点検等の実施 

◇ 建築関係教育用書籍の発刊、増刷（関西支部） 

 

１１．その他 

◇ 東北震災復興i-Construction連絡会議、「復興加速化会議」など東日本大震災か

らの復興に関する会議への参加（東北支部） 



◇ 震災伝承シンポジウム・震災伝承検討会への参加（東北支部） 

◇ 外国人労働者受け入れ説明会の実施（東北支部） 

 

（注）各地区において実施された具体的な事業内容については、支部ごとに作成する

事業実施状況報告に記載 

  



〈４〉その他の団体活動 

 

１. 国土交通大臣と建設業 4団体との意見交換会への参画 

(1) 2019年 8月 29日 国土交通省 

テーマ     ：新・担い手 3法の趣旨徹底、建設キャリアアップシステ

ムの更なる普及に向けた取組みについて他 

国土交通省出席者：石井大臣、森事務次官他 

建設業団体出席者：日建連（山内会長、宮本副会長・土木本部長、山本事務

総長）、全建、全中建、建専連 

(2) 2020年 3月 23日 国土交通省 

テーマ     ：新型コロナウイルスへの対応、建設キャリアアップシス

テム普及・活用（国土交通省が官民施策パッケージを提

示）、公共工事設計労務単価引き上げと現場への行き渡り

他 

国土交通省出席者：赤羽大臣、藤田事務次官他 

建設業団体出席者：日建連（山内会長、宮本副会長・土木本部長、押味副会

長・建築本部長、山本事務総長）、全建、全中建、建専連 

 

２. 建設キャリアアップシステム普及促進に係る要望 

(1) 2019年 9月 27日 国土交通省 

要望先     ：赤羽大臣 

建設業団体出席者：日建連（山内会長、宮本副会長・土木本部長、押味副会

長・建築本部長、山本事務総長） 

(2) 2019年 11月 13日 日本消防会館 

要望先     ：赤羽大臣 

建設業団体出席者：日建連（山内会長）、全建、建専連 

(3) 2020年 2月 6日 国土交通省 

要望先     ：山田技監、青木土地・建設産業局長 

建設業団体出席者：日建連（山内会長）、建専連、建設業振興基金 

(4) 2020年 2月 19日 国土交通省 

要望先     ：赤羽大臣、藤田事務次官 

建設業団体出席者：日建連（山内会長）、建専連、建設業振興基金 

 

３. 公共事業予算等に関する要望 

(1) 2020年度公共事業予算の確保及び税制改正に関する要望 

①自由民主党「予算・税制等に関する政策懇談会」 

2019年 11 月 5日 自由民主党本部 



議員出席者   ：山口組織運動本部長、櫻田団体総局長、小里国土交通部

会長他 

建設業団体出席者：日建連（小池専務理事、上田常務執行役）、全建、全中建

他 

②公明党「政策要望懇談会」 

2019年 10 月 23日 衆議院第一議員会館 

議員出席者   ：北側副代表、斉藤幹事長、石井幹事長代行他 

日建連出席者  ：宮本副会長・土木本部長、前田会計・税制委員長、木村

専務理事、上田常務執行役 

(2) 公共事業予算の確保に関する要望 

①2019年 11 月 21日 自由民主党 

要望先     ：鈴木総務会長、岸田政務調査会長、稲田幹事長代行（佐

藤参議院議員同席） 

日建連出席者  ：山内会長、宮本副会長・土木本部長、押味副会長・建築

本部長、山本事務総長、小池専務理事 

②2019年 11 月 28日 国土交通省 

要望先     ：赤羽大臣他（佐藤参議院議員、足立参議院議員同席） 

日建連出席者  ：山内会長、宮本副会長・土木本部長、押味副会長・建築

本部長、山本事務総長、小池専務理事 

 

４. 公共工事品質確保に関する議員連盟への協力 

(1) 第 9回総会 

2019年 8月 28日 参議院議員会館 

テーマ     ：品確法に基づく運用指針の改正の骨子案について他 

議員出席者   ：野田最高顧問、根本会長、佐藤幹事長、足立議員他 

陪席団体    ：日建連（山本事務総長）、全建、全中建他 

(2) 第 10回総会 

2020年 1月 20日 自由民主党本部 

テーマ     ：「公共工事品質確保法に基づく運用指針」の改正案につい

て他 

議員出席者   ：野田最高顧問、根本会長、佐藤幹事長、足立議員他 

陪席団体    ：日建連（山本事務総長、小池専務理事）他 

 

５. 手すり先行工法等の義務化の動きへの対応 

(1) 手すり先行工法に関する要望 

①2019年 8月 6日、11月 21日 自由民主党 

要望先     ：林幹事長代理 

日建連出席者  ：乘京安全委員長（8/6） 



山内会長、宮本副会長・土木本部長、押味副会長・建築

本部長（11/21） 

②2019年 11 月 21日、11月 25日、12月 2日 衆議院第一議員会館 

要望先     ：石井公明党幹事長代行 

日建連出席者  ：山内会長、山本事務総長、菱田専務理事（11/21） 

山本事務総長（11/25） 

菱田専務理事（12/2） 

③2019年 6月 17日～12月 24日 

要望先：【自由民主党】 

秋元司衆議院議員、小里泰弘衆議院議員、加藤勝信厚生労働大臣、金子恭

之衆議院議員、金田勝年衆議院議員、工藤彰三衆議院議員、坂本哲史衆議

院議員、櫻田義孝衆議院議員、左藤章衆議院議員、田村憲久衆議院議員、

西村明宏衆議院議員、根本匠衆議院議員、福井照衆議院議員、山口泰明衆

議院議員、足立敏之参議院議員、石井正弘参議院議員、礒崎陽輔参議院議

員、上月良祐参議院議員、佐藤信秋参議院議員、豊田俊郎参議院議員、藤

末健三参議院議員 

【公明党】 

伊佐進一衆議院議員、伊藤渉衆議院議員、井上義久衆議院議員、太田昭宏

衆議院議員、中野洋昌衆議院議員 

【国民民主党】 

小宮山泰子衆議院議員、青木愛参議院議員 

【立憲民主党】 

川内博史衆議院議員 

(2) 建設工事現場の実情等に係る説明会 

2019年 11 月 12日 都道府県会館 

議員出席者   ：櫻田議員他 

建設業団体出席者：日建連（山本事務総長）、全建、建専連他 

(3) 建設職人基本法超党派国会議員フォローアップ推進会議への対応 

①第 9回推進会議（陪席） 

2019年 10 月 24日 衆議院第一議員会館 

議員出席者   ：高村最高顧問、井上議長代行、櫻田幹事長他 

陪席団体    ：日建連、全建、全中建、建専連他 

②建設職人基本法関係省庁・団体ヒアリングの対応 

2019年 11 月 19日 衆議院第二議員会館 

議員出席者   ：古屋顧問、櫻田幹事長他 

陪席団体    ：日建連、全建、建専連他 

 

 



６. 公明党との懇談会の実施 

(1) 2019年 5月 22日 衆議院第一議員会館 

テーマ     ：建設キャリアアップシステムへの取組みについて 

公明党出席者  ：佐藤議員、伊藤議員、中野議員他 

日建連出席者  ：村田副会長・建設キャリアアップシステム推進本部本部

長、柄建設キャリアアップシステム推進本部幹事長、山

本事務総長他 

(2) 2020年 3月 13日 衆議院第一議員会館 

テーマ     ：建築工事における週休二日の実現、生産性向上の取組み 

公明党出席者  ：石井議員、岡本議員、伊藤議員他 

日建連出席者  ：押味副会長・建築本部長、木谷建築生産委員会施工部会

長、山本事務総長他 

 

７. 関係会議への参画 

(1) 中央建設業審議会総会 

①2019年 9月 13日 国土交通省 

テーマ     ：工期に関する基準の作成 WG（仮称）の設置について他 

日建連出席者  ：山内会長、宮本副会長・土木本部長 

②2019年 12 月 13日 三田共用会議所 

テーマ     ：建設工事標準請負契約約款の改正について他 

日建連出席者  ：山内会長、宮本副会長・土木本部長 

(2) 建設業の働き方改革に関する鉄道関係連絡会議 

①第 4回 

2019年 9月 3日 国土交通省 

日建連出席者  ：伊藤鉄道工事委員長、木村専務理事 

②第 5回 

2019年 9月 26日 国土交通省 

日建連出席者  ：伊藤鉄道工事委員長、木村専務理事 

(3) 自由民主党「住宅土地・都市政策調査会中古住宅市場活性化委員会」 

2020年 1月 22日 自由民主党本部 

議員出席者   ：井上委員長、井林事務局長他 

官庁出席者   ：眞鍋国土交通省住宅局長、大谷法務省民事局参事官他 

建設業団体出席者：日建連（菱田専務理事）他 

 

８. 新型コロナウイルス感染症への対応 

(1) ヒアリング対応および要望 

①2020年 3月 19日 自由民主党・国土交通部会（ヒアリング対応） 

テーマ     ：新型コロナウイルス感染症による業界への影響、経済対



策要望等 

議員出席者   ：小里部会長他 

建設業団体出席者：日建連（山本事務総長、菱田専務理事、小池専務理事）、

全建他 

②2020年 3月 25日 日本経済団体連合会（要望） 

「新型コロナウイルス感染拡大に伴う緊急経済対策に対する建設業界の要望」

を提出 

(2) 国土交通省調査への協力 

①2020年 3月 2日 

調査内容    ：足下の状況、3月中の影響見込み、事態が長期に及ぶ場

合の影響等 

調査対象    ：基本政策審議会委員会社 

②2020年 3月 13日 

調査内容    ：財務面および現場の状況、今後の影響見込み、国の支援

策の活用状況等 

調査対象    ：会費 1～3ランクの法人会員 

(3) 会員への協力依頼 

①2020年 2月 26日「施工中の工事における新型コロナウイルス感染症の罹患

に伴う対応について」（事務総長名） 

②2020年 3月 24日「新型コロナウイルスへの対応について」（会長名） 

(4) 新型コロナ感染症対策室の設置（2020年 3月 27日） 

 

  



〈５〉会員・役員等の異動 

 

１．会員の異動等 

(1) 入会    法人会員 鍜治田工務店（2019年4月18日付） 

              川田工業（2019年4月18日付） 

(2) 退会    なし 

(3) 名称変更   法人会員 クボタ工建→クボタ建設（2019年10月1日付） 

    特別会員 新日鉄住金エンジニアリング→日鉄エンジニアリング 

（2019年4月1日付） 

 

２．役員等の異動 

(1) 選任等 

① 定時総会（2019年4月26日）理事および監事を選任 

［理 事］ 

山内 隆司 大成建設 会長 

辻󠄀井 靖 青木あすなろ建設 社長 

河邊 知之 あおみ建設 社長 

浅沼 誠 淺沼組 社長 

福富 正人 安藤・間 社長 

岩田 圭剛 岩田地崎建設 社長 

蓮輪 賢治 大林組 社長 

大本 万平 大本組 社長 

奥村 太加典 奥村組 社長 

大野 達也 オリエンタル白石 社長 

押味 至一 鹿島建設 社長 

株木 雅浩 株木建設 会長兼社長 

北野 貴裕 北野建設 社長 

櫻野 泰則 熊谷組 社長 

蔦田 守弘 鴻池組 社長 

清水 琢三 五洋建設 社長 

宮本 雅文 佐藤工業 社長 

宮本 洋一 清水建設 会長 

中村 仁 西武建設 社長 

錢高 久善 錢高組 社長 

村田 誉之 大成建設 社長 

荻野 浩平 大鉄工業 社長 

馬場 義雄 大日本土木 社長 



大隅 健一 大豊建設 社長 

宮下 正裕 竹中工務店 会長 

竹中 康一 竹中土木 社長 

伊藤 泰司 鉄建建設 社長 

秋山 優樹 東亜建設工業 社長 

飯塚 恒生 東急建設 会長 

柳下 尚道 東鉄工業 社長 

武澤 恭司 東洋建設 社長 

今井 雅則 戸田建設 社長 

乘京 正弘 飛島建設 社長 

竹谷 紀之 ナカノフドー建設 社長 

髙瀨 伸利 西松建設 社長 

岩田 裕美 ＮＩＰＰＯ 会長 

朝倉 健夫 日本国土開発 社長 

大栗 育夫 長谷工コーポレーション 会長 

藤井 敏道 ピーエス三菱 社長 

福田 勝之 福田組 会長 

奥村 洋治 フジタ 社長 

竹原 有二 不動テトラ 会長 

本間 達郎 本間組 社長 

前田 操治 前田建設工業 社長 

松井 隆弘 松井建設 社長 

岩本 恭治 松村組 社長 

新井 英雄 三井住友建設 社長 

五関 淳 みらい建設工業 会長 

村本 吉弘 村本建設 社長 

山口 竹彦 りんかい日産建設 社長 

五百蔵 良平 若築建設 社長 

西田 義則 日本道路建設業協会 会長 

山本 徳治   

木村 昌司   

菱田 一   

葉石 善一   

小池 剛   

朝比奈 志浩   

 

［監 事］ 

髙松 孝年 髙松建設 社長 



丸川 裕之 日本プロジェクト産業協議会 専務理事 

大堀 毅彦 建設経営サービス 取締役 

 

② 第2回理事会（2019年4月26日）役員の選定 

会長・代表理事 山内 隆司 大成建設 会長 

副会長・代表理事 宮本 洋一 清水建設 会長、土地改良建設協会 会長、

日本ダム協会 会長 

副会長・代表理事 押味 至一 鹿島建設 社長 

副会長 蓮輪 賢治 大林組 社長、海外建設協会 会長 

副会長  村田 誉之 大成建設 社長 

副会長  宮下 正裕 竹中工務店 会長 

副会長  清水 琢三 日本埋立浚渫協会 会長 

事務総長・代表理事 山本 徳治 
 

専務理事  木村 昌司 
 

専務理事  菱田 一 
 

常務理事  葉石 善一 
 

常務理事  小池 剛 
 

常務理事  朝比奈 志浩 
 

 

③ 第2回理事会（2019年4月26日）相談役の決定 

相談役  熊谷 太一郎 熊谷組 社友 

相談役 平島 治 大成建設 社友 

相談役 中村 満義 鹿島建設 会長 

 

④ 第2回理事会（2019年4月26日）本部長、委員長等を指名 

土木本部長 宮本 洋一 清水建設 会長 

建築本部長 押味 至一 鹿島建設 社長 

安全対策本部長 竹中 康一 竹中土木 社長 

鉄道建設本部長 宮本 洋一 清水建設 会長 

建設キャリアアップシステム推進本部長 

 村田 誉之 大成建設 社長 

生産性向上推進本部長 今井 雅則 戸田建設 社長 

週休二日推進本部長 井上 和幸 清水建設 社長 

復旧・復興対策特別委員長 宮本 洋一 清水建設 会長 

電力対策特別委員長 押味 至一 鹿島建設 社長 

総合企画委員長 村田 誉之 大成建設 社長 

広報委員長 宮下 正裕 竹中工務店 会長 

環境委員長 櫻野 泰則 熊谷組 社長 



労働委員長 今井 雅則 戸田建設 社長 

けんせつ小町委員長 新井 英雄 三井住友建設 社長 

都市・地域政策委員長 髙瀨 伸利 西松建設 社長 

災害対策委員長 清水 琢三 五洋建設 社長 

国際委員長 蓮輪 賢治 大林組 社長 

会計・税制委員長 前田 操治 前田建設工業 社長 

安全委員長 乘京 正弘 飛島建設 社長 

公衆災害対策委員長 浅沼 誠 淺沼組 社長 

鉄道安全委員長 飯塚 恒生 東急建設 会長 

公共工事委員長 茅野 正恭 鹿島建設 副社長 

公共契約委員長 台 和彦 大成建設 副社長 

公共積算委員長 佐藤 健人 大林組 副社長 

インフラ再生委員長 山中 庸彦 清水建設 専務 

土木工事技術委員長 大隅 健一 大豊建設 社長 

電力・エネルギー工事委員長 福富 正人 安藤・間 社長 

鉄道工事委員長 伊藤 泰司 鉄建建設 社長 

海洋開発委員長 武澤 恭司 東洋建設 社長 

建築設計委員長 尾﨑 勝 鹿島建設 副社長 

建築生産委員長 蔦田 守弘 鴻池組 社長 

建築制度委員長 奥村 洋治 フジタ 社長 

建築技術開発委員長 奥村 太加典 奥村組 社長 

住宅委員長 大栗 育夫 長谷工ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ 会長 

優秀建築表彰委員長 宮下 正裕 竹中工務店 会長 

新表彰制度検討会(土木)座長 宮本 洋一 清水建設 会長 

新表彰制度検討会(建築)座長 押味 至一 鹿島建設 社長 

 

⑤ 第3回理事会（2019年6月19日）委員長を指名 

公共契約委員長 田中 茂義 大成建設 副社長 

 

⑥ 第5回理事会（2019年9月25日）委員長を指名 

日建連表彰委員長 宮本 洋一 清水建設 会長 

 

（2）辞任 

相談役 熊谷 太一郎 2019年 6月 21日 （逝去） 

理事 株木 雅浩 2019年 9月 29日 （逝去） 

理事・専務理事 木村 昌司 2019年 10月 31日  

 



〈６〉名簿 

１. 会員 

(1) 法人会員（142社） 

アイサワ工業   青木あすなろ建設    あおみ建設 

淺川組   淺沼組      新井組 

荒井建設   安藤・間     池田建設 

勇建設   石黒建設     伊藤組土建 

岩倉建設   岩田地崎建設     植木組 

梅林建設   ＮＢ建設     大木建設 

大林組   大林道路     大本組 

岡谷組   奥村組      奥村組土木興業 

オリエンタル白石  ガイアート     加賀田組 

鍜治田工務店         鹿島建設     鹿島道路 

株木建設           川田工業           北野建設 

九鉄工業      共立建設           クボタ建設 

熊谷組   京王建設           京急建設 

広成建設      公成建設           交通建設 

鴻池組   五洋建設           坂田建設 

札建工業         佐藤工業           三軌建設 

三幸建設工業      シーエヌ建設         ジェイアール東海建

設 

清水建設      ショーボンド建設       新日本建設 

新谷建設      西濃建設           西武建設 

錢高組   仙建工業           第一建設工業 

大旺新洋      大末建設           大成建設 

大成ロテック      大鉄工業           大日本土木 

大豊建設           髙松建設           竹中工務店 

竹中土木           多田建設           田中組 

田辺建設           ＴＳＵＣＨＩＹＡ       鉄建建設 

東亜建設工業         東亜道路工業         東急建設 

東鉄工業           東洋建設           徳倉建設 

戸田建設           飛島建設           巴コーポレーション 

ナカノフドー建設       中山組            奈良建設 

南海辰村建設         西松建設           日特建設 

ＮＩＰＰＯ      日本道路           日本国土開発 

ノバック      萩原建設工業         橋本店 

長谷工コーポレーション    ハンシン建設         ピーエス三菱 



久本組   菱中建設           深田サルベージ建設 

福田組            藤木工務店     不二建設     

冨士工            フジタ      不動テトラ 

北都組            本間組      前田建設工業 

前田道路           増岡組            松井建設 

松尾建設           松尾工務店          松村組 

松本建設           馬淵建設           丸磯建設 

丸彦渡辺建設         丸山工務所          三井住友建設 

宮坂建設工業         宮地エンジニアリング    みらい建設工業 

村本建設           名工建設           森組 

森本組            守谷商会     矢作建設工業 

ヤマウラ           山田組            ユニオン建設 

横河ブリッジ         吉川建設           吉田組 

寄神建設           ライト工業          りんかい日産建設 

若築建設 

 

(2) 団体会員（5団体） 

日本道路建設業協会  海外建設協会     土地改良建設協会 

日本埋立浚渫協会  日本ダム協会 

 

(3) 特別会員（7社） 

オーバーシーズ・ベクテル・インコーポレーテッド 

フルーア・ダニエル・ジャパン 

レンドリース・ジャパン 

ＪＦＥエンジニアリング 

日鉄エンジニアリング 

日立造船 

三井Ｅ＆Ｓ鉄構エンジニアリング 

（2020年3月31日現在） 



２. 役員等 

会 長 (代表理事) 山内 隆司 大成建設 会長 

副会長 (代表理事) 宮本 洋一 清水建設 会長 

   土地改良建設協会 会長 

   日本ダム協会 会長 

 同 (代表理事) 押味 至一 鹿島建設 社長 

 同  蓮輪 賢治 大林組 社長 

   海外建設協会 会長 

 同  村田 誉之 大成建設 社長 

 同  宮下 正裕 竹中工務店 会長 

 同  清水 琢三 日本埋立浚渫協会 会長 

   五洋建設 社長 

事務総長 (代表理事) 山本 徳治   

専務理事 (業務執行理事） 菱田 一   

 同 (業務執行理事） 小池 剛   

理 事  辻󠄀井 靖 青木あすなろ建設 社長 

 同  河邊 知之 あおみ建設 社長 

 同  浅沼 誠 淺沼組 社長 

 同  福富 正人 安藤・間 社長 

 同  岩田 圭剛 岩田地崎建設 社長 

 同  大本 万平 大本組 社長 

 同  奥村  太加典 奥村組 社長 

 同  大野 達也 オリエンタル白石 社長 

 同  北野 貴裕 北野建設 会長兼社長 

 同  櫻野 泰則 熊谷組 社長 

 同  蔦田 守弘 鴻池組 社長 

 同  宮本 雅文 佐藤工業 社長 

 同  中村 仁 西武建設 社長 

 同  錢高 久善 錢高組 社長 

 同  荻野 浩平 大鉄工業 社長 

 同  馬場 義雄 大日本土木 社長 

 同  大隅 健一 大豊建設 社長 

 同  竹中 康一 竹中土木 社長 

 同  伊藤 泰司 鉄建建設 社長 

 同  秋山 優樹 東亜建設工業 社長 

 同  飯塚 恒生 東急建設 会長 

 同  柳下 尚道 東鉄工業 社長 

 同  武澤 恭司 東洋建設 社長 



 同  今井 雅則 戸田建設 社長 

 同  乘京 正弘 飛島建設 社長 

 同  竹谷 紀之 ナカノフドー建設 社長 

 同  髙瀨 伸利 西松建設 社長 

 同  岩田 裕美 ＮＩＰＰＯ 会長 

 同  朝倉 健夫 日本国土開発 社長 

 同  西田 義則 日本道路建設業協会 会長 

 同  大栗 育夫 長谷工コーポレーション 会長 

 同  藤井 敏道 ピーエス三菱 社長 

 同  福田 勝之 福田組 会長 

 同  奥村 洋治 フジタ 社長 

 同  竹原 有二 不動テトラ 会長 

 同  本間 達郎 本間組 社長 

 同  前田 操治 前田建設工業 社長 

 同  松井 隆弘 松井建設 社長 

 同  岩本 恭治 松村組 社長 

 同  新井 英雄 三井住友建設 社長 

 同  五関 淳 みらい建設工業 会長 

 同  村本 𠮷弘 村本建設 社長 

 同  山口 竹彦 りんかい日産建設 社長 

 同  五百蔵 良平 若築建設 社長 

常務理事 (業務執行理事） 葉石 善一   

 同 (業務執行理事） 朝比奈 志浩   

監 事  髙松 孝年 髙松建設 社長 

 同  丸川 裕之 日本プロジェクト産業協議会 専務理事 

 同  大堀 毅彦 建設経営サービス 取締役 

相談役  平島 治 大成建設 社友 

 同  中村 満義 鹿島建設 会長 

 

理事56名（うち会長1名、副会長6名、事務総長1名、専務理事2名、常務理事2名） 

監事3名 

相談役2名 

（2020年3月31日現在） 

 

  



（注）事業報告の附属明細書 

 

 2019年度事業報告には、「一般社団法人および一般財団法人に関する法律施行規則」

第 34条第 3項に規定する「事業報告の内容を補足する重要な事項」は存在しない。 
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